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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際標準との関連 

 (1) 本標準は１９９５年５月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３ 

   に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

  (1) 本ＴＴＣ標準は、標準化の要望に基づき、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３の本文、付属資料Ａ、付属資

料 D、付属資料Ｅ、付録Ⅰ、付録Ⅱに準拠し、作成したものである。 

なお、本ＴＴＣ標準に含まれていない付属資料Ｃ（ＯＳＩネットワークサービスの提供）に関して

は、今後の状況をみて、ＴＴＣ標準化を考慮する。 

付属資料ＡのＳＤＬ図は、本文の記述との不一致等、記述内容に不備があるため対象外とする。 

  (2) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３のオプション項目明確化については、今後継続検討する。 

  (3) １９９５年５月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１で承認された勧告Ｑ．９３３に準拠して付属資料Ｂを削除

する。 

 

３．改版の履歴 

 

版  数 制  定  日 改  版  内  容 

第１版 １９９２年１１月２６日 制 定 

第２版 １９９６年４月２４日 付属資料Ｅの追加 

第３版 １９９７年１１月２６日 本文の変更、付属資料Ａの変更、 

付属資料Ｂの削除、付属資料Ｄの 

追加、付録Ⅱの追加 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 

  (1) 参照する主な勧告、標準等 

  ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｑ９２２、ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－２３３、ＪＴ－Ｉ４６０、 

          ＪＴ－Ｘ２５、ＪＴ－Ｘ３１、ＪＴ－Ｘ７５、ＪＴ－Ｖ１２０、 

          ＪＳ－８２０８ 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｉ．３２０、Ｉ．３３４、Ｘ．２００、Ｘ．２１０、Ｘ．２１３、 

          Ｘ．２２３、Ｘ．１、Ｖ．６、Ｔ．７１ 

  ＩＳＯ標準  ：ＩＳＯ１７４５、ＩＳＯ／ＩＥＣ４３３５、ＩＳＯ７７７６、 

          ＩＳＯ８６４８、ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２－２、 

          ＩＳＯ／ＩＥＣ８４７３－１、ＩＳＯ／ＩＥＣ８８７８、 

          ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７、ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２－５ 

  (2) 付属資料ＤのＰＩＣＳ質問票に対して、著作権についての記述がある。 
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１．目的、範囲、構成

1.1　目　的

　本標準はユーザ・網インタフェースにおけるフレームモード（フレームリレーあるいはフレームスイッ

チ）コネクションの設定、維持、切断復旧の手順を規定している。これらの手順は、フレームハンドラ

（ＦＨ）とリモートフレームハンドラ（ＲＦＨ）に対するＢチャネルとＤチャネルのフレームモードコネ

クションのためのＳ／Ｔ（注）参照点におけるメッセージと手順に関連して規定している。これらのメッ

セージと手順は、基本速度インタフェースと一次群速度インタフェースに適用できる。これらは、一般的

に標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されているメッセージと手順に一致している。

（注）記号Ｓ／Ｔは、ＳかつＴあるいはＳまたはＴ参照点を示す。

1.2　範　囲

　本標準では、Ｓ／Ｔ参照点における次の手順を規定している。

　 (1) 　フレームモードコネクションに関連したベアラチャネル（ＢまたはＨ）を設定することによるリ

モートフレームハンドラ（ＲＦＨ）に対する回線交換アクセス（ケースＡ）。このケースでは、フ

レームモードネットワークハンドラがインチャネル信号を用いて提供される。（図２－１／ＪＴ－

Ｑ９３３参照）

　 (2) 　フレームモードコネクション設定によるローカルＩＳＤＮにおけるフレームモードバーチャルサ

ーキットサービスに対するアクセス（ケースＢ）。このコネクションはユーザまたはＩＳＤＮによ

って起動されうる。ベアラチャネルとＤチャネルの両方がこのケースでは使用されうる。（図２－

２／ＪＴ－Ｑ９３３参照）

1.3　構　成

　本標準は標準ＪＴ－Ｑ９３１と同様な構成をしている。手順やメッセージや情報要素に相違点がある時

には明確に示し全てを記述する。フレームモード呼に直接適用可能な標準ＪＴ－Ｑ９３１の情報要素は不

要な二重記述を避けるために直接参照する。

　１章は、このドキュメントの目的、範囲、構成を記述している。２章は、フレームモード呼制御の概要

を記述しており、呼制御状態を定義している。３章はメッセージを、４章は一般的なメッセージフォーマ

ットと情報コーディングを規定している。５章はＳ／Ｔ参照点におけるフレームモードコネクションの設

定、維持、切断復旧の手順を規定している。

２．フレームモードコネクション制御の概要

　本標準において“着呼”及び“発呼”の記述は、インタフェースのユーザ側からフレームモード呼につ

いて記述している。

　この章では個々の呼のフレームモード呼制御状態について規定している。これらの規定は、インタフェ

ース自体の状態、接続されている機器の状態、Ｄチャネルの状態あるいはＤチャネル上のシグナリングに

用いる論理リンク状態には、適用するものではない。なぜなら、あるユーザ・網インタフェースにおいて

同時に複数のフレームモード呼が存在するだろうし、それぞれの呼は異なる状態にあり、インタフェース

自体の状態も明白に規定できないからである。

フレームモード呼制御の手順の詳細は、ａ）３章で定義されているユーザ・網インタフェースを介して

転送されるメッセージシーケンスと、ｂ）ユーザ側と網側における情報処理と動作の観点から、５章に記

述されている。フレームリレーとフレームスイッチベアラサービスで相違があるときは、その相違点を明

確に注に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＳＤＮ

　　           Ｓ／Ｔ

　　　　　　ＲＦＨ：リモートフレームハンドラ
　　　　　　ＥＴ　：交換機終端

　ステップ１：標準ＪＴ－Ｑ９３１手順を用いたＴＥ１／ＮＴ２とＲＦＨ間の回線交換モードベアラコネ

クションの確立

　ステップ２：フレームモードベアラコネクション確立のためのインチャネル標準ＪＴ－Ｑ９３３手順

（注１） ＴＥとＲＦＨ間に半固定コネクションが存在すれば、ステップ１は必要ではない。

（注２）ＲＦＨはＩＳＤＮ外にあってもよい。

図２－１／ＪＴ－Ｑ９３３　ケースＡ：２ステップのフレームモード呼設定

　　　　　　　　   (ITU-T Q.933)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＳＤＮ

　　           Ｓ／Ｔ                               加入者線交換機

　　　　　　　　ＦＨ：フレームハンドラ

　　シングルステップ：標準ＪＴ－Ｑ９３３手順（Ｄチャネル）を用いたフレームモードベアラコネクシ

ョン確立

（注１）一つのベアラチャネル、またはＤチャネルの一方が用いられる。

（注２）ＦＨ機能の位置はリモートでも良い。しかし、Ｄチャネル上のフレームモードベアラサービスの

サポートのためには、ＦＨ機能の一部は加入者線交換機の中に必要である。

図２－２／ＪＴ－Ｑ９３３　ケースＢ：統合アクセス

　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

　本標準は、Ｂチャネルに関するものを規定している。Ｈチャネルを使用するサービスでは、Ｂチャネル

に関する規定を、適切なＨチャネルに関する規定として解釈すべきである。

ＮＴ２

または

ＴＥ１

ＥＴ ＲＦＨ
ＥＴ

ＮＴ２

または

ＴＥ１

ＥＴ ＦＨ
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2.1　フレームモード呼

　本節では、フレームモード呼の呼制御状態を規定している。呼制御の手順は、５章に規定されている。

　用語“呼”は、この節では、“フレームモード呼”を意味している。

2.1.1　インタフェースのユーザ側における呼の状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼の状態を本節で規定する。

2.1.1.1　空　(UO)  [Null]

　呼が存在しない状態。

2.1.1.2　発呼　(U1)  [Call Initiated]

　発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。

2.1.1.3　発呼受付　(U3)  [Outgoing Call Proceeding]

　発信側の状態。呼設定に必要なすべての情報を網が受信したことの確認（「呼設定受付」 (CALL

PROC) ）をユーザが受信した状態。

2.1.1.4　呼出通知　(U4)　[Call Delivered]

　発信側の状態。発信ユーザが着信ユーザの呼出が開始されていることの通知（「呼出」(ALERT) ）を

受信した状態。

2.1.1.5　着呼  (U6)  [Call Present]

　着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.1.6　呼出中　(U7)  [Call Received]

　着信側の状態。着信側ユーザが呼出（「呼出」(ALERT) ）を通知したがまだ応答していない状態。

2.1.1.7　応答  (U8)  [Connect Request]

　着信側の状態。ユーザが呼に応答し、応答確認を待っている状態。

2.1.1.8　着呼受付  (U9)  [Incoming Call Proceeding]

　着信側の状態。ユーザが呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答をした状態。

2.1.1.9　通信中  (U10)  [Active]

　着信側において応答に対する確認（「応答確認」(CONN ACK)）を網から受信した状態。発信側におい

てはリモートユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。

2.1.1.10  切断要求  (U11)  [Disconnect Request]

　ユーザが網にエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧を要求し、網からの確認を待

っている状態。
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2.1.1.11　切断通知　(U12)  [Disconnect Indication]

　網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、ユーザが切断を通知され

た状態。

2.1.1.12  解放要求  (U19)  [Release Request]

　ユーザが網に解放要求をし、網からの確認を待っている状態。

2.1.2　インタフェースの網側の呼状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の呼の状態を本節で規定する。

2.1.2.1　空　(N0)  [Null]

　呼が存在しない状態。

2.1.2.2　発呼　(N1)　[Call Initiated]

　発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.2.3　発呼受付　(N3)  [Outgoing Call Proceeding]

　発信側の状態。網が呼設定に必要なすべての情報を受信したことを、ユーザに確認（「呼設定受付」

(CALL PROC) ）した状態。

2.1.2.4　呼出通知　(N4)  [Call Delivered]

　発信側の状態。網がリモートユーザの呼出が開始されていることを通知した状態。

2.1.2.5　着呼　(N6)  [Call Present]

着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」(SETUP) ）を送出し、まだなんらかの応答を受信していな

い状態。

2.1.2.6　呼出中　(N7)  [Call Received]

着信側の状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。

2.1.2.7　応答　(N8)  [Connect Request]

　着信側の状態。網は応答を受信したが、まだ呼の応答確認を送信していない状態。

2.1.2.8　着呼受付　(N9)  [Incoming Call Proceeding]

　着信側の状態。ユーザから呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答

（「呼設定受付」(CALL PROC) ）を網が受信した状態。

2.1.2.9　通信中　(N10)  [Active]

　着信側においては網が着信ユーザへ応答確認を送出した状態。発信側においては網がリモートユーザが

呼に応答したことを通知した状態。

2.1.2.10　切断要求　(N11)  [Disconnect Request]

　網がユーザからのエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧要求を受信した状態。
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2.1.2.11  切断通知　(N12)  [Disconnect Indication]

　網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断し、ユーザ・網コネクションの切断を通知

した状態。

2.1.2.12  解放要求　(N19)  [Release Request]

　網が呼の解放をユーザに要求し、ユーザからの確認を待っている状態。

2.1.2.13　呼廃棄　(N22)  [Call Abort]

　ポイント・マルチポイント構成の着信側の状態。着呼が成立する前にその呼が切断復旧されている状態。

３．メッセージの機能定義とその内容

　本章は、メッセージ構成の概要について、各メッセージの機能定義及び内容（すなわち意味）に注目し

て述べている。各規定は以下を含む。

　 (1) 　メッセージの転送方向、定義区間及び使用法の簡潔な記述。定義区間としては以下の用語が使わ

れている。

　　a)　定義区間「ローカル」とは、発アクセスまたは着アクセスのどちらか一方に関連すること。

　　b)　定義区間「アクセス」とは、網に関連せず、発アクセスと着アクセスの両方に関連すること。

　　c) 　定義区間「デュアル」とは、網に関連し、発アクセスまたは着アクセスのどちらか一方に関連す

ること。

　　d)　定義区間「グローバル」とは、網に関連し、発アクセスと着アクセスの両方に関連すること。

　 (2) 　メッセージ内のコード群０の情報要素を出現順（全てのメッセージ種別に共通）に示した表。各

情報要素に対して、表は以下のものを示す。

　　a)　情報要素を規定する本標準の節番号。

　　b)　情報要素が送信されうる方向。例、ユーザから網（‘ｕ→ｎ’)、網からユーザ（‘ｎ→ｕ’）

もしくは両方向。

　　（注）本章の「ユーザ網」という用語では、ＴＥ－ＥＴ、ＴＥ－ＮＴ２、ＮＴ２－ＥＴインタフェー

ス構造を表している。

　　c) 　情報要素を含むことの必須（‘Ｍ’）かオプション（‘Ｏ’）の表示。

　　　‘Ｏ’指定の各場合において、対応する注は情報要素が含まれる環境を記述する。

　　d)　オクテット単位の情報要素の最大長（または許容される長さの範囲）。情報長欄の‘＊’は情報

要素長の最大オクテット数を規定せず、網またはサービスに依存し得ることを示す。

　　（注）全てのメッセージは、コード群５、６、７の情報要素と節 4.5.2 から節 4.5.3 に記述されたコー

ディングルールに従った固定シフト情報要素を含んでもよい。しかしこれらは、３章の各表に

は含まれていない。

3.1　フレームモードコネクション制御用メッセージ

　表３－１／ＪＴ－Ｑ９３３にフレームモードコネクション制御用メッセージをまとめる。これらのメッ
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セージは標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義され規定されているメッセージのサブセットである。本標準で使用さ

れているこれらメッセージの範囲と定義区間は標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されている。相違点や新しい情

報要素がある場合は、それらを明示し、規定している。

表３－１／ＪＴ－Ｑ９３３　フレームモードコネクション制御用メッセージ

　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

3.1.1　「呼出」　(ALERTing)

　本メッセージは、着信ユーザの呼出しが開始されたことを示すために、着信ユーザから網へ、そして網

から発信ユーザへ転送される。

呼設定用メッセージ

　呼出 (ALERTing)

　　呼設定受付 (CALL PROCeeding)

　　応答 (CONNect)

　　応答確認 (CONNect ACKnowledge)

　　経過表示 (PROGress)

　　呼設定 (SETUP)

呼切断復旧用メッセージ

　　切断 (DISConnect)

　　解放 (RELease)

　　解放完了 (RELease COMPlete)

その他のメッセージ

　　状態表示 (STATUS)

　　状態問合 (STATUS ENQuiry)

参  照

3.1.1

3.1.2

3.1.3

3.1.4

3.1.6

3.1.9

3.1.5

3.1.7

3.1.8

3.1.10

3.1.11
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「呼出」(ALERT) メッセージの内容

　メッセージ種別：呼出

　定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情報長

プロトコル識別子   4.2 両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3 両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4 両方向 Ｍ   １

チャネル識別子   4.5.12 両方向 Ｏ（注１）   ２－＊

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｺﾈｸｼｮﾝ識別子   4.5.15 両方向 Ｏ（注２）   ２－６

経過識別子   4.5.24 両方向 Ｏ（注３）   ２－４

表示   4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４）   （注５）

ユーザ・ユーザ   4.5.28 両方向 Ｏ（注６）   （注７）

（注１）本メッセージが、ケースＢ用の「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答の最初のメッセージ

である場合は、必須である。

（注２）本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答の場合は必須である。

（注３）私設網内のインターワーキングの場合、本メッセージに含まれる。

（注４）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注５）最小の長さは２オクテット、最大の長さは８２オクテットである。

（注６）着呼がポイント・ポイントデータリンクで発生し、着信ユーザがユーザ情報を発信ユーザに返し

たい場合に、ユーザから網の方向のメッセージに含まれる。あるいは、着信ユーザが「呼出」

(ALERT) メッセージ内にユーザ情報を含んだ場合は、網からユーザ方向に含まれる。

（注７）最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。

3.1.2　「呼設定受付」　(CALL PROCeeding)

　本メッセージは、要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受付られないことを表示する

ために、網から発信ユーザにあるいは着信ユーザから網へ転送される。
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「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容

　メッセージ種別：呼設定受付

　定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2 両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3 両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4 両方向 Ｍ   １

チャネル識別子   4.5.12 両方向 Ｏ（注１）   ２－＊

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｺﾈｸｼｮﾝ識別子   4.5.15 両方向 Ｏ（注２）   ２－６

経過識別子   4.5.24 両方向 Ｏ（注３）   ２－４

表示   4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４）   （注５）

（注１）本メッセージがケースＢの「呼設定」(SETUP) メッセージの応答の最初のメッセージの場合は必

須である。

（注２）本メッセージが、「呼設定」(SETUP) メッセージの最初の応答の場合は必須である。

（注３）私設網内のインターワーキングの場合、本メッセージに含まれる。

（注４）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注５）最小の長さは２オクテットで、最大の長さは８２オクテットである。

3.1.3　「応答」　(CONNect)

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受付たことを通知するために、着信ユーザから網へそして網から発

信ユーザへ送られる。
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「応答」(CONN)メッセージ内容

　メッセージ種別：応答

　定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2 両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3 両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4 両方向 Ｍ   １

チャネル識別子   4.5.12 両方向 Ｏ（注１）   ２－＊

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｺﾈｸｼｮﾝ識別子   4.5.15 両方向 Ｏ（注２）   ２－６

経過識別子   4.5.24 両方向 Ｏ（注３）   ２－４

表示   4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注４）   （注５）

エンド・エンド中継遅延   4.5.17 両方向 Ｏ（注６）   ２－11

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾊﾞｲﾅﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ   4.5.23 両方向 Ｏ（注７）   ２－３

リンクレイヤコアパラメータ   4.5.19 両方向 Ｏ（注８）   ２－27

ﾘﾝｸﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙﾊﾟﾗﾒｰﾀ   4.5.20 両方向 Ｏ（注９）   ２－９

接続先番号   4.5.13 両方向 Ｏ（注 10）   ２－＊

接続先サブアドレス   4.5.14 両方向 Ｏ（注 10）   ２－23

Ｘ．２１３  プライオリティ   4.5.29 両方向 Ｏ（注 11）   ２－８

低位レイヤ整合性   4.5.21 両方向 Ｏ（注 12）   ２－16

ユーザ・ユーザ   4.5.28 両方向 Ｏ（注 13） （注 14）

（注１）本メッセージがケースＢの「呼設定」(SETUP) メッセージの応答の最初のメッセージの場合は、

必須である。

（注２）本メッセージが、「呼設定」(SETUP) メッセージの最初の応答の場合は、必須である。

（注３）私設網内のインターワーキングの場合は、本メッセージに含まれる。

（注４）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注５）最小の長さは２オクテットである。また最大長は８２オクテットである。

（注６）応答ユーザが、エンド・エンド中継遅延情報要素を含んだ「呼設定」(SETUP) メッセージを受信

した場合、ユーザから網方向に含まれる。応答ユーザが「応答」(CONN)メッセージ内に含んだ

場合、網からユーザ方向に含まれる。

（注７）応答ユーザが、パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素を含んだ「呼設定」(SETUP) メッセ

ージを受信した場合、ユーザから網方向に含まれる。応答ユーザが「応答」(CONN)メッセージ

内に含んだ場合、網からユーザ方向に含まれる。

（注８）応答ユーザが、リンクレイヤコアパラメータ情報要素を含んだ「呼設定」(SETUP) メッセージを

受信した場合、ユーザから網方向に含まれる。応答ユーザが、「応答」(CONN)メッセージ内に

含んだ場合、網からユーザ方向に含まれる。

（注９）フレームリレーの場合、応答ユーザがリンクレイヤプロトコルパラメータを発信ユーザに返した

い場合は含まれる。網内は透過的に転送される。

フレームスイッチの場合、網が合意したリンクレイヤプロトコルパラメータを発信ユーザに示し

たい場合、網からユーザの方向に含まれる。応答ユーザが合意したリンクレイヤプロトコルパラ

メータ値を網に示したい場合、ユーザから網方向に含まれる。この場合、これらのパラメータの
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定義区間はローカルである。

（注10）ＯＳＩネットワークサービスの要求条件に従って、接続されたユーザを発信ユーザに示すためユ

ーザによりオプションとして含まれる。

（注11）応答ユーザが、Ｘ．２１３プライオリティ情報要素を含んだ「呼設定」(SETUP) メッセージを受

信した場合、ユーザから網方向に含まれる。応答ユーザが「応答」(CONN)メッセージ内に含ん

だ場合、網からユーザ方向に含まれる。

（注12）応答ユーザが低位レイヤ整合性情報を発信ユーザに返したい場合に、ユーザから網方向に含まれ

る。ユーザが、「応答」(CONN)メッセージ内に低位レイヤ整合性情報要素を含んだ呼を提供し

た場合、網からユーザ方向に含まれる。オプションとして発信ユーザとの低位レイヤ整合性交渉

のために含まれる（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｍ参照）

（注13）応答ユーザがユーザ情報を発信ユーザに返したい場合に、ユーザから網方向に含まれる。ユーザ

が、「応答」(CONN)メッセージ内にユーザ・ユーザ情報要素を含んだ呼を提供した場合、網か

らユーザ方向に含まれる。

（注14）最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。

3.1.4　「応答確認」　(CONNect ACKnowledge)

　本メッセージは、ユーザに呼が与えられたことを示すために網から着信ユーザに送られる。また対称な

呼制御手順を可能とするために発信ユーザから網に送信され得る。

「応答確認」(CONN ACK)メッセージ内容

メッセージ種別：応答確認

定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）

（注１）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注２）最小の長さは２オクテットである。また、最大長は８２オクテットである。

3.1.5　「切断」　(DISConnect)

　本メッセージは、フレームモードコネクションを切断復旧することを網に要求するために、ユーザによ

り、もしくはフレームモードコネクションが切断復旧されたことを表示するために網により送られる。
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「切断」(DISC)メッセージ内容

　メッセージ種別：切断

定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

理由表示   4.5.11   両方向 Ｍ   ４－32

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）

接続先番号   4.5.13   両方向 Ｏ（注３）   ２－＊

接続先サブアドレス   4.5.14   両方向 Ｏ（注３）   ２－23

ユーザ・ユーザ   4.5.28   両方向 Ｏ（注４）   （注５）

（注１）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注２）最小の長さは２オクテットである。また、最大長は８２オクテットである。

（注３）ＯＳＩネットワークサービスの要求に従い、発ユーザに対して接続先ユーザを表示するため、ユ

ーザによってオプションとして付与される。

（注４）ユーザが呼の切断復旧を開始し、呼切断復旧時にリモートユーザにユーザ情報を転送したい場合、

本メッセージに含まれる。

（注５）最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。

3.1.6　「経過表示」　(PROGress)

　本メッセージは、インタワーキングの場合に、呼の経過を表示するためにユーザまたは網より転送され

る。

「経過表示」(PROG)メッセージ内容

　メッセージ種別：経過表示

　定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

理由表示   4.5.11   両方向 Ｏ（注１）   ２－32

経過識別子   4.5.24   両方向 Ｍ   ４

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注２）   （注３）

（注１）ユーザまたは網がインタワーキングに関連する付加的な情報を提供する場合に含まれる。

（注２）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注３）最小の長さは２オクテットである。また、最大長は８２オクテットである。
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3.1.7　「解放」　(RELease)

　本メッセージは、本メッセージを送信している装置がフレームモードコネクションを切断したことを示

し、（もしあれば）データリンクコネクション識別子と呼番号を解放するために、ユーザまたは網から送

られる。受信側装置では、「解放完了」（REL COMP) メッセージ送出後、データリンクコネクション識

別子を解放し、呼番号の解放の準備をする。

　ケースＢでは、ベアラチャネルは最後のフレームモードコネクションを解放する時、解放される。

「解放」(REL) メッセージ内容

　メッセージ種別：解放

定義区間　　　：ローカル（注１）

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

理由表示   4.5.11   両方向 Ｏ（注２）   ２－32

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）

接続先番号   4.5.13   両方向 Ｏ（注５）   ２－＊

接続先サブアドレス   4.5.14   両方向 Ｏ（注５）   ２－23

ユーザ・ユーザ   4.5.28   両方向 Ｏ（注６）   （注７）

（注１）本メッセージはローカルに定義されるが、最初の呼切断復旧メッセージとして使用された場合、

グローバルに定義された情報を転送することができる。

（注２）エラー処理条件の結果として「解放」（REL)メッセージが転送される場合等、最初の呼切断復旧

メッセージの場合必須である。

（注３）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注４）最小の長さは２オクテットである。また、最大長は８２オクテットである。

（注５）発信ユーザへ応答ユーザを表示するためＯＳＩネットワークサービス要求に従い「解放」(REL)

メッセージが最初の呼切断復旧メッセージのときオプションとして含まれる。

（注６）「解放」(REL) メッセージが最初の呼切断復旧メッセージで、ユーザが呼の切断復旧を起動し、

呼の切断復旧時にリモートユーザへ情報の転送を希望する場合に含まれる。

（注７）最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。

3.1.8　「解放完了」  (RELease COMPlete)

　本メッセージは、本メッセージを送信している装置が呼番号と（もし使用していたならば）チャネルを

解放したことを示すために、ユーザまたは網から送信される。解放されたチャネルは再び利用可能となる。

受信側装置では、呼番号を解放する。
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「解放完了」(REL COMP)メッセージ内容

メッセージ種別：解放完了

定義区間　　　：ローカル（注１）

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

理由表示   4.5.11   両方向 Ｏ（注２）   ２－32

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注３）   （注４）

接続先番号   4.5.13   両方向 Ｏ（注５）   ２－＊

接続先サブアドレス   4.5.14   両方向 Ｏ（注５）   ２－23

ユーザ・ユーザ   4.5.28   両方向 Ｏ（注６）   （注７）

（注１）本メッセージはローカルに定義されるが、最初の呼切断復旧メッセージとして使用された場合、

グローバルに定義された情報を転送することができる。

（注２）エラー処理条件の結果として「解放完了」（REL COMP) メッセージが転送される場合等、最初

の呼切断復旧メッセージの場合必須である。

（注３）網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注４）情報長の最小値は２オクテット、最大値は８２オクテットである。

（注５）発信ユーザへ応答ユーザを表示するためＯＳＩのネットワークサービス要求に従い「解放完了」

(REL COMP）メッセージが最初の呼切断復旧メッセージのときオプションとして含まれる。

（注６）「解放完了」（REL COMP) メッセージが最初の呼切断復旧メッセージで、ユーザが呼の解放を

起動し、呼の解放時にリモートユーザへ情報の転送を希望する場合に含まれる。

（注７）最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.1.9　「呼設定」　(SETUP)

　本メッセージは、発信ユーザから網へそして網から着信側ユーザへ、フレームモード呼の設定を起動す

るために転送される。

「呼設定」(SETUP) メッセージ内容

　メッセージ種別：呼設定

　定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2 両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3 両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4 両方向 Ｍ   １

伝達能力   4.5.5 両方向 Ｍ   ４－５

チャネル識別子   4.5.12 両方向 Ｏ（注１）   ２－＊

ﾃﾞｰﾀﾘﾝｸｺﾈｸｼｮﾝ識別子   4.5.15 両方向 Ｏ（注２）   ２－６

経過識別子   4.5.24 両方向 Ｏ（注３）   ２－４

網特有ファシリティ   4.5.22 両方向 Ｏ（注４）   ２－＊

表示   4.5.16 ｎ→ｕ Ｏ（注５）   （注６）

エンド・エンド中継遅延   4.5.17 両方向 Ｏ（注７）   ２－11

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾊﾞｲﾅﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ   4.5.23 両方向 Ｏ（注８）   ２－３

リンクレイヤコアパラメータ   4.5.19 両方向 Ｏ（注９）   ２－27

ﾘﾝｸﾚｲﾔﾌﾟﾛﾄｺﾙﾊﾟﾗﾒｰﾀ   4.5.20 両方向 Ｏ（注 10）   ２－９

Ｘ．２１３プライオリティ   4.5.29 両方向 Ｏ（注 11）   ２－８

発番号   4.5.9 両方向 Ｏ（注 12）   ２－＊

発サブアドレス   4.5.10 両方向 Ｏ（注 13）   ２－23

着番号   4.5.7 両方向 Ｏ（注 14）   ２－＊

着サブアドレス   4.5.8 両方向 Ｏ（注 15）   ２－23

中継網選択   4.5.27 ｕ→ｎ Ｏ（注 16）   ２－＊

繰り返し識別子   4.5.25 両方向 Ｏ（注 17）   １

低位レイヤ整合性   4.5.21 両方向 Ｏ（注 18）   ２－16

高位レイヤ整合性   4.5.18 両方向 Ｏ（注 19）   ２－４

ユーザ・ユーザ   4.5.28 両方向 Ｏ（注 20）   （注 21）

（注１） 網からユーザ方向には必須。ユーザから網へは、ユーザがチャネル表示を希望する場合に含ま

れる。含まれない場合が「任意チャネルの受付可能」と見なされる。ケースＡではチャネル交

渉は許されない。

（注２） 網からユーザ方向は必須。ユーザから網へはユーザがフレームモード呼に使用するＤＬＣＩ値

を希望する場合、含めてもよい。

（注３） 私設網におけるインタワーキングの事象の場合に含まれる。

（注４） 発信ユーザまたは網が、網特有ファシリティ情報（標準ＪＴ－Ｑ９３１　付属資料Ｅ参照）を

表示するために含まれる。

（注５） 網が、ユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。
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（注６） 情報長の最小値は２オクテット、最大値は８２オクテットである。

（注７） 発信ユーザがこのサービス品質パラメータのデフォルト値を受け入れる場合、ユーザから網へ

の方向において省略してもよい。網からユーザへの方向においては、累積するエンド・エンド

中継遅延を着信ユーザに表示するために常に含まれる。

（注８） 発信ユーザがＯＳＩネットワークサービスの提供をうけるとき、ユーザから網の方向に含まれ

る。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージにパケットレイヤバイナリパラメータを含め

た場合に、網からユーザ方向に含まれる。

（注９） ユーザから網への方向においては、発信ユーザがリンクレイヤコアパラメータの提案値を網に

表示したい場合に本メッセージに含まれる。網からユーザの方向においては、着信ユーザにリ

ンクレイヤコアパラメータの提案値を表示するために常に含まれる。もしリンクレイヤコアパ

ラメータ情報要素がユーザから網の方向で存在しない場合、デフォルト値が仮定され、網は発

信ユーザのデフォルト値に基づいて着信ユーザとリンクレイヤコアパラメータの交渉を行なう。

（注 10） フレームリレーの場合、発信ユーザがリンクレイヤプロトコルパラメータを着信ユーザへ表示

したい場合に含まれる。網によってトランスペアレントに運ばれる。フレームスイッチの場合、

発信ユーザがリンクレイヤプロトコルパラメータの提案値を網に表示したい場合に、ユーザか

ら網方向に含まれる。網がリンクレイヤプロトコルパラメータ値の提案値を着信ユーザに表示

したい場合に、網からユーザ方向に含まれる。この場合、これらのパラメータはローカルに定

義される。

（注 11） ユーザから網への方向においては、発信ユーザがＯＳＩネットワークサービス要求を提供した

い場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向においては、発信ユーザがＸ．２１３

プライオリティ情報要素を「呼設定」(SETUP) メッセージに含んだ場合に、本メッセージに含

まれる。

（注 12） 発信ユーザによって、または網によってユーザを識別するために含めてもよい。

（注 13） 発信ユーザが発サブアドレスを通知したい場合、ユーザから網方向に含まれる。発信ユーザが

「呼設定」(SETUP) メッセージに発サブアドレス情報要素を含めた場合に、網からユーザ方向

に含まれる。

（注 14） 着番号情報を網へ転送するため、着番号情報要素がユーザによって含まれる。着番号情報をユ

ーザへ転送する場合、着番号情報要素が網によって含まれる。

（注 15） 発信ユーザが、着サブアドレスを通知したい場合、ユーザから網方向に含まれる。発信ユーザ

が「呼設定」(SETUP) メッセージに着サブアドレス情報要素を含めた場合に網からユーザ方向

に含まれる。

（注 16） 発信ユーザが特別な中継網（標準ＪＴ－Ｑ９３１　付属資料Ｃ参照）を選択する場合、含まれ

る。

（注 17） 繰り返し識別子情報要素は、低位レイヤ整合性交渉手順が使われる場合、最初の低位レイヤ整

合性情報要素の直前に含まれる。（標準ＪＴ－Ｑ９３１　付属資料Ｊ参照）

（注 18） 発信ユーザが低位レイヤ整合性情報を着信ユーザへ送りたい場合、ユーザから網方向に含まれ

る。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージに低位レイヤ整合性情報要素を含めた場合に、

網からユーザ方向に含まれる。

（注 19） 発信ユーザが高位レイヤ整合性情報を着信ユーザへ送りたい場合、ユーザから網方向に含まれ

る。発信ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージ高位レイヤ整合性情報要素を含めた場合に、

網からユーザ方向に含まれる。

（注 20） 発信ユーザが、ユーザ情報を着信ユーザへ送りたい場合、ユーザから網方向に含まれる。発信

ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージにユーザ・ユーザ情報要素を含めた場合に、網からユ

ーザ方向に含まれる。

（注 21） 最小の長さは２オクテットである。また標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。
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3.1.10  「状態表示」　(STATUS)

本メッセージは、「状態問合」 (STATUS ENQ) メッセージに対する応答として、または呼の生起期間

中の任意の時点で標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.8 に示されるエラー状態を通知するためにユーザまたは網か

ら送信される。

（ＰＶＣのための付加手順に関する「状態表示」（STATUS）メッセージは、付属資料Ａを参照）

「状態表示」(STATUS)メッセージ内容

　メッセージ種別：状態表示

　定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

理由表示   4.5.11   両方向 Ｍ   ４－32

呼状態   4.5.6   両方向 Ｍ   ３

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）

（注１）網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注２）情報長の最小値は２オクテット、最大値は８２オクテットである。

3.1.11  「状態問合」  (STATUS ENQuiry)

　本メッセージは、同位のレイヤ３エンティティに「状態表示」(STATUS)メッセージを要求する場合、

任意の時点で、ユーザまたは網から送信される。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応答と

して「状態表示」(STATUS)メッセージの送信は必須である。

  （ＰＶＣのための付加手順に関する「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージは、付属資料Ａを参照）

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ内容

　メッセージ種別：状態問合

　定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　　報　　要　　素 参　　照 方　　向 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向 Ｍ   １

呼番号   4.3   両方向 Ｍ   ２－＊

メッセージ種別   4.4   両方向 Ｍ   １

表示   4.5.16   ｎ→ｕ Ｏ（注１）   （注２）

（注１）網がユーザに表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。

（注２）情報長の最小値は２オクテット、最大値は８２オクテットである。
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3.2　グローバル呼番号を用いたメッセージ

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 3.4 を参照。

４．一般的なメッセージフォーマットと情報要素コーディング

　本節の図と文章は、メッセージの内容について記述している。各オクテットでは「ビット１」が最初に

送出され、以下ビット２、３、４等と続く。同様に、各図の先頭オクテットが最初に送出される。

4.1　概　要

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.1 参照

4.2　プロトコル識別子

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.2 参照

4.3　呼番号

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.3 参照

4.4　メッセージ種別

　メッセージ種別は、送出されるメッセージの機能を識別するために用いる。

　メッセージ種別は、各メッセージの３番目にある。ビット８は、拡張ビットとして将来の使用のために

予約されている。

　　　　　　　　　８　７　６　５　４　３　２　１　　　　　オクテット

              　　　　　　　　　　　　                     １

図４－１／ＪＴ－Ｑ９３３　メッセージ種別

　　　　　　　　　　　　　　     (ITU-T Q.933)

 ０      メッセージ種別
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表４－１／ＪＴ－Ｑ９３３　メッセージ種別

　　　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

  ビｯﾄ 8765 4321

       0000 0000    国内規定メッセージ種別へのエスケープ；（注）

       000- ----    呼設定用メッセージ：

          0 0001    呼出[ALERTing ]

          0 0010    呼設定受付[CALL PROCeeding]

          0 0111    応答[CONNect]

          0 1111    応答確認[CONNect ACKnowledge]

          0 0011    経過表示[PROGress ]

          0 0101    呼設定[SETUP]

       010- ----    呼切断用メッセージ：

          0 0101    切断[DISConnect ]

          0 1101    解放[RELease]

          1 1010    解放完了[RELease COMPlete ]

       011- ----    その他のメッセージ：

          0 0000    分割[SEGMENT]

          1 1101    状態表示[STATUS ]

          1 0101    状態問合[STATUS ENQuiry ]

（注）それが用いられた場合、メッセージ種別は国内規定に基づき、後に続くオクテットで定義される。

拡張メカニズム（メッセージ種別のビット８）は、メッセージのエスケープメカニズムとは独立で

ある。

4.5　他の情報要素

4.5.1　コーディング規定

情報要素識別子のコーディング表を除き、標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.1 参照。

表４－２／ＪＴ－Ｑ９３３　情報要素識別子のコーディング

                           (ITU-T Q.933)

　ﾋﾞｯﾄ 8765 4321  参照　最大長(注 1)

　　　 1::: ---- 単一固定長情報要素 　　　（ｵｸﾃｯﾄ)

　　　 000 ---- 予約済

　　　 001 ---- シフト指定〔Shift 〕（注２） 4.5.3 1

　　　 101 ---- 繰り返し識別子〔Repeat indicator〕 4.5.25 1

　　　 0::: :::: 可変長情報要素

　　　　000 0000 分割メッセージ〔Segmented message 〕 4.5.26

　　　　000 0100 伝達能力〔Bearer capability 〕 4.5.5 5

　　　　000 1000 理由表示〔Cause 〕（注２） 4.5.11 32

　　　　001 0100 呼状態〔Call state〕 4.5.6 3

　　　　001 1000 チャネル識別子〔Channel identification〕 4.5.12 (注４）
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　　　　001 1001 データリンクコネクション識別子 4.5.15 6

〔Data link Connection identifier 〕(注７)

　　　　001 1110 経過識別子〔Progress indicator〕（注２） 4.5.24 4

　　　　010 0000 網特有ファシリティ 4.5.22 (注４）

〔Network specific facilities 〕（注２）

　　　　010 1000 表示〔Display 〕 4.5.16 82

　　　　100 0010 エンド・エンド中継遅延 4.5.17 11

〔End-to-end transit delay〕

　　　　100 0100 パケットレイヤバイナリパラメータ 4.5.23 3

〔Packet layer binary parameters〕（注７）

　　　　100 1000 リンクレイヤコアパラメータ 4.5.19 27

〔Link layer core parameters〕 (注７)

　　　　100 1001 リンクレイヤプロトコルパラメータ 4.5.20    9

〔Link layer protocol parameters〕 (注７)

　　　　100 1100 接続先番号〔Connected number〕 4.5.13 (注４）

　　　　100 1101 接続先サブアドレス〔Connected subaddress〕 4.5.14 23

　　　　101 0000 X.213 プライオリティ〔X.213 priority〕(注７) 4.5.29 8

　　　　101 0001 レポート種別〔Report type 〕（注７） A.3.1 3

　　　　101 0011 リンク完全性確認 A.3.2 4

〔Link integrity verification 〕（注７）

　　　　101 0111 ＰＶＣ状態〔PVC status〕（注２）（注７） A.3.3     5-＊

　　　　110 1100 発番号〔Calling party number〕 4.5.9 (注４）

　　　　110 1101 発サブアドレス〔Calling party subaddress〕 4.5.10 23

　　　　111 0000 着番号〔Called party number 〕 4.5.7 (注４）

　　　　111 0001 着サブアドレス〔Called party subaddress 〕 4.5.8 23

　　　　111 1000 中継網選択 4.5.27 (注４）

〔Transit network selection 〕（注２）

　　　　111 1100 低位レイヤ整合性 4.5.21 14

〔Low layer compatibility 〕（注６）

　　　　111 1101 高位レイヤ整合性〔High layer compatibility〕 4.5.18 4

　　　　111 1110 ユーザ・ユーザ〔User-user 〕 4.5.28 131

　　　　111 1111 拡張のためのエスケープ（注３）

　　　　上記以外 予約済（注５）

（注１）可変長情報要素の最大長制限は、現在のＴＴＣ標準のコーディング値のみを考慮している。

（注２）本情報要素は繰り返されうる。

（注３）エスケープメカニズムは、コード群５、６、７に制限される（節 4.5.2 参照）。

　　　　拡張のためのエスケープを使用すると、情報要素識別子はオクテットグループ３に含まれ、情報

要素の内容は連続したオクテットに従う。

（注４）最大長は、網に依存している。

（注５）予約済の値の内、ビット５から８が“0000”にコーディングされたものは、受信側によって理解

する必要がある（標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.8.7.1 参照）。

（注６）本情報要素は、繰り返し識別子により繰り返されうる。
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（注７）本標準で定義される情報要素であり、標準ＪＴ－Ｑ９３１にはない。

4.5.2　コード群の拡張

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.5.2 参照

4.5.3　固定シフト手順

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.5.3 参照

4.5.4　一時シフト手順

　標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.5.4 参照

4.5.5　伝達能力 [Bearer capability]

　伝達能力情報要素の目的は、標準ＪＴ－Ｉ２３３で定義される網が提供する伝達サービス要求を表示す

ることである。本情報要素は、網によって使用される可能性のある情報のみを含む（標準ＪＴ－Ｑ９３１

付属資料Ｌ参照) 。通信可能性確認に関連している伝達能力情報要素の使用法は、標準ＪＴ－Ｑ９３１

付属資料Ｂに記述されている。

　本情報要素省略時には、伝達能力のデフォルト値は想定されない。本情報要素の最大長は、５オクテッ

トである。

８ 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

伝      達      能      力

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情  報  要  素  識  別  子

伝  達  能  力  内  容  長 ２

１

拡張

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 情　報  転  送  能  力 ３

１ 転送ﾓｰﾄﾞ ０ ０ ０ ０ ０ ４

拡張 予  約  済 （注１）

１

拡張

1

ﾚｲﾔ 2

0

識別

ユーザ情報レイヤ２プロトコル ６

（注２）

（注１）オクテット５は省略される。通信形態はポイント・ポイント、呼設定法は交換型とみなす。

（注２） オクテット６は、フレームリレーベアラサービスとフレームスイッチベアラサービスの選択のた

めに使用する。

図４－２／ＪＴ－Ｑ９３３　伝達能力情報要素

                                (ITU-T Q.933)
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表４－３／ＪＴ－Ｑ９３３　伝達能力情報要素

                                (ITU-T Q.933)

コーディング標準（オクテット３）

    ビット

        ７６

        ００  ＩＴＵ－Ｔ勧告およびＴＴＣ標準、この場合下記のようにコーディングする

        上記以外    予約済

情報転送能力（オクテット３）

    ビット

        ５４３２１

        ０１０００  非制限ディジタル情報

        上記以外    予約済

転送モード（オクテット４）

    ビット

        ７６

        ０１  フレームモード

        上記以外    予約済

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６）

    ビット

        ５４３２１

        ０１１１０  標準ＪＴ－Ｑ９２２（フレームスイッチ）

        ０１１１１  フレームモードのコア仕様（標準 JT-Q922 付属資料Ａ）

                    （フレームリレー）

        上記以外    予約済

4.5.6　呼状態 [Call state]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.7 参照。関連する呼状態は節 2.1 に記述されている。

　標準ＪＴ－Ｑ９３２、節 8.2.1 参照。

4.5.7　着番号 [Called party number]

　次の条件で標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.8 参照。番号計画識別（オクテット３）が“不定”の場合

は、番号種別（オクテット３）は“不定”のみ許容される。番号計画識別が“不定”の場合、番号

種別は“不定”以外は許容されない。番号種別が“不定”の場合、番号計画識別は“不定”以外は

許容されない。

4.5.8　着サブアドレス [Called party subaddress]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.9 参照。
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4.5.9　発番号 [Calling party number]

　次の条件で標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.10 参照。番号計画識別（オクテット３）が“不定”の場

合は、番号種別（オクテット３）は“不定”のみ許容される。番号計画識別が“不定”の場合、番

号種別は“不定”以外は許容されない。番号種別が“不定”の場合、番号計画識別は“不定”以外

は許容されない。

4.5.10　発サブアドレス [Calling party subaddress]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.11 参照。

4.5.11　理由表示 [Cause]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.12 参照。

4.5.12　チャネル識別子 [Channel identification]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.13 参照。

4.5.13　接続先番号 [Connected number]

　標準ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅴ］、節 4.1 参照。

4.5.14　接続先サブアドレス [Connected subaddress]

　標準ＪＴ－Ｑ９５１［Ⅴ］、節 4.2 参照。

4.5.15　データリンクコネクション識別子 [Data link connection identifier]

　データリンクコネクション識別子情報要素の目的は二つである。すなわち、データリンクコネクション

識別子選択オプションを指定すること（変更可、変更不可の指定）と、データリンクコネクション識別子

の要求あるいは割り当てを指示することである。本情報要素は、「呼設定」(SETUP) メッセージとそれに

応答する最初のメッセージに含まれる。

　本情報要素の最大長は６オクテットである。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

データリンクコネクション識別子

０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １

情  報  要  素  識  別  子

データリンクコネクション識別子内容長 ２

０

拡張

変更不

可表示

データリンクコネクション識別子

（上位６ビット）

０／１ データリンクコネクション識別子 ０ ０ ０

３

（注１）

（注２）

拡張 （２番目の上位４ビット） 予備（注３） ３ａ

１

拡張

データリンクコネクション識別子

（３番目の上位６ビット）

０

(予約

済)

３ｂ＊

（注４）

０

拡張

データリンクコネクション識別子

（３番目の上位７ビット）

３ｂ＊

（注５）

１

拡張

データリンクコネクション識別子

（４番目の上位６ビット）

０

(予約済)

３ｃ＊

（注５）

（注１）ＤＬＣＩの標準デフォルト長は２オクテットである。オプションとして３あるいは４オクテット

のＤＬＣＩを使用する網もありうる。この場合ＤＬＣＩ長は加入時に設定される。

（注２）オクテット３の第６ビットはデータリンクコネクション識別子の最上位ビット（ＭＳＢ）である。

（注３）これらのビットはフレームリレーベアラサービスのデータ転送フェーズにおける輻輳制御に使用

される。（標準ＪＴ－Ｑ９２２　付属資料Ａ参照）

（注４）加入契約で３オクテット（１６ビット）のＤＬＣＩを許すときのみ、このオクテットが含まれる

べきである。

（注５）加入契約で４オクテット（２３ビット）のＤＬＣＩを許すときのみ、これらのオクテットが含ま

れるべきである。

図４－３／ＪＴ－Ｑ９３３　データリンクコネクション識別情報要素

　　　　　　　　　     (ITU-T Q.933)

表４－４／ＪＴ－Ｑ９３３　データリンクコネクション識別子

　　　　　　　　         (ITU-T Q.933)

変更不可表示（オクテット３）

  ビット

    ７

    ０    表示された論理リンク識別子を変更してもよいことを示す。

    １    変更不可：表示された論理リンク識別子は、変更できないことを示す。

データリンクコネクション識別子(オクテット３，３ａ，オプションとして３ｂ，３ｃ)

データリンクコネクション識別子は２進数でコーディングされる。
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4.5.16　表示 [Display]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.16 参照。

4.5.17　エンド・エンド中継遅延 [End-to-end transit delay]

　エンド・エンド中継遅延情報要素の目的は、フレームモード呼での呼毎に適用される公称での最大許容

中継遅延を要求し、表示することである。

　中継遅延は、発ユーザと着ユーザ間のユーザプレーンでのフレームモードのデータ転送フェーズにおけ

るエンド・エンドの一方向中継遅延を指す。これにはエンドユーザシステムにおける全処理時間（例、処

理時間プラス付随する中継遅延）が含まれる。エンド・エンド中継遅延には、累積遅延、要求遅延、最大

遅延の３種類の値がある。

　累積遅延とは、要求された最大フレームサイズのフレームの９５％がその範囲内におさまる遅延時間を

いう。すなわちフレームモード呼の９５％のフレームが、本遅延あるいはそれ以下の遅延でフレームモー

ドユーザプレーンを伝搬される。累積中継遅延は最大フレームサイズを使用して計算される。網から着ユ

ーザに送信される「呼設定」(SETUP) メッセージ中の累積中継遅延の値は、発ユーザから網に送られる

「呼設定」(SETUP) メッセージ中の値よりも、フレームモード呼のデータ転送フェーズで網内を送られる

フレームが遅延する分だけ大きくなるべきである。要求遅延と最大遅延は、エンドユーザが指定した遅延

値を満足する呼が設定可能かどうかを判断するために使用される。

「応答」(CONN)メッセージは、最終的なエンド・エンド累積中継遅延値を含む。合意された最大フレ

ームサイズが発ユーザから要求されたフレームサイズより小さければ、実際の遅延は計算値よりも小さく

なる（例、ある部分の遅延は、さらに大きな最大フレームサイズから計算される。）

（注）フレームモード網と他の網が相互接続する形態のうちある場合には、本情報要素はＯＳＩネットワ

ークサービスユーザ間でのエンド・エンド中継遅延を同時に転送するための十分な情報や、データ

リンクレイヤのパラメータを効果的に設定するための十分な情報を転送することができないことが

ある。付加的なフォーマットが全ての場合をサポートするために必要かもしれない。

　本情報要素の最大長は１１オクテットである。

　コーディングについては標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.6.2 参照。

4.5.18　高位レイヤ整合性 [High layer compatibility]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１、節 4.5.17 参照。

4.5.19　リンクレイヤコアパラメータ [Link layer core parameters]

　リンクレイヤコアパラメータ情報要素の目的は、フレームモード呼での使用に必要なコアサービス品質

パラメータ要求値を表示することである。

　本情報要素の最大長は２７オクテットである。
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　　　　　　　　　  ８　　　７　　　６　　　５　　　４　　　３　　　２　　　１　　オクテット

０

リンクレイヤコアパラメータ

１　　　０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　０

情報要素識別子

リンクレイヤコアパラメータ内容長

０

拡張

最大フレームモード情報フィールド（ＦＭＩＦ）サイズ

０　　　０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　１

０

拡張
発呼最大ＦＭＩＦサイズ

０／１

拡張
発呼最大ＦＭＩＦサイズ（続き）

０

拡張
着呼最大ＦＭＩＦサイズ

１

拡張
着呼最大ＦＭＩＦサイズ（続き）

０

拡張

スループット

０　　　０　　　０　　　１　　　０　　　１　　　０

０

拡張
発呼指数 発呼仮数

０／１

拡張
発呼仮数（続き）

０

拡張
着呼指数 着呼仮数

１

拡張
着呼仮数（続き）

０

拡張

最小許容スループット

０　　　０　　　０　　　１　　　０　　　１　　　１

０

拡張
発呼指数 発呼仮数

０／１

拡張
発呼仮数（続き）

０

拡張
着呼指数 着呼仮数

１

拡張
着呼仮数（続き）

　　

１

（注１）

２

３*

３ａ*

３ｂ*

３ｃ*

３ｄ*

４*
（注２）

４ａ*

４ｂ*

４ｃ*

４ｄ*

５*
(注３，４)

５ａ*
（注４）

５ｂ*
（注４）

５ｃ*
（注４）

５ｄ*
（注４）
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０

拡張

認定バーストサイズ

０　　　０　　　０　　　１　　　１　　　０　　　１

０

拡張
発呼認定バーストサイズ値

０／１

拡張
発呼認定バーストサイズ値（続き）

０

拡張
着呼認定バーストサイズ値

１

拡張
着呼認定バーストサイズ値（続き）

０

拡張

超過バーストサイズ

０　　　０　　　０　　　１　　　１　　　１　　　０

０

拡張
発呼超過バーストサイズ値

０／１

拡張
発呼超過バーストサイズ値（続き）

０

拡張
着呼超過バーストサイズ値

１

拡張
着呼超過バーストサイズ値（続き）

０

拡張

認定バーストサイズ指数

０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　０　　　０

１

拡張
予備 着呼Ｂｃ指数 発呼Ｂｃ指数

０

拡張

超過バーストサイズ指数

０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　０　　　１

１

拡張
予備 着呼Ｂｅ指数 発呼Ｂｅ指数

（注１）全てのパラメータはオプションであり、位置に依存しない。もし、あるパラメータが含まれてい

ない場合には網のデフォルト値が使用される。用語「発呼」は発ユーザから着ユーザへの方向で

定義される。用語「着呼」は着ユーザから発ユーザへの方向で定義される。

（注２）オクテット４が存在するとき、オクテット４ａ、４ｂも存在しなければならない。さらにオクテ

ット４ｃ、４ｄが含まれるかもしれない。

（注３）オクテット５が存在するとき、オクテット５ａ、５ｂも存在しなければならない。さらにオクテ

ット５ｃ、５ｄが含まれるかもしれない。

（注４）「呼設定」(SETUP) メッセージ中でのみ使用される。

（注５）オクテット６が存在するとき、オクテット６ａ、６ｂも存在しなければならない。さらにオクテ

ット６ｃ、６ｄが含まれるかもしれない。

（注６）オクテット７が存在するとき、オクテット７ａ、７ｂも存在しなければならない。さらにオクテ

ット７ｃ、７ｄが含まれるかもしれない。

６*

（注５）

６ａ*

６ｂ*

６ｃ*

６ｄ*

７*

（注６）

７ａ*

７ｂ*

７ｃ*

７ｄ*

８*

（注８）

８ａ*

９*

（注９）

９ａ*
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（注７）「スループット」と「測定間隔（Ｔ）」（表４－５／ＪＴ－Ｑ９３３）は標準ＪＴ－Ｉ３７０で

はそれぞれ「認定情報速度（ＣＩＲ）」と「認定速度測定時間（Ｔｃ）」として定義される。

（注８）オクテットグループ８は、値がオクテットグループ６でコーディングできないとき、認定バース

トサイズ指数を示すために使用される。着呼認定バーストサイズフィールドが（オクテットグル

ープ６に）含まれないとき、着呼指数は意味を持たない。

（注９）オクテットグループ９は、値がオクテット７でコーディングできないとき、超過バーストサイズ

指数を示すために使用される。着呼超過バーストサイズフィールドが（オクテットグループ７

に）含まれないとき、着呼指数は意味を持たない。

図４－４／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)
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表４－５ａ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

最大フレームモード情報フィールド（ＦＭＩＦ）（オクテット３，３a,３b,３c,３d ）

  フレームモード情報フィールドのサイズは、フレームモードフレームのアドレスフィールドの後から

ＦＣＳフィールドの前までのユーザデータのオクテット数である。数値の計算は、０ビット挿入以前あ

るいは０ビット除去以後に行われる。フレームモード情報フィールドが対称な場合には、オクテット３

ａ，３ｂが双方向のサイズを表しオクテット３ｃ，３ｄは省略される。フレームモード情報フィールド

の最大値は、システムパラメータであり、Ｎ２０３として定義される。

発呼最大ＦＭＩＦサイズ（オクテット３ａ，３ｂ）

  発呼最大ＦＭＩＦサイズは、発ユーザから着ユーザ方向へのフレームのエンドユーザデータオクテッ

トの最大長を示すために使用される。サイズの単位はオクテット、２進数でコーディングされる。

着呼最大ＦＭＩＦサイズ（オクテット３ｃ，３ｄ）

  着呼最大ＦＭＩＦサイズは、着ユーザから発ユーザ方向へのフレームのエンドユーザデータオクテッ

トの最大長を示すために使用される。サイズの単位はオクテット、２進数でコーディングされる。

（注）Ｄチャネル上で許容される最大フレームモード情報フィールドサイズは２６２オクテットであ

る。Ｂチャネル、Ｈチャネルではさらに大きなＦＭＩＦサイズ（例、４０９６オクテット以下）

が許容可能である。フレームモード情報フィールドサイズのデフォルト値は、標準ＪＴ－Ｑ９２

２で定義される。網が転送可能な範囲の最大ＦＭＩＦサイズ以下の最大ＦＭＩＦサイズをユーザ

は交渉してもよい。交渉された最大ＦＭＩＦサイズ値を網がユーザに強要しない。
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表４－５ｂ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

スループット（オクテット４，４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ）

  スループットフィールドの目的はその呼で使用されるスループットを交渉することである。スループ

ットとは、ユーザ・網インタフェースにおいて単一方向に転送される「フレームモード情報」フィール

ドのビット数を間隔「Ｔ」の間測定したときの平均値であり、ビット／秒で表わされる。

  「呼設定」(SETUP) メッセージ中に本フィールドが存在する場合には要求されたスループットを示

す。その値は、ユーザが要求したスループット及び網が許容可能なスループット以下でありかつ最小許

容スループット以上である。「応答」(CONN)メッセージ中に存在する場合は、合意されたスループッ

トを示す。その値は、発ユーザ、着ユーザ、網にとって許容可能なスループットである。

  もし、スループットが非対称な（すなわち、発側と着側の値が異なる）場合には、オクテット４ａ，

４ｂは（発ユーザから）発呼方向のスループットを示し、オクテット４ｃ，４ｄは（発ユーザへの）着

呼方向のスループットを示す。また、スループットが対称な場合には、オクテット４ａ，４ｂは両方向

のスループットを示しオクテット４ｃ，４ｄは省略される。

スループットは指数の次数（１０のべき乗）と整数の仮数で表される。たとえば、速度１９２kbit/s

は１９２×１０３と表される。
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表４－５ｃ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

指数（オクテット４ａ，４ｃ）

  本フィールドはスループットの指数を示し、１０のべき乗で表される。

    ビット

    ７６５

    ０００    １０
０

    ００１    １０
１

    ０１０    １０
２

    ０１１    １０
３

    １００    １０
４

    １０１    １０
５

    １１０    １０
６

    上記以外  予約済

（注）種々のインプリメンテーションで特定の速度のコード化を統一するために、指数と仮数のコーデ

ィングは仮数が最小となるようにしなければならない。即ち、仮数は１０で割り切れてはならな

い。例えば、１９２kbit/s は、１９２０×１０
２
ではなく１９２×１０

３ と表わさなければならな

い。

仮数（オクテット４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ）

本フィールドは２進数でコーディングされ、指数を掛けることによりスループットの値を示す。
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表４－５ｄ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

最小許容スループット

  最小許容スループットフィールドの目的は、その呼で使用されるスループットを交渉することであ

る。最小許容スループットとは発ユーザがその呼に対して許容可能な最小のスループット値である。も

し、網あるいは着ユーザがこのスループットをサポートできない場合、呼は切断・復旧される。

  このフィールドは「呼設定」(SETUP) メッセージにのみ付加され、変更されることなく網内を転送さ

れる。その値は要求したスループット値を越えることはない。

  もし、最小許容スループットが非対称な（すなわち、発側と着側の値が異なる）場合には、オクテッ

ト５ａ，５ｂは（発ユーザから）発呼方向の最小許容スループットを示し、オクテット５ｃ，５ｄは

（発ユーザへの）着呼方向の最小許容スループットを示す。また、最小許容スループットが対称な場合

には、オクテット５ａ，５ｂは両方向のスループットを示しオクテット５ｃ，５ｄは省略される。

  最小許容スループットは指数の次数（１０のべき乗）と整数の仮数で表される。たとえば、速度１９

２kbit/s は１９２×１０
３

 と表される。

指数（オクテット５ａ，５ｃ）

  オクテット４ａ，４ｃのコーディングと同様。

仮数（オクテット５ａ，５ｂ，５ｃ，５ｄ）

本フィールドは２進数でコーディングされ、指数を掛けることにより最小許容スループットの値を示

す。
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表４－５ｅ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

認定バーストサイズ

  本フィールドは、測定間隔（Ｔ）内での通常の状態における網が転送を認めた最大データ量（ビッ

ト）を表す。このデータは中断される場合とされない場合とがある。（すなわち、１フレーム又は、複

数フレームに含まれる。その場合、フレーム間にアイドルフラグが存在する場合がある）。

Ｔは、以下に示される組み合わせにより計算される。

  スルー    認定バースト    超過バースト    測定間隔（Ｔ）

  プット    サイズ（Ｂｃ）  サイズ（Ｂｅ）

    ＞０          ＞０            ＞０      Ｔ＝Ｂｃ／スループット

    ＞０          ＞０            ＝０      Ｔ＝Ｂｃ／スループット

    ＝０          ＝０            ＞０      ﾃﾞﾌｫﾙﾄ Ｔ＝Ｂｅ／ｱｸｾｽ速度(AR) (注 2)

（注１）本フィールドは単位がオクテットでコーディングされる。従って、認定バーストサイズは、８

×（本フィールドの中身）である。もし、認定バーストサイズが対称ならば、オクテット６ａ

と６ｂは、両方向のサイズを示し、オクテット６ｃと６ｄは省略される。

（注２）しかしながら、入力アクセス速度と出力アクセス速度は、同じである必要はない。入力ＡＲが

実質的に出力ＡＲよりも大きい場合は、入力インタフェース点でＢｅフレームの連続的な入力

は、出力インタフェース点での網のバッファーの輻輳を引き起こすかもしれない。また、入力

Ｂｅデータは廃棄されるかもしれない。網は、その場合に、測定間隔Ｔのデフォルトを使用せ

ず、Ｂｅ／ＡＲよりも小さい値を使用することがある。

発呼認定バーストサイズ（オクテット６ａ，６ｂ）

  発呼認定バーストサイズ（単位・オクテット）は、２進数でコーディングされる。

着呼認定バーストサイズ（オクテット６ｃ，６ｄ）

着呼認定バーストサイズ（単位・オクテット）は、２進数でコーディングされる。
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表４－５ｆ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

超過バーストサイズ

  本フィールドは、測定間隔（Ｔ）内で網が送信しようとする認定バーストサイズを越えた最大データ

量（ビット）を表す。このデータは１フレーム又は、複数フレームに含まれる。もしそのデータが複数

フレーム間に現われた場合、フレーム間のアイドルフラグによりそれらのフレームが分離されうる。超

過バーストは網によって廃棄可能（ＤＥ）の扱いとされるかもしれない。

（注）本フィールドは単位がオクテットでコーディングされる。従って超過バーストサイズは、８×

（フィールドの中身）となる。

　　　もし、超過バーストサイズが対称な場合には、オクテット７ａ，７ｂが両方向のサイズを表し、

オクテット７ｃ，７ｄは省略される。

発呼超過バーストサイズ（オクテット７ａ，７ｂ）

  発呼超過バーストサイズ（単位・オクテット）は２進数でコーディングされる。

着呼超過バーストサイズ（オクテット７ｃ，７ｄ）

  着呼超過バーストサイズ（単位・オクテット）は２進数でコーディングされる。
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表４－５ｇ／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤコアパラメータ情報要素

　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

認定バーストサイズ指数（オクテット８，８ａ）

　認定バーストサイズ指数の目的は、認定バーストサイズの指数を示すことである。認定バースト

サイズ指数は１０のべき乗で表される。認定バーストサイズの実際の値を得るためには、認定バー

ストサイズ値（オクテットグループ６）にそれを掛ける。着呼認定バーストサイズ値が（オクテッ

トグループ６内に）含まれないときは、着呼指数は意味を持たない。

発呼および着呼Ｂｃ指数は次のようにコーディングされる。

　ビット

　３／６　２／５　１／４

　　０　　　０　　　０　　　　１００

　　０　　　０　　　１　　　　１０１

　　０　　　１　　　０　　　　１０２

　　０　　　１　　　１　　　　１０３

　　１　　　０　　　０　　　　１０４

　　１　　　０　　　１　　　　１０５

　　１　　　１　　　０　　　　１０６

　　上記以外　予約済

超過バーストサイズ指数（オクテット９，９ａ）

　超過バーストサイズ指数の目的は、超過バーストサイズの指数を示すことである。超過バースト

サイズ指数は１０のべき乗で表される。超過バーストサイズの実際の値を得るためには、超過バー

ストサイズ値（オクテットグループ７）にそれを掛ける。着呼超過バーストサイズ値が（オクテッ

トグループ７内に）含まれないときは、着呼指数は意味を持たない。

発呼および着呼Ｂｅ指数は次のように１０のべき乗でコーディングされる。

　ビット

　３／６　２／５　１／４

　　０　　　０　　　０　　　　１００

　　０　　　０　　　１　　　　１０１

　　０　　　１　　　０　　　　１０２

　　０　　　１　　　１　　　　１０３

　　１　　　０　　　０　　　　１０４

　　１　　　０　　　１　　　　１０５

　　１　　　１　　　０　　　　１０６

　　上記以外　予約済



－ 35 － ＪＴ－Ｑ９３３

4.5.20　リンクレイヤプロトコルパラメータ [Link layer protocol parameter]

　リンクレイヤプロトコルパラメータ情報要素の目的は、その呼で使用される手順上必要となるリンクレ

イヤ要素のレイヤ２パラメータ要求値を表示することである。

　本情報要素の最大長は９オクテットである。

（注１）すべてのパラメータはオプションであり位置に依存しない。フレームスイッチベアラサービスの

ために、もしあるパラメータがこの情報要素から省略された場合、標準ＪＴ－Ｑ９２２で定義さ

れるデフォルト値が適用される。フレームリレーベアラサービスのために、もしあるパラメータ

がこの情報要素から省略された場合、エンド・エンドリンクレイヤプロトコルで定義されている

デフォルト値が適用される。

（注２）フレームリレーベアラサービスの場合、手順中のレイヤ２要素はエンド・エンドである。確認タ

イマ値は呼ごとの累積中継遅延に基づく。発ユーザが指定した場合は、最大エンド・エンド中継

遅延に基づく値である。着ユーザはこの値を累積中継遅延に基づいて補正する。

（注３）オペレーションモードは、低位レイヤ整合性情報要素のオクテット６「ユーザ情報レイヤ２プロ

トコル」が以下のいずれかに設定される場合にのみ含まれる。

　　　　標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ

　　　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５マルチリンク

　　　　半二重手順のための拡張ＬＡＰＢ（Ｔ．７１）

　　　　標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順（ＳＬＰ）

図４－５／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤプロトコルパラメータ情報要素

　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

リンクレイヤプロトコルパラメータ
　１　　　０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　１

情報要素識別子

リンクレイヤプロトコルパラメータ内容長

転送ウィンドウサイズ識別子
　０　　　０　　　０　　　０　　　１　　　１　　　１

転送ウィンドウ値

再送タイマ識別子
　０　　　０　　　０　　　１　　　０　　　０　　　１

再送タイマ値

再送タイマ値（続き）

オペレーションモード
　０　　　０　　　０　　　１　　　１　　　１　　　１

　０　　　０　　　０　　　０　　　０　　　モード表示
　　　　　予      備

１

２

３  ＊

３ａ＊

４  ＊
（注２）

４ａ＊

４ｂ＊

５  ＊
（注３）

５ａ＊

　　８　　　７　　　６　　　５　　　４　　　３　　　２　　　１　　　オクテット

０

０
拡張

１
拡張

０
拡張

０
拡張

１
拡張

０
拡張

１
拡張
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表４－６／ＪＴ－Ｑ９３３　リンクレイヤプロトコルパラメータ

　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

転送ウィンドウ値（オクテット３ａ）

  Ｉフレームを送信する最大アウトスタンディング数（ウィンドウ）の値は、１から１２７までの値を

とり、２進数でコード化される。

再送タイマ値（オクテット４ａ，４ｂ）

  再送タイマ（例、Ｔ２００）値は、0.1 秒の整数倍の値が２進数でコード化される。

モード表示（オクテット５ａ）

  ビット

  ２１

  ０１      基本モード（モジュロ８）

  １０      拡張モード（モジュロ１２８）

  上記以外  予約済

（注）デフォルトモードは、基本モード（モジュロ８）である。

4.5.21　低位レイヤ整合性 [Low layer compatibility]

　低位レイヤ整合性情報要素の目的は、アドレスで指定されたエンティティ（例えば、発信ユーザにより

アドレスで指定されたリモートユーザ、インタワーキングユニット、網の高位レイヤ機能ノード）に対し

て通信可能性チェックを行なえる手段を提供することである。低位レイヤ整合性情報要素は、発呼側エン

ティティ（例えば、発信ユーザ）と発呼側のエンティティよりアドレスで指定された着信側のエンティテ

ィ間をフレームモード網内では、トランスペアレントに運ばれる。標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｂ及び

標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｌを参照。

　低位レイヤ整合性交渉を網が許容している場合（標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｍ参照）、低位レイヤ

整合性情報要素は着信側のエンティティから発信側エンティティへもトランスペアレントに運ばれる。

　本情報要素の最大長は、１４オクテットである。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

低位レイヤ整合性

０ １ １ １ １ １ ０ ０ １

情報要素識別子

低位レイヤ整合性内容長 ２

０／１

拡張

コーディング

標  準

情報転送能力 ３

１ 交渉 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ａ＊

拡張 指示 予      備

１ 転送モード ０ ０ ０ ０ ０ ４

拡張 予  約  済 （注１）

０／１ ０ １

拡張 レイヤ１識別 ユーザ情報レイヤ１プロトコル ５　＊

０／１

拡張

同期／

非同期

０

予  備

ユーザ速度 ５ａ＊

（注２）

０／１ ヘッダ 多重ﾌﾚ 動  作 ０ ０ ０ ０ ５ｂ＊

拡張 ｰﾑ提供 モード 予  約  済 予  備 （注２）

０／１

拡張

ストップ

ビット数

データビット数 パリティ情報 ５ｃ＊

（注２）

１

拡張

二  重

モード

モデムタイプ ５ｄ＊

（注２）

０／１ １ ０ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ６  ＊

拡張 レイヤ２識別 （注３）

１ ０ ０ ０ ０ ０ アドレス包含 ６ａ＊

拡張 予  約  済 （注３）

１

拡張

ユーザ特有 ６ａ＊

（注４）

０／１ １ １ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ７  ＊

拡張 レイヤ３識別

１

拡張

オプションレイヤ３プロトコル情報 ７ａ＊

（注１） 通信形態はポイント・ポイントを仮定している。また、呼設定法は交換型である。

（注２）本オクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合（標準ＪＴ－Ｖ１２０）を指定する場合の

み存在する。

（注３）本オクテットは、フレームリレー情報フィールド内にレイヤ２アドレスが含まれる場合に挿入さ

れる。

（注４）本オクテットは、オクテット６がユーザ特有レイヤ２プロトコルを指定する場合にのみ存在する。

図４－６／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)
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表４－７ａ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

コーディング標準（オクテット３）

  ビット

  ７６

  ００    ＩＴＵ－Ｔ標準？およびＴＴＣ標準（この場合、下記コーディングによる）

  上記以外      予約済

情報転送能力（オクテット３）

  ビット

  ５４３２１

  ０１０００    非制限ディジタル情報

  上記以外      予約済

交渉指示（オクテット３ａ）

  ビット

    ７

    ０    アウトバンド交渉不可

    １    アウトバンド交渉可

（注１）低位レイヤ整合性交渉の表示は標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｍを参照。

（注２）オクテット３ａが省略された場合、「アウトバンド交渉不可」と見なされる。

転送モード（オクテット４）

  ビット

  ７６

  ０１      フレームモード

上記以外  予約済
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表４－７ｂ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５）

  ビット

  ５４３２１

  ０１０００    ＴＴＣ標準速度整合（標準ＪＴ－Ｖ１２０）。これは、以下に示すオクテット５ａ及

び５ｂ、オプションとしてオクテット５ｃ及び５ｄの存在を意味する。

  上記以外      予約済

（注）オクテット５は省略できる。オクテット５が省略されたとき、ＴＴＣ標準速度整合（標準ＪＴ－

Ｘ３１）ＨＤＬＣフラグスタッフィングを用いるとみなす。

同期／非同期（オクテット５ａ）

  ビット

    ７

    ０    同期

    １    非同期

（注）プロトコルの同期／非同期はＲ点を参照する。半二重動作を除いた同期ユーザ速度の場合、速度

整合標準ＪＴ－Ｖ１２０用のオクテット５ｃ～５ｄは省略される。
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表４－７ｃ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

ユーザ速度（オクテット５ａ）

  ビット

５４３２１

  ０００００    速度は標準ＪＴ－Ｉ４６０で規定されるＥビットにより示されている。

  ００００１    0.6kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  ０００１０    1.2kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  ０００１１    2.4kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  ００１００    3.6kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  ００１０１    4.8kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  ００１１０    7.2kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  ００１１１    8 kbit/s  標準ＪＴ－Ｉ４６０

  ０１０００    9.6kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  ０１００１    14.4kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  ０１０１０    16 kbit/s  標準ＪＴ－Ｉ４６０

  ０１０１１    19.2kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  ０１１００    32 kbit/s  標準ＪＴ－Ｉ４６０

  ０１１１０    48 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  ０１１１１    56 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  １００００    64 kbit/s ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１

  １０１０１    0.1345 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１

  １０１１０    0.100 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１

  １０１１１    0.75／1.2 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１（注）

  １１０００    1.2／0.75 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１（注）

  １１００１    0.050 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１０１０    0.075 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１０１１    0.110 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１１００    0.150 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１１０１    0.200 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１１１０    0.300 kbit/s  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６とＸ．１

  １１１１１    12 kbit/s    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．６

  上記以外      予約済

（注）最初の速度は呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、２番目の速度は呼と逆方向（着→発）

のユーザ速度を表す。
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表４－７ｄ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

Ｖ．１２０速度整合のためのオクテット５ｂ

速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ）

  ビット

    ７

    ０    速度整合ヘッダを含まない

    １    速度整合ヘッダを含む

データリンクにおける多重フレーム確立サポート（オクテット５ｂ）

  ビット

    ６

    ０    多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ許容される。

    １    多重フレーム確立サポート

動作モード（オクテット５ｂ）

  ビット

    ５

    ０    ビットトランスペアレント動作モード

    １    プロトコルセンシティブ動作モード

ストップビット数（オクテット５ｃ）

  ビット

  ７６

  ００    未使用

  ０１    １ビット

  １０    1.5 ビット

  １１    ２ビット

（注）オクテット５ａのビット７が０の場合、本ビットが存在するならば“00”を設定して伝送し、受

信しても無視する。



ＪＴ－Ｑ９３３ － 42 －

表４－７ｅ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

パリティを除くデータビット数（オクテット５ｃ）

  ビット

  ５４

  ００    未使用

  ０１    ５ビット

  １０    ７ビット

  １１    ８ビット

（注）オクテット５ａのビット７が０の場合、本ビットが存在するならば“00”を設定して伝送し、受

信しても無視する。

パリティ情報（オクテット５ｃ）

  ビット

  ３２１

  ０００    奇数

  ０１０    偶数

  ０１１    無

  １００    ０に強制指定

  １０１    １に強制指定

  上記以外  予約済

（注）オクテット５ａのビット７が０の場合、本ビットが存在するならば“011”を設定して伝送し、

受信しても無視する。

二重モード（オクテット５ｄ）

  ビット

    ７

    ０    半二重

    １    全二重

モデムタイプ（オクテット５ｄ）

ビット１～６は網特有の規則に従ってコード化される。
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表４－７ｆ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６）

  ビット

  ５４３２１

  ００００１    ＩＳＯ１７４５基本モード

  ００１１０    標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ（注１）

  ００１１１    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５マルチリンク（注２）

  ０１０００    拡張ＬＡＰＢ：半二重用（Ｔ．７１）（注１）

  ０１００１    ＨＤＬＣ  ＡＲＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ４３３５）（注３）

  ０１０１０    ＨＤＬＣ  ＮＲＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ４３３５）（注３）

  ０１０１１    ＨＤＬＣ  ＡＢＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ４３３５）（注３）

  ０１１００    ＬＡＮ論理リンク制御（ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２／２）（注 4)（注 7)

  ０１１０１    標準ＪＴ－Ｘ７５、シングルリンク手順（ＳＬＰ）（注１）

  ０１１１０    標準ＪＴ－Ｑ９２２（注５）

  ０１１１１    標準ＪＴ－Ｑ９２２（付属資料Ａ）のコア仕様（注８）

  １００００    ユーザ特有（注６）

  １０００１    ＩＳＯ／ＩＥＣ７７７６ＤＴＥ－ＤＴＥ手順（注１）

  上記以外      予約済

（注１）通常ＬＡＰＢアドレスは提供されない。提供される場合、オクテット６ａがアドレスが存在す

ることを示す。あるいはオクテット５，５ａ及び５ｂが、Ｖ．１２０端末整合の同期プロトコ

ルセンシティブ動作モードの使用を示す。ＬＡＰＢのアドレスが提供される場合、発信ユーザ

はアドレスＡ（値３）及び着信ユーザはアドレスＢ（値１）を仮定する。

（注２）通常Ｘ．２５マルチリンクアドレスは提供されない。提供される場合、オクテット６ａがアド

レスが存在することを示す。あるいはオクテット５，５ａ及び５ｂが、Ｖ．１２０端末整合の

同期プロトコルセンシティブ動作モードの使用を示す。Ｘ．２５マルチリンクアドレスが提供

される場合、発信ユーザはアドレスＣ（値１５）及び着信ユーザはアドレスＤ（値７）を仮定

する。

（注３） 通常ＨＤＬＣアドレスは提供されない。提供される場合、オクテット６ａがアドレスが存在す

ることを示す。あるいはオクテット５，５ａ及び５ｂがＶ．１２０端末整合の同期プロトコル

センシティブ動作モードの使用を示す。
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表４－７ｇ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

（注４）送信先サービスアクセスポイント（ＤＳＡＰ）及び送信元サービスアクセスポイント（ＳＳＡ

Ｐ）が含まれる。（論理リンク制御ＰＤＵを含む）論理リンク制御フレームが（フレームリレ

ーにより類似のＬＡＮ間でトランスペアレントであることを）要求された場合、オクテット６

ａは論理リンク制御フレームが内包されていることを示す。論理リンク制御フレームの内容は

ＬＡＮメディアアクセス制御（ＭＡＣ）標準（例えばＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２／５）で定義さ

れる。

（注５）アドレスは内包されない。

（注６）本コード値の場合、オクテット６ａにユーザ特有レイヤ２プロトコルのコードポイントを含

む。

（注７）フレームリレーアドレス中のコマンド／レスポンスビット表示は無視される。

（注８） 本コードポイントは、回線交換型コネクション設定のケースＡの場合にのみ使用される。

　　　　（節 5.1.1.1 参照）

ユーザ特有コードポイントのオクテット６ａコーディング

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６ａ）（レイヤ２の適用＝ユーザ特有）

  ユーザ特有

アドレスを含むオクテット６ａコーディング

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６ａ）（注１）

  ビット

  ２１

  ０１      アドレスを含む（注２）

  １０      論理制御フレームを内包（注３）

  上記以外  予約済

（注１）オクテットが存在する場合、フレームリレーコア仕様アドレスのＣ／Ｒ表示ビットは無視され

る。
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表４－７ｈ／ＪＴ－Ｑ９３３　低位レイヤ整合性情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

（注２）オクテット６に記されたレイヤ２プロトコルが標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ、ＩＴＵ－Ｔ勧

告Ｘ．２５マルチリンク、半二重手順の為の拡張ＬＡＰＢ（Ｔ．７１）、ＨＤＬＣ　ＡＲＭ、

ＨＤＬＣ　ＮＲＭ、ＨＤＬＣ　ＡＢＭ及び標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順の場合に適用

される。

（注３）オクテット６に記されたレイヤ２プロトコルがＬＡＮ論理リンク制御（ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０

２．２）の場合に適用される。

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７）

  ビット

  ５４３２１

  ００１１０    標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ

  ００１１１    ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（データ端末のためのＸ．２５パケットレベルプロトコル）

  ０１０００    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２３またはＩＳＯ／ＩＥＣ８８７８（ＯＳＩ－ＣＯＮＳを提供

するためにＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８及び標準ＪＴ－Ｘ２５を使用）

  ０１００１    ＩＳＯ／ＩＥＣ８４７３（ＯＳＩコネクションレスモードプロトコル）

  ０１０１０    ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ミニマムネットワークレイヤ

  ０１０１１    ＩＳＯ／ＩＥＣ  ＴＲ９５７７（ネットワークレイヤのプロトコル識別）

  １００００    ユーザ特有（注１）

  上記以外      予約済

（注１）本コードの場合、オクテット６ａにユーザ特有レイヤ３プロトコルのコードポイントを含む。

オプションレイヤ３プロトコル情報（オクテット７ａ）

  ユーザ特有

4.5.22　網特有ファシリティ [Network-specific facilities]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.20 を参照。

4.5.23　パケットレイヤバイナリパラメータ [Packet layer binary parameters]

　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素の目的は、呼に使用されるべきＯＳＩコネクションモード

ネットワークサービス（ＣＯＮＳ）をサポートする為要求されたレイヤ３パラメータ値を含む事である。

　本情報要素の最大長は３オクテットである。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

パケットレイヤバイナリパラメータ

０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

情報要素識別子

パケットレイヤバイナリパラメータ内容長 ２

１ ０ ０ ０ ０ 優  先 受 ０ ３

拡張 予  備 予  約  済 データ 確 予約済

図４－７／ＪＴ－Ｑ９３３　パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素

　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

優先データ（オクテット３）

　ビット

　　３

　　０　　要求なし／要求拒否

　　１　　要求有り／要求受付

（注）左側が発側から着側への内容、右側が着側から発側への内容を示す。

受信確認（オクテット３）（注１）

　ビット

　　２

　　０　　要求なし／要求拒否

　　１　　要求有り／要求受付

（注１）受信確認はエンド・エンドである。

（注２）左側が発側から着側への内容、右側が着側から発側への内容を示す。

4.5.24　経過識別子 [Progress indicator]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.23 を参照。

4.5.25　繰り返し識別子 [Repeat indicator]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.24 を参照。

4.5.26　分割メッセージ [Segmented message]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.26 を参照。

4.5.27　中継網選択 [Transit network selection]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.29 を参照。
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4.5.28　ユーザ・ユーザ [User-user]

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.5.30 を参照。

（注）暗黙的なユーザ・ユーザシグナリングサービス１のみサポートする。

4.5.29　Ｘ．２１３プライオリティ [X.213 priority]

　プライオリティ情報要素の目的は、ＯＳＩコネクションモード・ネットワークサービス(CONS)をサポ

ートするフレームモード呼のためのオプションのプライオリティ交渉を許可することである。プライオリ

ティ情報要素はフレームモード網により透過的に運ばれる。本情報要素の最大長は８オクテットである。

（注１）オクテット４および４ａはオプションである。もし存在するならば、オクテット３も存在する。

（注２）オクテット５および５ａはオプションである。もし存在するならば、オクテット３および４も存

在する。

（注３）特定のオクテット内の値の詳細は、すべての前にある０／１拡張オクテットが存在することを要

求する。しかし、前にあるオクテットが「未定義」値を送信するような場合には、それらはオプ

ションと考えられる。存在しないオクテットは、「未定義」値とする。

図４－８／ＪＴ－Ｑ９３３　Ｘ．２１３プライオリティ情報要素

　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

　　　　　　　　　　  Ｘ．２１３プライオリティ
　０      １      ０      １      ０      ０      ０      ０
　　　　　　　　　　　　   情報要素識別子

                      Ｘ．２１３プライオリティ内容長

０／１    ０      ０      ０        コネクション上データの
拡  張          予  備                  プライオリティ

　１ 　   ０      ０      ０        コネクション上データの
拡  張          予  備              最低許容プライオリティ

０／１    ０      ０      ０      コネクションを得るための
拡  張          予  備                  プライオリティ

　１ 　   ０      ０      ０      コネクションを得るための
拡  張          予  備              最低許容プライオリティ

０／１    ０      ０      ０     コネクションを維持するための
拡  張          予  備                  プライオリティ

　１      ０      ０      ０     コネクションを維持するための
拡  張          予  備              最低許容プライオリティ

１

２

３

３ａ＊

４  ＊
（注１、３）

４ａ＊

５  ＊
（注２、３）

５ａ＊

　　８　　　７　　　６　　　５　　　４　　　３　　　２　　　１　　　オクテット
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表４－８／ＪＴ－Ｑ９３３　Ｘ．２１３プライオリティ情報要素

　　　　　　　　　　　 (ITU-T Q.933)

  すべてのプライオリティパラメータは、０（最低プライオリティ）から１４（最高プライオリティ）

の範囲の値を取り、２進数にコード化される。値１５は「未定義」プライオリティ値を示すために使わ

れる。

もしすべてのプライオリティパラメータのサブパラメータが「未定義」の場合、情報要素は転送され

ない。もし最低許容プライオリティが特定されていない場合、（ａ）オクテットは削除される。

５．フレームモード呼制御手順

　本章はＩＳＤＮにおいてフレームモード通信をサポートするためのシグナリング手順を述べる。

ユーザは以下の選択肢の一つによりフレームハンドリングファシリティにアクセスする。

　 (1) 　フレームモードコネクションに関連するベアラチャネル（Ｂ又はＨ）を設定することによるリモ

ートフレームハンドラ（ＲＦＨ）への回線交換アクセス（ケースＡ）。本コネクションはユーザま

たはＲＦＨにより起動される。この場合、インチャネル信号を用いてフレームモードネットワーク

ハンドラが提供される。事前の合意（例えば、加入）により、インチャネル信号を用いないでフレ

ームモードネットワークハンドラを提供してもよい。

　 (2) 　フレームモードコネクションを確立することによるローカルＩＳＤＮ内のフレームモードバーチ

ャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）。本コネクションはユーザまたはフレームハン

ドラにより起動される。ベアラチャネルまたはＤチャネルのいずれかが、フレームモードデータ転

送のために使用される。

　“ユーザ”という用語は、ＩＳＤＮフレームモード端末（ＴＥ１）により構成されるユーザ装置、ある

いは端末アダプタ（ＴＡ）に接続される既存のデータ端末装置（ＴＥ２）の組み合わせを意味する。ＴＥ

２は、ユーザ・網インタフェースにおける標準ＪＴ－Ｑ９３１シグナリングメッセージで提供される全て

の情報を受信できるとは限らない。

　ＩＳＤＮのＴＡ／ＴＥ１は、網に対するＳ／Ｔ参照点インタフェースを提供する。故に、ＴＡ／ＴＥ１

のインプリメントには、標準ＪＴ－Ｑ９３１及びＢ／Ｄチャネルコネクション設定制御用の本標準で記述

されている手順を含むべきである。

　半固定コネクションには、Ｂ／Ｄチャネルを介して二つの物理的なタイプがある。

　 (1)　ユーザとフレームハンドラ（ＦＨ）／ＲＦＨ間で設定される半固定的な物理的コネクション。即

ち、物理レイヤを活性状態に維持し、物理パスが半固定的に接続される。

　 (2)　ユーザ間で設定される半固定的データリンク及び物理レイヤ（本タイプでは、網はデータリンク

レイヤコネクション識別子情報を維持すべきである）。

　上記 (1)の半固定コネクションでは、本標準の節 5.1.1.2／5.1.2、節 5.2.1.2／5.2.2 の手順を呼の設定に用

いる。本標準の節 5.4 の手順は呼の解放に用いられる。

　フレームリレーベアラサービスの場合、リンクレイヤの確立及び解放手順はエンド・エンドに行われ、

ユーザ間で運用するリンクレイヤプロトコルに依存することに注意しなければならない。

　上記 (2)の半固定コネクションでは、本標準で規定していない管理手順が呼の設定や解放に用いられる。

　本標準で述べられている手順は、発番号情報要素と接続先番号情報要素の配送を認めている。この能力

を提供するいくつかの網は、付加サービス発信者番号通知（ＣＬＩＰ）と接続先番号通知（ＣＯＬＰ）で
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述べられている手順（標準ＪＴ－Ｑ９５１参照）を実現することを選択するかもしれない。

5.1　発　呼

　データ呼発信の場合、ユーザは最初にケースＡサービスかケースＢサービスのどちらが網によって望ま

れているのかを決定しなければならない。ケースＡ発呼の場合、ユーザは本標準節 5.1.1 の手順を用いる。

ケースＢ発呼の場合、ユーザはフレームモード呼のため以下のどれかを決定する：

　・網がチャネルを選択する（節 5.1.3.1 参照）

　・特定Ｂチャネルを利用する

　・Ｄチャネルを利用する

5.1.1　リモートフレームハンドリングサービスへの回線交換アクセス（ケースＡ）

　フレームモードコネクションを設定する前に、発信ユーザとＲＦＨ間の回線交換コネクションを設定し

なければならない。まだコネクションが設定されていない場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順、メッセージ、

および情報要素がコネクションを設定するために使用される（以下参照）。

5.1.1.1　回線交換コネクション設定

　この様なコネクションがまだ設定されていない場合、発信ユーザはフレームモードコネクションの発信

を試みる前に回線交換コネクションの設定を開始しなければならない。この回線交換コネクションは、Ｒ

ＦＨのアドレスをコーディングした着番号情報要素、および以下に示す様にコーディングされた伝達能力

情報要素をＤチャネル上の「呼設定」(SETUP) メッセージで送信することにより設定される：

　・情報転送能力に「非制限ディジタル情報」を設定する。

　・転送モードに「回線交換モード」を設定する。

　・情報転送速度にはベアラチャネルのビット速度を設定する。

　低位レイヤ整合性情報要素はオプションとして含まれる。

　回線交換コネクションの設定が完了した後にインチャネル信号手順が用いられる場合、発信ユーザはＲ

ＦＨとの間のベアラチャネル内でデータリンクコネクション識別子ＤＬＣＩ＝０で識別される論理リンク

上で要求されるあらゆる初期設定手順（例えば、ＸＩＤの交換、ＳＡＢＭＥ／ＵＡ）を開始する。ＤＬＣ

Ｉ＝０の論理リンクに用いるリンクレイヤプロトコルは標準ＪＴ－Ｑ９２２で定義されるものである。そ

の後、発信ユーザはフレームモードコネクションの設定を開始する。
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表５－１／ＪＴ－Ｑ９３３　フレームモードサービスのコネクション設定

                    (ITU-T Q.933)

交換型 半固定アクセス

コネクション

半固定フレームモード

コネクション

アクセスコネクシ

ョンの設定

ケースＡ：交換型、回線モ

ードベアラサービスのため

の標準ＪＴ－Ｑ９３１手順

を使用

半固定

 (注１)

半固定

 (注１)

ケースＢ：交換型、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３３手順を使用

フレームモードコ

ネクションの設定

ケースＡ：交換型、ベアラ

チャネル内のＤＬＣＩ＝０

において標準ＪＴ－Ｑ９３

３手順を使用

ケースＡ：交換型、ベ

アラチャネル内のＤＬ

ＣＩ＝０において標準

ＪＴ－Ｑ９３３手順を

使用

半固定

 (注１)

 (注２)

ケースＢ：交換型、Ｄチャ

ネル上で標準ＪＴ－Ｑ９３

３手順を使用

ケースＢ：交換型、Ｄ

チャネル上で標準ＪＴ

－Ｑ９３３手順を使用

（注１）例えば、管理手順を使用。

（注２）半固定フレームモードコネクションの場合、パラメータ値は加入時に定義される。

5.1.1.2　フレームモードコネクションの設定

使用する手順は、以下を除いて標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されているものと同一である。

　 (1) 　コネクション制御メッセージの転送は、Ｄチャネルではなくベアラチャネル内のＤＬＣＩ＝０で

識別される論理リンクにおいて行われる。

　 (2) 　交換されるコネクション制御メッセージの構成は本標準の３章に示される通りであり、これらの

メッセージにより転送される情報要素は本標準の４章に従ってコーディングされる。

　 (3) 　チャネル識別子情報要素は節 5.1.3.1 の規定に従って使用される。

　 (4) 　データリンクコネクション識別子交渉に用いるデータリンクコネクション識別子情報要素は節

5.1.3.2 の規定に従って使用される。

　 (5) 　パラメータ交渉は節 5.1.3.3 の規定に従う。

(6)  「呼設定」(SETUP)メッセージはポイント・ポイントデータリンク上において提供され、DL－デ

ータ－要求プリミティブを用いてレイヤ２に供給される。ポイント・マルチポイント手順は使用さ

れない。

(7)  ユーザは、網に対して「応答」(CONN)メッセージを送出することで着呼の受付を表示し、通信

中状態になる。「応答」(CONN)メッセージ受信後、網がユーザに対して「応答確認」(CONN ACK)

を送出することはオプションである。ユーザは、呼が通信中状態であることを認識したとき、「応

答確認」(CONN ACK)メッセージの受信に対して何の動作もとらない。

　発信ユーザがフレームハンドラへ送信する「呼設定」(SETUP) メッセージにおいて、伝達能力情報要素

は節 5.1.2 の規定に従ってコーディングされる。
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　発信ユーザが着信ユーザへの整合性情報の転送を希望する場合、低位レイヤ整合性情報要素が含まれる。

低位レイヤ整合性情報要素でコーディングされるレイヤ２プロトコルは、データ転送フェーズにおいて通

信ＴＥ間でエンドエンドに動作するプロトコルである。低位レイヤ整合性交渉が要求される場合、標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１の付属資料Ｍに記述された手順に従う。

　「呼設定」(SETUP) メッセージは、チャネル識別子情報要素とデータリンクコネクション識別子情報要

素の両方あるいはいずれかを含む場合がある。選択として、どちらも含まない場合があってよい。節

5.1.3 を参照のこと。

　フレームモードコネクションに関する呼番号値は、先に確立された回線交換コネクションに関する呼番

号値に関連はないことに注意すること。

　これ以降追加されるフレームモード呼は、上記の手順を用いて確立済みのベアラチャネル上に設定され

る。

5.1.2　ＩＳＤＮフレームモードバーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ）

　フレームモード呼は以下を除いて標準ＪＴ－Ｑ９３１の５章の記述に従いＤチャネル信号手順（ＳＡＰ

Ｉ＝０）を用いて制御される。

　 (1) 　交換されるコネクション制御メッセージの構成は本標準の３章に示される通りであり、これらの

メッセージにより転送される情報要素は本標準の４章に従ってコーディングされる。

　 (2) 　チャネル識別子情報要素は節 5.1.3.1 の規定に従って使用される。

　 (3) 　データリンクコネクション識別子交渉に用いるデータリンクコネクション識別子情報要素は節

5.1.3.2 の規定に従って使用される。

　 (4) 　パラメータ交渉は節 5.1.3.3 の規定に従う。

　ＩＳＤＮフレームハンドラへのコネクションを要求するためには、「呼設定」(SETUP) メッセージに含

まれる伝達能力情報要素は以下の様にコーディングされるべきである。

　・情報転送能力に「非制限ディジタル情報」を設定する。

　・転送モードに「フレームモード」を設定する。

　・ユーザ情報レイヤ２プロトコルは以下を設定する。

　 (1) 　フレームリレーベアラサービスの場合、「フレームモードのコア仕様」

　 (2) 　フレームスイッチベアラサービスの場合、「標準ＪＴ－Ｑ９２２」

　低位レイヤ整合性情報要素は、発信ユーザが着信ユーザへ整合性情報の転送を希望する場合に含まれる。

低位レイヤ整合性情報要素においてコーディングされるレイヤ２プロトコルは以下の様になる。

　 (1) 　フレームリレーサービスの場合、データ転送フェーズにおいて通信ＴＥ間でエンドエンドに動作

するプロトコル。

　 (2) 　フレームスイッチサービスの場合、「標準ＪＴ－Ｑ９２２」

　低位レイヤ整合性交渉が要求される場合、手順は標準ＪＴ－Ｑ９３１の付属資料Ｍの記述に従う。

5.1.3　交　渉

5.1.3.1　チャネル交渉

　ケースＡの場合、ＩＳＤＮはユーザとＲＦＨの間の通信を設定する前に回線交換コネクションを設定す

るため、ユーザとＲＦＨの間のチャネル交渉は不可能である。結果として、チャネル識別子情報要素はオ

プションとなる。存在する場合は下記の様にコーディングされる。

　・チャネル表示＝“チャネルなし”

　・変更不可表示＝“変更不可”

　・Ｄチャネル選択表示＝“なし”
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　もし他のコーディングが用いられるならば、チャネル識別子情報要素は無視され、上記のコーディング

が仮定される。標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.8.7.2 の手順が適用される。

　チャネル識別子情報要素が「呼設定」(SETUP) メッセージに存在するかどうかにかかわらず、「呼設

定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答（例えば、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ）には

上記の様にコーディングされたチャネル識別子情報要素が含まれる。

　ケースＢの場合、標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.1.2 に記述されたチャネル交渉手順が適用される。しかし

ながら、フレームモードコネクションはＤチャネル上、又はユーザの制御下にある既にフレームモードで

使用されているチャネル上に設定される場合もあるため、有効なコーディングは表５－２／ＪＴ－Ｑ９３

３に示す様に拡張される。

　標準ＪＴ－Ｑ９３１に規定される様に、チャネル識別子情報要素が含まれない場合、“任意チャネル”、

“変更可”、Ｄチャネル選択表示“あり”と解釈される。

　「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答（例えば、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセー

ジ）には、使用される特定のチャネルを指定するチャネル識別子情報要素が含まれる。

5.1.3.2　データリンクコネクション識別子交渉

　ケースＡの場合、チャネルはフレームモード呼設定手順のステップ１（回線交換モード呼設定）におい

て交渉されたベアラチャネルとして常に暗黙に了解されるため、データリンクコネクション識別子情報要

素はチャネル識別子情報要素の有無に係わらず存在する。
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表５－２／ＪＴ－Ｑ９３３　発呼におけるチャネル識別子情報要素

                       (ITU-T Q.933)　　　　コーディング－ケースＢ

「呼設定」メッセージに表示されたチャネル

（ユーザ→網）

許容される網の応答

（網→ユーザ）

チャネル表示 チャネル変更不可表示 Ｄチャネル選択表示

変更可 なし Ｃｊ（注１）

Ｃｉ あり Ｃｊ，Ｄ（注２）

変更不可 なし Ｃｉ

あり Ｃｉ，Ｄ

任意チャネル 変更可 なし Ｃｊ

あり Ｃｊ，Ｄ

変更可 なし Ｃｋ

チャネルなし あり Ｃｋ，Ｄ

変更不可 あり Ｄ

チャネル識別子情報要素が含まれない場合 Ｃｊ，Ｄ

　Ｃｉ：空き又は設定済でユーザ制御下にありフレームモードで使用中の指定されたＢ又はＨチャネル。

　Ｃｊ：空き又は設定済でユーザ制御下にありフレームモードで使用中の任意のＢ又はＨチャネル。

　Ｃｋ：ユーザ制御下にありフレームモードで使用中の設定済Ｂ又はＨチャネル。

　Ｄ　：Ｄチャネル

　（注１）可能ならば、網はユーザが望むチャネルを選択すべきである。

　（注２）Ｂ又はＨチャネルが使用される場合、網は可能ならばユーザが望むチャネルを選択すべきであ

る。

　（注３）他のいかなるコーディングも無効である。

　（注４）Ｄチャネル選択表示の実際のコーディングは以下の通りである。

　　　　　なし→０，あり→１

　「呼設定」(SETUP) メッセージのデータリンクコネクション識別子情報要素において、ユーザは次のい

ずれかを指定する。

　 (1) 　変更不可ＤＬＣＩ

　 (2) 　変更可ＤＬＣＩ（この場合、ユーザは他のどんなＤＬＣＩも許容できるものと解釈される）

　ケースＢの場合、ユーザは要求されたフレームモード呼に対して特定のＤＬＣＩの使用を要求するため、

「呼設定」(SETUP) メッセージにデータリンクコネクション識別子情報要素を設定してよい。この情報要

素は特定のＤＬＣＩを指定するため以下の様にコーディングされる。

　 (1) 　変更不可ＤＬＣＩ

　このオプションは「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれるチャネル識別子情報要素が以下のい

ずれかにコーディングされている場合にのみ許される。

　　 (a) 　変更不可でＢ又はＨチャネルを指定し、Ｄチャネル選択表示が“なし”の場合

　　 (b) 　変更不可でチャネルなしを指定し、Ｄチャネル選択表示が“あり”の場合

　もし、データリンクコネクション識別子情報要素が変更不可ＤＬＣＩにコーディングされて上記

条件を満足しないとき、データリンクコネクション識別子情報要素は無効にコーディングされたオ
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プション情報要素として扱われ無視される。

　 (2) 　変更可ＤＬＣＩ（この場合、ユーザは他のどんなＤＬＣＩでも許容できるものと解釈される）

　（注）標準ＪＴ－Ｑ９２２で“フレームモード接続手順で使用するように割当てられる”と示されたＤ

ＬＣＩだけが割当てられる。

　いずれの場合においても、要求されたチャネル上で指定されたＤＬＣＩが使用可能ならば、網は該当呼

に対してそのＤＬＣＩを予約する。

　もし、網が要求されたチャネル上で指定されたＤＬＣＩの使用を許容できないか（（２）の場合）、ま

たはユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージにデータリンクコネクション識別子情報要素を設定していな

いとき、網は使用するチャネル内で使用できるＤＬＣＩを予約する。

  予約されたＤＬＣＩは「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答（例えば、「呼設定受付」

(CALL PROC) メッセージ）で示される。

　もし、変更不可で要求されたＤＬＣＩが使用できないとき、理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用

不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが送出される。もし「呼設定」(SETUP) メッセージに

チャネル及びＤＬＣＩが変更可で指定されたとき、すべてのＤＬＣＩとすべてのチャネルが利用不可であ

るか、またはＤＬＣＩが変更可でチャネルは変更不可で指定されたとき、該チャネル上のすべてのＤＬＣ

Ｉが利用不可であるならば、理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「解放完了」(REL

COMP)メッセージが送出される。

5.1.3.3　パラメータ交渉

5.1.3.3.1　基本原理

　サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ（スループットおよび累積中継遅延）は、フレームモードの呼設定

中に交渉される。これらのパラメータは、要求された品質の値、および最低許容品質の値が含まれる。交

渉される他のリンクレイヤコアパラメータは、次の通りである。

　 (l) 　フレームリレーベアラサービス：フレームモード情報フィールドサイズ、認定バーストサイズ、

および、超過バーストサイズ。

　 (2) 　フレームスイッチベアラサービス：フレームモード情報フィールドサイズ。

　これらのパラメータは、発信側ユーザ、網、および、着信側ユーザ間で交渉される。

　さらに、フレームスイッチベアラサービスの場合は、リンクレイヤプロトコルパラメータ（例えば、ウ

ィンドウサイズ、再送タイマＴ２００）の交渉が行われてよい。なお、このリンクレイヤプロトコルパラ

メータはサービス品質パラメータの一部とは考えない。

　要求されるサービス品質に対する網リソースの提供可能性に基づき、網は以下のいずれを選択するか決

める：

　 (1) 　利用可能な網リソースで最低のサービス品質条件を満足できない場合、呼を拒否する。

　 (2) 　網がサービス品質条件をサポートできる場合、要求されたサービス品質による呼設定を継続する。

　 (3) 　網がサポートできるサービス品質値に調整して呼設定を継続する。

5.1.3.3.2　パラメータ交渉手順

　ユーザがフレームモードコネクションを設定するとき、ユーザは網に対してサービス品質を要求してよ

い。

　ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージの中に要求されるパラメータを含む適切な情報要素を設定する

ことにより、コネクションに使用されるパラメータを要求できる。
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　ユーザがパラメータ値を指定しないときは、デフォルト値が適用される。デフォルト値は網特有でもよ

いし、加入時に設定されてもよい。これは、サービス品質とリンクレイヤコアパラメータの両方に適用さ

れる。

　「呼設定」(SETUP) メッセージの受信時、網はサービス品質パラメータ、および、指定されたリンクレ

イヤのパラメータ値の検査後、次の動作のうちのいずれか一つを取りうる。

　 (1) 　フレームリレーベアラサービス

　　・もし、要求されたサービス品質の提供が可能で、かつ表示されたリンクレイヤコアパラメータ値が

サポート可能ならば、網は要求されたパラメータに従い着ユーザに対する呼処理を行なう。

　　・もし、要求されたサービス品質の提供は不可能であるが少なくとも許容できる最低のサービス品質

の提供が可能ならば、網は要求されたサービス品質パラメータを調整した後、着ユーザに対する呼

処理を行なう。この調整されたサービス品質パラメータは少なくとも許容できる最低品質をサポー

トする。

　　　呼を処理している時に、網は、もし必要ならば、要求された値を減少させることにより、次のリン

クレイヤコアパラメータを調整することができる。：最大フレームモード情報フィールドサイズ、

認定バーストサイズ、および超過バーストサイズ。網はこれら３つのパラメータの着側、発側での

サブパラメータの片方、あるいは両方を調整することができる。

　　・もし、少なくとも許容できる最低のサービス品質の提供が不可能ならば、網は理由表示＃４９“Ｑ

ＯＳ利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを送出することにより呼を拒否する。

　 (2) 　フレームスイッチベアラサービス

　(1)の規定と同様の動作を取るが、関連するリンクレイヤコアパラメータ（例えば、最大フレーム

モード情報フィールドサイズ）のみを考慮する。

　　　　さらに、リンクレイヤプロトコルパラメータをローカルに交渉できる。

5.2　着　呼

5.2.1　リモートフレームハンドラサービスからのアクセス（ケースＡ）

　ＲＦＨと着ユーザの間の回線交換コネクションは着フレームモード呼が提供される前に設定されていな

ければならない。

5.2.1.1　回線交換コネクション設定

　回線交換コネクションが設定されていない場合、ＲＦＨはフレームモードコネクションの提供に先立っ

て回線交換コネクションの設定を開始しなければならない。このコネクションを提供するための以下の手

順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１における回線交換コネクションの手順である。このとき「呼設定」(SETUP) メ

ッセージに含まれる伝達能力情報要素は、本標準の節 5.1.1 の規定に従ってコーディングされる。

　回線交換コネクション設定が完了した後、ＲＦＨは着ユーザとの間のベアラチャネル内におけるＤＬＣ

Ｉ＝０の論理リンク上の必要な初期設定手順（例えば、オプションとしてのＸＩＤ交換、ＳＡＢＭＥ／Ｕ

Ａ）を行う。ＤＬＣＩ論理リンクに用いられるリンクレイヤプロトコルは標準ＪＴ－Ｑ９２２で定義され

たものである。ＲＦＨは次節の定義に従い着ユーザに対しフレームモード呼を提供する。

5.2.1.2　フレームモードコネクション設定

　使用される手順は、以下を除き標準ＪＴ－Ｑ９３１と同様である。

　 (1) 　コネクション制御メッセージの転送は、Ｄチャネル上ではなくベアラチャネル上のＤＬＣＩ＝０

で識別される論理リンクにおいて行われる。

　 (2) 　交換されるコネクション制御メッセージの構成は本標準の３章に示されるものであり、これらの
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メッセージにより転送される情報要素は本標準の４章に従ってコーディングされる。

　 (3) 　チャネル識別子情報要素は節 5.2.3.1 の規定に従って使用される。

　 (4) 　データリンクコネクション識別子交渉のためのデータリンクコネクション識別子情報要素は、節

5.2.3.2 の規定に従って使用される。

　 (5) 　パラメータ交渉は節 5.2.3.3 に従って使用される。

　ＲＦＨから着ユーザに送られる「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情報要素は本標準の節

5.1.2 に従ってコーディングされる。

　フレームモードコネクションで使用される呼番号値と先に確立された回線交換コネクションで使用され

る呼番号値に関連はない。

　これ以降追加されるフレームモード呼は、上記の手順を用いて設定済のベアラチャネル上に追加して設

定できる。

5.2.2　ＩＳＤＮフレームモードバーチャルサーキットサービスからのアクセス（ケースＢ）

　着信を行なうとき、使用される物理チャネルと論理リンクが識別されなければならない。この識別のメ

カニズムは、カスタマプロファイル情報、網リソースの利用可能性、及び呼提供手順を用いることもでき

る。

　呼提供手順は以下のものでなければならない：

　・新しいフレームモード着呼は、網と呼を受信可能なすべての端末との間の呼提供手順によりユーザに

示されてよい。

　・ベアラチャネル内に既にフレームモードコネクションが設定されているインタフェース上に呼が提供

されるとき、このチャネル内に使用可能な十分な帯域幅がある限り、ユーザは同一ベアラチャネルに

新しい呼を受け付けるかどうかのオプションを持つべきである。

　網により送出される「呼設定」(SETUP) メッセージは、本標準の節 5.1.2 に従ってコーディングされた

伝達能力情報要素を持つ。

　チャネル交渉手順は本標準の節 5.2.3.1 に記述される。データリンクコネクション識別子交渉手順は本

標準の節 5.2.3.2 に記述される。

5.2.3　交　渉

5.2.3.1　呼提供におけるチャネル選択

5.2.3.1.1　ケースＡに固有の情報

　ケースＡにおいて、チャネル識別子情報要素に許容される唯一のコーディングは“チャネルなし”、

“変更不可”、Ｄチャネル選択表示“なし”である。もし、チャネル識別子情報要素が「呼設定」

(SETUP) メッセージにないか、またはその応答メッセージにもないとき、上記のコーディングが仮定され

る。

　その他のコーディングが使用されたとき、情報要素は無視され上記のコーディングが仮定される。理由

表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含む「状態表示」(STATUS)メッセージが返送されうる。

5.2.3.1.2　ケースＢに固有の情報

　ケースＢの場合、網は「呼設定」(SETUP) メッセージにチャネル識別子情報要素を必ず設定する。

　ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答として送出される「呼設定受付」(CALL

PROC) 、「呼出」(ALERT) 、または「応答」(CONN)メッセージにチャネル識別子情報要素を設定しなけ

ればならない。チャネル識別子情報要素の有効なコーディングは表５－３／ＪＴ－Ｑ９３３に示される。
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表５－３／ＪＴ－Ｑ９３３　着呼におけるチャネル識別子情報要素

　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)　　　　コーディング－ケースＢ

「呼設定」メッセージに表示されるチャネル

（網→ユーザ）

許容されるユーザの

応答

チャネル表示 チャネル変更不可表示 Ｄチャネル選択表示 （ユーザ→網）

変更可 なし Ci，Cj(注１)，Ck

Ｃｉ あり Ci，Cj(注１)，Ck，D

変更不可 なし Ｃｉ

あり Ｃｉ，Ｄ

変更可 なし Ｃｋ

チャネルなし あり Ｃｋ，Ｄ

変更不可 あり Ｄ

　Ｃｉ：指定された空きのＢ又はＨチャネル。

　Ｃｊ：指定されたものとは異なる任意の空きＢ又はＨチャネル。

　Ｃｋ：ユーザ制御下にありフレームモードで使用中の設定済Ｂ又はＨチャネル。

　Ｄ　：Ｄチャネル

　（注１）放送形式着呼への応答については、このコーディングは許されない。

　（注２）他のいかなるコーディングも無効である。

　（注３）Ｄチャネル選択表示の実際のコーディングは以下の通りである：

　　　　　なし→０，あり→１

　網は選択されたユーザからの「応答」 (CONN) メッセージに対して「応答確認」 (CONN ACK)メッセ

ージで応答する。網は応答する可能性のある端末に対して理由表示＃２６“選択されなかったユーザの切

断復旧”を含む「解放」(REL) メッセージを送出する。そして、網は選択されたチャネル上にフレームモ

ード呼を提供する。

　着呼のチャネル選択手順は発側で選択されたチャネルタイプとは独立である。すなわち、ユーザ速度と

利用可能な帯域幅に互換性があるならば、発側及び着側で任意のチャネルタイプの組み合わせが可能であ

る。

　使用されるチャネル交渉原則は表５－３／ＪＴ－Ｑ９３３に示される。

5.2.3.2　データリンクコネクション識別子交渉

　ケースＡの場合、手順はＲＦＨが常に「呼設定」(SETUP) メッセージのデータリンクコネクション識別

子情報要素を設定することを除いて本標準の節 5.1.3.2 の記述と同じである。

　ケースＢの場合、データリンクコネクション識別子情報要素が「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれ

る。データリンクコネクション識別子情報要素は以下の特定したＤＬＣＩを示す様にコーディングされ

る：

　 (1) 　変更不可ＤＬＣＩ。このオプションはチャネル識別子情報要素が「呼設定」(SETUP) メッセージ

に含まれ、以下のいずれかにコーディングされているときのみに許容される：

　　 (a) 　変更不可でＢ又はＨチャネルを指定し、Ｄチャネル選択表示が“なし”の場合
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　　 (b) 　変更不可でチャネルなしを指定し、Ｄチャネル選択表示が“あり”の場合

　 (2) 　変更可ＤＬＣＩ

　　（注）標準ＪＴ－Ｑ９２２で“フレームモード接続手順で使用するように割当てられる”と示された

ＤＬＣＩだけが割当てられる。

　ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージに対して最初の応答として返送される「呼設定受付」(CALL

PROC) 、「呼出」(ALERT) 、または「応答」(CONN)メッセージにデータリンクコネクション識別子情報

要素を設定する。ＤＬＣＩに指定された値は、この応答に含まれるチャネル識別子情報要素によって指定

されたチャネル上で使用可能である。

　もし、

　－「呼設定」(SETUP) メッセージのデータリンクコネクション識別子情報要素が“変更不可”にコーデ

ィングされている。または、

　－「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最初の応答メッセージの中のチャネル識別子情報要素でＤチ

ャネルが指定されており、この「呼設定」(SETUP) メッセージが放送形式データリンク上に送出され

たものである。

ならば、この応答で指定されるＤＬＣＩ値は「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれるＤＬＣＩ値と同じ

とすべきである。

5.2.3.3　パラメータ交渉

　「呼設定」(SETUP) メッセージの受信において、ユーザはサービス品質パラメータ値と他のリンクレイ

ヤコアパラメータ値の検査を行なう。

　ユーザは次の動作のいずれか一つを行うことができる：

　 (1) 　もし、指定されたサービス品質の提供が可能ならば、ユーザは呼を受け入れると共に同じパラメ

ータを持つ「応答」(CONN)メッセージを返送する。

　 (2) 　もし、指定されたサービス品質の提供は不可能であるが少なくとも許容できる最低のサービス品

質の提供が可能ならば、ユーザは指定されたサービス品質パラメータを調整した後、呼を受け入れ

ると共に「応答」(CONN)メッセージを返送する。この調整されたサービス品質パラメータは少な

くとも許容できる最低品質値以上である。

　 (3) 　もし、少なくとも許容できる最低のサービス品質の提供が不可能ならば、ユーザは呼を拒否し理

由表示＃４９“ＱＯＳ利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送する。

　　  「応答」(CONN)メッセージを返送することにより呼を受付けたときは、ユーザは要求値を下げる

ことにより、リンクレイヤコアパラメータ値を調整してもよい。

　上記に加えて、リンクレイヤプロトコルパラメータ（ＬＬＰＰ）が検査され以下の動作を行なう：

　 (1) 　フレームリレーベアラサービス

　　－ＬＬＰＰを受入れ可能ならば、「応答」(CONN)メッセージに指定されたＬＬＰＰが含まれる。

　　－ＬＬＰＰを受入れ不可能ならば、新たなＬＬＰＰを提案してこれを「応答」(CONN)メッセージに

設定する。

　いずれの場合でも、ＬＬＰＰは網により透過的に転送される。

　 (2) 　フレームスイッチベアラサービス

　　・ＬＬＰＰはローカルに交渉される。

　ＦＨ／ＲＦＨは「応答」(CONN)メッセージを受信すると、「応答確認」(CONN ACK)メッセージを返

送し、選択されたチャネル上に呼を設定することにより呼を受入れる。

　これらのパラメータ値は網により透過的に伝達され、「応答」(CONN)メッセージの発信側に通知しな
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ければならない。

5.3　フレームモードデータ転送フェーズプロトコル

　接続確認が受信されてから、実際のコネクションが設定されるまでの時間で遅延が生じる場合がある。

このため、データ転送を始める前にハンドシェイクで接続を確認する必要があるかもしれない。この確認

はユーザプレーンにおいて、エンド・エンドで行うことができる。

　フレームモードコネクションの設定において、フレームモードデータ転送フェーズの手順は以下の通り

である。

　 (1) 　フレームリレーベアラサービス

　　　　フレームモードプロトコルのコア仕様

　 (2) 　フレームスイッチベアラサービス

　　　　標準ＪＴ－Ｑ９２２

　フレームリレーベアラサービスの場合、リンクレイヤはユーザ間で操作されるリンクレイヤプロトコル

手順に従って設定、解放される。

5.4　呼切断復旧

フレームモードベアラサービスにおける呼切断復旧手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3 に基づく。

5.4.1　用　語

　フレームモード呼に対して、標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.1 の定義は拡張されて以下の様な形で適用さ

れる。

　－ＤＬＣＩが「接続された」

　　ＤＬＣＩがフレームモードコネクションで使用されている場合。

　－ＤＬＣＩが「切断された」

　　ＤＬＣＩがもはやフレームモードコネクションに使用されてはいないが（言い換えれば、フレームが

もはやそのＤＬＣＩを用いて転送されていない）、まだ新しいフレームモードコネクションには使用

できない場合。

　－ＤＬＣＩが「解放された」

　　ＤＬＣＩがもはやフレームモードコネクションに使用されておらず、新しいフレームモードコネクシ

ョンに使用できる場合。

5.4.2　例外状態

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.2 に述べられた例外状態に加えて、フレームモード呼に対するＤＬＣＩ交

渉の不成功による呼の終結は、理由表示＃６“チャネル利用不可”の設定された「解放」(REL) メッセー

ジにより行われる。標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.2 の(b) 、(d) はケースＡにおけるフレームモード呼には

適用されない（しかし、ベースとなる回線交換モード呼に対しては適用される）。

5.4.3　ユーザにより起動される切断復旧

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.2 が以下の様にフレームモード呼に適用される。

　 (1) 　ユーザは「切断」(DISC)メッセージを送ったときＤＬＣＩを切断する。Ｂチャネルを使ったケー

スＢの場合、その他のフレームモード呼がそのＢチャネル上になく、物理レイヤコネクションが半

固定的に設定されていないならば、Ｂチャネルも切断される。
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　 (2) 　「切断」(DISC)メッセージを受信すると、網はＤＬＣＩを切断する。Ｂチャネルを使ったケース

Ｂの場合、その他のフレームモード呼がそのＢチャネル上になく、物理レイヤコネクションが半固

定的に設定されていないならば、Ｂチャネルも切断される。

　 (3) 　「解放」(REL) メッセージを受信すると、ユーザは呼番号に加えてＤＬＣＩを解放する。Ｂチャ

ネルが (1)のように切断されているとき、Ｂチャネルも解放される。

　 (4) 　「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信すると、網は呼番号に加えてＤＬＣＩを解放する。

Ｂチャネルが (2)のように切断されているとき、Ｂチャネルも解放される。

　ケースＡコネクションの場合、ベースとなる回線交換コネクションの切断復旧は、その中にフレームモ

ードコネクションが一つもないとき、標準ＪＴ－Ｑ９３１切断復旧手順を使ってユーザまたはフレームハ

ンドラにより起動される。

5.4.4　網により起動される切断復旧

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.4.2、節 5.3.4.3 が以下の様にフレームモード呼に適用される。

　 (1) 　網は「切断」(DISC)メッセージを送ったときＤＬＣＩを切断する。Ｂチャネルを使ったケースＢ

の場合、その他のフレームモード呼がそのＢチャネル上になく、物理レイヤコネクションが半固定

的に設定されていないならば、Ｂチャネルも切断される。

　 (2) 　「切断」(DISC)メッセージを受信すると、ユーザはＤＬＣＩを切断する。Ｂチャネルを使ったケ

ースＢの場合、その他のフレームモード呼がそのＢチャネル上になく、物理レイヤコネクションが

半固定的に設定されていないならば、Ｂチャネルも切断される。

　 (3) 　「解放」(REL) メッセージを受信すると、網は呼番号に加えてＤＬＣＩを解放する。Ｂチャネル

が (1)のように切断されているときはＢチャネルも解放される。

　 (4) 　「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信すると、ユーザは呼番号に加えてＤＬＣＩを解放す

る。Ｂチャネルが (2)のように切断されているときはＢチャネルも解放される。

　ケースＡコネクションの場合、ベースとなる回線交換コネクションの切断復旧は、その中に活性化され

たフレームモードコネクションが一つもないとき、標準ＪＴ－Ｑ９３１切断復旧手順を使ってユーザまた

はフレームハンドラにより起動される。

5.5　初期設定手順

　フレームモードベアラサービスの初期設定手順は、通常標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.5 の手順に従う。

5.5.1　ケースＡ

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.5 の手順は、回線交換モードアクセスコネクションに適用される。ベアラチ

ャネルが初期設定手順によって解放される場合、（関連した呼番号やＤＬＣＩ値をもった）そのベアラチ

ャネル上の全てのフレームモードコネクションは、後述の節 5.7 と同様な方法で解放される。標準ＪＴ－

Ｑ９３１の初期設定手順は、半固定的に確立されたベアラチャネルには適用されない。それゆえ、半固定

コネクション（図２－１／ＪＴ－Ｑ９３３参照）のどの場合においても初期設定手順はフレームモード呼

に影響しない。

　（注）ＤＬＣＩ＝０を用いたベアラチャネルに関する初期設定は、行わない。

5.5.2　ケースＢ

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.5 の手順は、フレームモード呼を考慮して拡張される。

　グローバル呼番号を持ち、フレームモード呼をサポートする一つあるいはそれ以上のチャネルまたはイ
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ンタフェースを表示している「初期設定」(REST)メッセージがＤＳＳ１プロトコルコントロールエンティ

ティに受け取られた時に、指定されたチャネルまたはインタフェース上にあるすべてのフレームモード呼

の内部切断復旧手順を開始する。

　特に、おのおのの呼に関連したレイヤ２エンティティ（フレームリレーの場合、コア仕様）は以下のこ

とを行う。

　－フレーム送出を停止する。

　－フレームモードコネクションが切断されたことを高位レイヤへ表示する。

　－ＤＬＣＩ値を解放する。

　切断復旧された各フレームモード呼に関して、ＤＳＳ１フレームモードプロトコルコントロールエンテ

ィティは以下のことを行う。

　－フレームモード呼を空き状態へ戻す。

　－呼番号を解放する。

　－表示されたＢチャネルを使用している他のフレームモード呼がなく、さらにＢチャネルが半固定でな

ければ、Ｂチャネルを解放された状態（標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 5.3.1 参照）へ戻す。

　特定チャネルやインタフェースに関連した全ての呼が切断復旧された場合、これらの手順や標準ＪＴ－

Ｑ９３１の節 5.5.2 の手順のどちらかにおいて、「初期設定確認」(REST ACK)メッセージは送出される。

5.6　呼衝突

　標準ＪＴ－Ｑ９３１手順が使用される。

　与えられたインタフェースにおいて、異なる呼のために同じＤＬＣＩの使用を試みるときはいつでも、

着呼に優先権が与えられる。

5.7　エラー状態の扱い

　一般に標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順が使用される。

　ケースＡコネクションが、その中のフレームモードコネクションの解放に先立って解放された場合、ユ

ーザは回線交換チャネル上のフレームモードコネクションの解放の責任を負う。

しかし、ユーザがフレームモードコネクションの解放に失敗した場合は、リモートユーザへのフレーム

モードコネクションの解放はＲＦＨの責任である。

標準ＪＴ－Ｑ９３３ケースＡはグローバル呼番号を提供しない。グローバル呼番号に関連するいくつか

のエラー状態があり、それは以下のように扱われる。

以下のケースが挙げられる。

(1)  グローバル呼番号を含む「状態表示」(STATUS)メッセージを受信したとき、「状態表示」

(STATUS)メッセージに対して何の動作もしない。

(2)  グローバル呼番号を含むメッセージを受信したとき、理由表示＃８１“無効呼番号値使用”を含

む「状態表示」(STATUS)メッセージを返す。呼番号はそのグローバル呼番号でコーディングされ、

呼状態はＲＥＳＴ０でコーディングされる。

5.8　システムパラメータリスト

　インタフェースの網側及びユーザ側におけるタイマの記述は、標準ＪＴ－Ｑ９３１の９章に記述される。

5.8.1　網側タイマ

　網側タイマは表９－１／ＪＴ－Ｑ９３１に記述される。標準ＪＴ－Ｑ９３３で用いられるタイマは以下

の通りである。



ＪＴ－Ｑ９３３ － 62 －

　Ｔ３０１，Ｔ３０３，Ｔ３０５，Ｔ３０８，Ｔ３０９，Ｔ３１０，Ｔ３１２，Ｔ３２２。

5.8.2　ユーザ側タイマ

　ユーザ側タイマは表９－２／ＪＴ－Ｑ９３１に記述される。標準ＪＴ－Ｑ９３３で用いられるタイマは

以下の通りである。

　Ｔ３０１，Ｔ３０３，Ｔ３０５，Ｔ３０８，Ｔ３０９，Ｔ３１０，Ｔ３１３，Ｔ３２２。

　タイマＴ３０５，Ｔ３０８とＴ３１３は全てのユーザ側インプリメントにおいて、必須である。
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付属資料Ａ：パーマネントバーチャルコネクション（ＰＶＣ）状態管理のための付加手順

               （非番号制情報フレームを使用）

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に対する）

　本付属資料は、ＰＶＣの障害通知の手段や、同様の状態からの復旧通知について記述する。ＰＶＣのみ

サポートするケースＡの場合、レイヤ２の非確認形モードを使用して、本付属資料で述べられている手順

が適用可能である。これらの手順はＰＶＣをサポートするユーザ装置による起動が可能であり、非番号制

情報（ＵＩ）フレームのみ転送する。オプションとして、網が双方向状態問い合わせをインプリメントし

ている場合は、網がこの手順を起動する事が可能となる。本付属資料はケースＡ（インチャネル信号を使

用）においてのみ適用される。これらの手順は（保守やマネジメントよりは）運用のためにのみ使用する

事を目的とする。

　同じインタフェース上でスイッチトフレームモードバーチャルコネクション（ＳＶＣ）とパーマネント

フレームモードバーチャルコネクションの共存が必要な場合も本付属資料の手順が使用される。

　これらの手順は以下のものを含む。

(1)ＰＶＣの追加通知

(2)ＰＶＣの削除検出

(3)設定されたＰＶＣが動作可能か不可能かの通知

　－動作不可能とはＰＶＣは設定されるが、使用できないことを意味する。

　－動作可能とはＰＶＣを使用することが可能であることを意味する。

(4)リンク完全性確認

（注）ＰＶＣの動作の付加手順は今後の標準のテーマになるであろう。

　レイヤ３のメッセージはポールビットを０にセットし、ＤＬＣＩ＝０のレイヤ２の非番号制情報フレー

ム（標準ＪＴ－Ｑ９２２に定義されている）を使用してベアラチャネル上を転送される。順方向明示的輻

輳通知、逆方向明示的輻輳通知、および廃棄可能表示は転送時０にセットされるべきである。

A.1　ＰＶＣ状態のために使用されるメッセージ

　フレームリレーサービスにおいてサポートするＰＶＣのダミー呼番号を使用するメッセージは「状態表

示」（STATUS）と「状態問合」（STATUS ENQ）である。ＰＶＣ状態のために使用されるメッセージは

ＤＬＣＩ＝０でダミー呼番号（標準ＪＴ－Ｑ９３１　節 4.3 参照）を使用して送出される。

A.1.1　「状態表示」（STATUS）

　本メッセージはＰＶＣ、あるいはリンク完全性確認状態を表す「状態問合」（STATUS ENQ）メッセー

ジの応答として送出される。オプションとして単一ＰＶＣの状態を非同期に表示する時にはいつでも送出

される。
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「状態表示」（STATUS）メッセージ内容

　メッセージ種別：状態表示

　定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2   両方向     Ｍ     １

呼番号   4.3   両方向     Ｍ     １

メッセージ種別   4.4   両方向     Ｍ     １

レポート種別   A.3.1   両方向     Ｍ     ３

リンク完全性確認   A.3.2   両方向 Ｏ (注１）     ４

ＰＶＣ状態  （注２)   A.3.3   両方向 Ｏ (注３） ５－７（注２）

（注１）レポート種別がフル状態表示、あるいはリンク完全性確認のみであるならば必須である。オプシ

ョンの非同期の「状態表示」（STATUS）メッセージ（レポート種別が単一のＰＶＣの非同期の

状態表示）には含まれない。

（注２）フル状態表示メッセージの場合には含まれる。これはベアラチャネル上の全てのＰＶＣの状態を

含む「状態表示」（STATUS）メッセージである。そのベアラチャネル上に設定されるそれぞれ

のＰＶＣごとに一つのＰＶＣ状態情報要素がある。ＰＶＣ状態情報要素はＤＬＣＩの昇順により

メッセージに整理される。最も低位のＤＬＣＩを持つＰＶＣが１番目になり、２番目に低位のＤ

ＬＣＩは２番目となり以後同様に続く。メッセージが表示可能なＰＶＣの最大数は最大フレーム

サイズにより制限される。オプションの非同期の「状態表示」（STATUS）メッセージは単一の

ＰＶＣ状態情報要素を含む。

（注３）レポート種別情報要素がフル状態表示、あるいは単一ＰＶＣの非同期の状態表示で、かつベアラ

チャネルがＰＶＣ構成を持つときは必須である。

A.1.2　「状態問合」（STATUS ENQuiry）

　本メッセージはＰＶＣの状態を要求する、あるいはリンク完全性確認をする為に送出される。「状態問

合」（STATUS ENQ）メッセージに対する応答で「状態表示」（STATUS）メッセージの送出は必須であ

る。

「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージ内容

　メッセージ種別：状態問合

　定義区間　　　：ローカル

方向　　　　　：両方向

情　報　要　素 参　照 方　向 種　別 情　報　長

プロトコル識別子   4.2 両方向 Ｍ １

呼番号   4.3 両方向 Ｍ １

メッセージ種別   4.4 両方向 Ｍ １

レポート種別   A.3.1 両方向 Ｍ ３

リンク完全性確認   A.3.2 両方向 Ｍ ４



－ 65 － ＪＴ－Ｑ９３３

A.2　情報要素

A.2.1　プロトコル識別子

　標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.2 参照

A.2.2　呼番号

　ダミー呼番号値は、これらの手順により使用される。標準ＪＴ－Ｑ９３１の節 4.3 参照

A.2.3　メッセージ種別

　節 4.4 参照

A.3　情報要素

A.3.1　レポート種別

　レポート種別情報要素の目的は、「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージあるいは「状態表示」

（STATUS）メッセージの内容に含まれて要求される問い合わせの種別を表示することである。この情報

要素長は３オクテットである。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

レポート種別

０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ １

情報要素識別子

レポート種別内容長 ２

レポート種別 ３

レポート種別（オクテット３）

　　ビット

    ８７６５　４３２１

    ００００　００００  フル状態表示（ベアラチャネル上の全てのＰＶＣの状態）

    ００００　０００１  リンク完全性確認のみ

    ００００　００１０  単一ＰＶＣの非同期の状態表示（「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの

場合には使用不可）

　　上記以外　　　　　　予約済

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３３　　レポート種別情報要素

              　  　　　　　 (ITU-T Q.933)

A.3.2　リンク完全性確認

　リンク完全性確認情報要素の目的は、一定周期で網とユーザ装置間のシーケンス番号を交換することで

ある。この情報要素長は４オクテットである。
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

リンク完全性確認

０ １ ０ １ ０ ０ １ １ １

情報要素識別子

リンク完全性確認内容長 ２

送信シーケンス番号 ３

受信シーケンス番号 ４

送信シーケンス番号（オクテット３）

　メッセージ発信側の現在の送信シーケンス番号。２進符号コーディングである。

受信シーケンス番号（オクテット４）

最後に受信したメッセージに含まれる送信シーケンス番号。２進符号コーディングである。

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９３３　  リンク完全性確認情報要素

              　   　　　  (ITU-T Q.933)

A.3.3　ＰＶＣ状態

　ＰＶＣ状態情報要素の目的は、ベアラチャネルに存在するＰＶＣの状態を表示することである。この情

報要素は、ベアラチャネルの全てのＰＶＣの状態を表示するためメッセージ内で必要数繰り返される。こ

の情報要素長は、チャネル上で使用されているＤＬＣＩの長さに依存する。デフォルトアドレスフォーマ

ット（２オクテット）を使用しているとき、この情報要素長は、５オクテットになる。

（注）単一ＰＶＣの非同期の状態表示のサポートは、検討課題である。
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（注１）オクテット３のビット６はデータリンクコネクション識別子の中で最上位ビットである。

（注２）アドレス拡張オクテットがインプリメントされる時、図４－３／ＪＴ－Ｑ９３３に与えられる構

造（オクテット３ｂと３ｃ）が適用される。

　データリンクコネクション識別子（オクテット３のビット６からビット１とオクテット３ａのビット７

からビット４）

　データリンクコネクション識別子は２進符号でコーディングされる。

新規（オクテット４）

　　ビット

      ４

      ０　  ＰＶＣは既に与えられている。

      １　  ＰＶＣは新規である。

（注）このビットは単一ＰＶＣの非同期の状態表示では無効である。

削除（オクテット４）

　　ビット

　　　３

      ０　  ＰＶＣは設定されている。

      １　  ＰＶＣは削除される。

（注１）削除ビットは、オプションの単一ＰＶＣの非同期状態表示によるタイムリーな通知の

ためにのみ適用する。

（注２）このビットが１に設定されるとき、新規およびアクティブビットは意味を持たず０に設定される。

新規またはアクティブビットが意味を持ち１に設定されるとき、削除ビットは０に設定される。

アクティブ（オクテット４）

　　ビット

      ２

ＰＶＣ状態
 ０      １      ０      １      ０      １      １      １

情報要素識別子

ＰＶＣ状態内容長

 ０      ０          データリンクコネクション識別子
拡張    予備               （上位の６ビット）

 １   データリンクコネクション識別子     ０      ０      ０
拡張    （2 番目に上位の４ビット）              予備

 １　　　０      ０      ０                              ０
拡張           予  備           新規    削除   ｱｸﾃｨﾌﾞ  ﾘｻﾞｰﾌﾞ

１

２

３  ( 注１)

３a ( 注２)

４

　　８　　　７　　　６　　　５　　　４　　　３　　　２　　　１　　オクテット
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      ０  　ＰＶＣは動作不可能である。

      １  　ＰＶＣは動作可能である。

（注）ＰＶＣ状態情報要素中の本ビットが０にセットされるならば、エンドユーザは明記されたＰＶＣの

使用をやめるべきである。網はＰＶＣが動作できないと判断するとき、このビットを０に設定する。

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９３３　　デフォルト２オクテットアドレスに対する

      　　　　　　　 (ITU-T Q.933)  　　　　ＰＶＣ状態情報要素

A.4　手　順

　以下の手順では、ＰＶＣの状態を決めたり、リンクの完全性を確認するために、周期ポーリング方式を

使用する。

A.4.1　周期ポーリング

　ユーザ装置は以下のようにポーリングを開始する。手順が網側から開始されるオプションの場合は、節

A.6 に記述されるように類似した手順がシーケンス番号の管理に適用される。

　もし網に双方向手順がインプリメントされているならば、以下の手順に準じて、網は「状態問合」

（STATUS ENQ）メッセージを使用し、ユーザは「状態表示」（STATUS）メッセージで応答しなければ

ならない。

(1) Ｔ３９１秒毎に、ユーザ装置は「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージを網に送出しポーリングタ

イマ（Ｔ３９１）をリセットする。これらメッセージの間隔であるＴ３９１をポーリング間隔と呼ぶ。

(2)　「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージは、通常はリンク完全性確認の交換のみ要求する（レポー

ト種別“0000 0001”）。Ｎ３９１回のポーリングサイクル毎に、ユーザ装置は全ＰＶＣのフル状態表

示を要求する（レポート種別“0000 0000”）。

(3) 網は、個々の「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージに対し、「状態表示」（STATUS）メッセー

ジで応答し、Ｔ３９２タイマをリセットする。このタイマは網で誤り検出に使用される（節 A.5 参照）。

もし、「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージがフル状態表示を要求していれば、フル状態表示を明

示したレポート種別の「状態表示」（STATUS）メッセージで応答しなければならない。「状態問合」

（STATUS ENQ）メッセージの応答として送出される「状態表示」（STATUS）メッセージには、リン

ク完全性確認情報要素とレポート種別情報要素を含む。もしレポート種別情報要素がフル状態表示を示

していれば、「状態表示」（STATUS）メッセージは、ベアラチャネル上に設定された個々のＰＶＣ毎

にＰＶＣ状態情報要素を含まなければならない。

(4) ユーザ装置は、レポート種別に応じて「状態表示」（STATUS）メッセージを分析しなければならな

い。網は、ＰＶＣ状態が変化した場合や、該ベアラチャネル上に新規ＰＶＣが追加されたことを報告す

るために、どんな「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージに対してもフル状態表示メッセージで応答

してもよい。フル状態表示メッセージが使用された場合は、ユーザ装置は個々のＰＶＣの状態を更新す

べきである。

(5) ユーザ装置は、以前報告されたＰＶＣがフル状態表示メッセージから省略された場合、該ＰＶＣがベ

アラチャネル上には提供されていないと解釈しなければならない。

（注）オプションである単一ＰＶＣの非同期な「状態表示」（STATUS）メッセージは、周期ポーリング

手順に含まれない。
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A.4.2　リンク完全性確認

　リンク完全性確認情報要素の目的は、網やユーザ装置にインチャネル信号リンク（ＤＬＣＩ＝０）の状

態を決定させることである。節 A.4 の手順がレイヤ２の非番号制情報（ＵＩ）フレームを使用するため、

リンク完全性確認が必要である。

　ユーザと網は次の内部カウンタを維持する。

　－送信シーケンスカウンタは、最後に送信されたリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号領域

の値を維持している。

　－受信シーケンスカウンタは、最後に受信したリンク完全性確認情報要素の送信シーケンス番号領域の

値を維持し、次に送信する受信シーケンス番号領域に設定されるべき値を維持する。

　以下の手順が使用される。

　(1)　メッセージが交換される前に、網とユーザ装置は送信シーケンスカウンタと受信シーケンスカウン

タを０に設定する。

　(2)　ユーザ装置は「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージを送信する際に、送信シーケンスカウンタ

を１増加し、その値を送信シーケンス番号領域に設定する。同時に現在の受信シーケンスカウンタ値

をリンク完全性確認情報要素の受信シーケンス番号領域に設定する。ユーザ装置は、モジュロ２５６

を使用して送信シーケンスカウンタを１増加する。値０はスキップされる。

　(3)　網がユーザ装置から「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージを受信すると、網はユーザ装置から

受信した受信シーケンス番号を、送信シーケンスカウンタと照合する。エラー状態の扱いは節 A.5 に

記述する。

　　　受信した送信シーケンス番号は受信シーケンスカウンタに蓄積される。そして網は送信シーケンス

カウンタを１増加し、現在の値を送信シーケンス番号領域に設定し、受信シーケンスカウンタの値

（最後に受信した送信シーケンス番号）を、送出するリンク完全性確認情報要素の受信シーケンス番

号領域に設定する。そして網は、完成した「状態表示」（STATUS）メッセージをユーザ装置に返す。

網は送信シーケンスカウンタをモジュロ２５６で１増加する。値０はスキップされる。

　(4)　ユーザ装置は「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージに応答して網から送出された「状態表示」

（STATUS）メッセージを受信すると、ユーザ装置は網から送信された受信シーケンス番号を送信シ

ーケンスカウンタと照合する。エラー状態の扱いは節 A.5 に記述する。受信した送信シーケンス番号

は受信シーケンスカウンタに蓄積される。

（注）受信シーケンス番号０は領域の中身が未定義であることを示し、この値は通常初期化直後のみ使用

される。通常のモジュロの折り返しと未定義状態を区別するため、受信シーケンス番号が０を含ま

ないよう送信シーケンス番号０は使用してはいけない。

A.4.3　新規ＰＶＣの報告

　周期ポーリングの機能の一つとして、フル状態表示メッセージを利用することによる、新規追加ＰＶＣ

のユーザ装置への通知がある。フル状態表示メッセージを利用したＰＶＣ報告手順は、ユーザ装置が検出

することなしに、網がＰＶＣを削除し同一ＤＬＣＩを使用した新規追加ができないことを保証する。ＰＶ

Ｃ報告手順は以下の通りである。

(1) 新規ＰＶＣが追加されると、網は、フル状態の「状態表示」（STATUS）メッセージ内の該ＰＶ

Ｃ状態情報要素内の新規ビットを１に設定する。
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　(2)　網は、送信シーケンスカウンタ（すなわち最後の「状態表示」（STATUS）メッセージで送出され

た送信シーケンス番号）と等しい受信シーケンス番号を含んだ「状態問合」（STATUS ENQ）メッセ

ージを受信するまでは、ＰＶＣ状態情報要素中の新規ビットをクリアしてはいけない。

　(3)　ユーザ装置は、未知のＤＬＣＩを示し新規ビットが１に設定されたＰＶＣ状態情報要素を含みフル

状態表示のメッセージを受信した場合、ユーザ装置はこのＰＶＣを新規と記録し、ＰＶＣリストに追

加する。

（注）新規ＰＶＣの報告手順は、非同期の「状態表示」（STATUS）メッセージにはサポートされない。

A.4.4　ＰＶＣ有効性の報告

　ユーザ装置は、設定されているＰＶＣの状態変化を検出するため、ＰＶＣ状態メッセージを使用する。

節 A.4.1 に記述したようにＮ３９１回のポーリング周期毎にユーザ装置は、フル状態表示のレポート種別

を持った「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージを送信する。網はベアラチャネル上に設定された個々

のＰＶＣのＰＶＣ状態情報要素を含んだ「状態表示」（STATUS）メッセージを応答する。個々のＰＶＣ

状態情報要素は、該ＰＶＣが有効か無効かを示すアクティブビットを含む。

　アクティブビット値をもとにしたユーザ装置の動作は、新規ビットをもとにした動作とは独立である。

ユーザ装置は、新規ビットが１、アクティブビットが０に設定されたＰＶＣ状態情報要素を得るかもしれ

ない。

　ユーザ装置は、アクティブビットが０のＰＶＣ状態情報要素を受信すると、アクティブビットが１のＰ

ＶＣ状態情報要素を受信するまでは、該ＰＶＣへのフレーム送出を停止しなければならない。ユーザ装置

の他のアクションは、インプリメントに依存する。

　網がＰＶＣを有効状態にするまでの時間と、これをユーザ装置に通知するＰＶＣ状態情報要素を送出す

るまでの時間に遅延が存在するため、ユーザ装置は無効とされているＰＶＣからフレームを受信する可能

性がある。ユーザ装置の、無効ＰＶＣ上で受信したフレームに対するアクションは、インプリメントに依

存する。

　網がＰＶＣ無効を検出するまでの時間と、これをユーザ装置に通知するＰＶＣ状態情報要素を送出する

までの時間に遅延が存在するため、網は、無効ＰＶＣからフレームを受信する可能性がある。網の、無効

ＰＶＣ上で受信したフレームに対するアクションは、インプリメントに依存し、無効ＰＶＣ上のフレーム

を廃棄する場合もある。

　網がアクティブビットを０に設定する状態は、以下の節を参照すること。

A.5　エラー状態

　フレームリレー網とユーザ装置は、周期的なポーリングにより提供される情報を誤り監視のために使用

する。網とユーザ装置は以下のエラー状態を検出する。

－インチャネル信号リンク（ＤＬＣＩ＝０）の信頼性エラー。（すなわち、「状態表示」（STATUS）

／「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの未受信またはリンク完全性確認情報要素中の無効シー

ケンス番号。）

－信号リンクプロトコルエラー。節 5.7 参照（すなわち、プロトコル識別子、メッセージ種別、呼番号

および必須情報要素エラー）。これらのエラーを含むメッセージ（シーケンス番号を含む）を無視す

る。

（注）もしユーザまたは網が認めていないメッセージを受信したときに１回目のエラーを数えるならば、

「状態表示」（STATUS）または「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの未受信で２回目のエ
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ラーを数えるため、ユーザまたは網は同じエラーを２度数えることとなり、ユーザまたは網のエラ

ー数は実際よりも大きくなる。このケースではエラーを数えるべきではない。

　エラーはイベントの内容およびタイミングの異常として検出される。網とユーザ装置はこの小節で記述

されないエラー（例：各ＰＶＣでのレイヤ１エラー、フレームチェックシーケンスエラー、プロトコルエ

ラー）に対しても検出し、動作する。

A.5.1　網動作エラー

網は網内でサービスに影響を与える状態（ここでは定義しない）を検出した場合、アクティブビットを

０にする。

網は以下の信頼性エラーに出会ったときエラー回数を１増加する。

－再スタートしたＴ３９２の結果として、Ｔ３９２以内に「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージ未

受信

－リンク完全性確認情報要素の内容の無効。これは無効受信シーケンス番号から成る。

　　受信した受信シーケンス番号が最後に送信した送信シーケンス番号に等しくない時その番号は有効で

はない。節 A.4.2 に手順を示す（その結果として、受信した送信シーケンス番号は処理され、ユーザ

に「状態表示」（STATUS）メッセージを受信させる。エラー回数は１増加される。）レポート種別

の要求に答えてＴ３９２を再スタートする。

信号リンクプロトコルエラーが起こればユーザはそのメッセージ全体を無視する。その結果としてＴ３９

１は満了し、ユーザはエラー回数を１増加させる。

A.5.2　ユーザ装置動作エラー

ユーザ装置はユーザ・網インタフェースで以下のエラーを検出する。

－レポート種別がフル状態表示に設定された「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの応答として、

レポート種別がリンク完全性確認に設定された「状態表示」（STATUS）メッセージを受信したとき、

そのメッセージは無視される。Ｔ３９１の満了でユーザはエラー回数を１増加する。

－非同期に「状態表示」（STATUS）メッセージを受信し、そのレポート種別がフル状態表示またはリ

ンク完全性確認に設定されているとき、そのメッセージは無視されエラー回数は１増加される。

　－「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージ送信後のポーリング間隔（Ｔ３９１以内）で、フル状態表

示またはリンク完全性確認と等しいレポート種別を持った「状態表示」（STATUS）メッセージ未受

信。Ｔ３９１の満了でエラー回数を１増加する。

（注）もしフル状態表示要求の「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの応答がない場合には、ユーザ

は再びフル状態表示を要求する。

　－リンク完全性確認情報要素の内容の無効。これは無効受信シーケンス番号から成る。受信した受信シ

ーケンス番号が最後に送信した送信シーケンス番号に等しくない時その番号は有効ではない。このエ

ラーを含んだメッセージを無視する。その結果としてＴ３９１は満了しユーザはエラー回数を１増加

する。

（注１）無効な受信シーケンス番号を含む「状態表示」（STATUS）メッセージの送信シーケンス番号を

使用することは、無視されたフル状態表示レポートを含んだ「状態表示」（STATUS）メッセー

ジをユーザが確認したことになる。（すなわち、新規ビットと削除状態の確認）



ＪＴ－Ｑ９３３ － 72 －

（注２）非同期の「状態表示」（STATUS）メッセージは、与えられたポーリング間隔で要求された「状

態表示」（STATUS）メッセージとはみなさない。

　上に述べたエラー状態に加えて、信号リンクプロトコルエラーが起こればユーザはそのメッセージ全体

を無視する。その結果としてＴ３９１は満了し、ユーザはエラー回数を１増加させる。

　レイヤ２でのフレームの損失（例：ＣＲＣエラー）は「状態表示」（STATUS）または「状態問合」

（STATUS ENQ）メッセージ未受信により検出される。

　イベントは「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの送信として定義される。

　ユーザ・網インタフェースでサービスに影響を与える状態を検出した場合は、ユーザ装置はベアラチャ

ネル上のすべてのＰＶＣのフレーム転送を中止すべきである。ユーザ装置はサービスの回復を検出するた

めに、リンク確認手順が引き続き行われるべきである。サービスに影響を与える状態の決定方法の一つは

最新のＮ３９３回のイベントにおいてＮ３９２回以上のエラーを検出することによる。ユーザ装置もまた

サービスに影響を与える状態を検出するために他の方法を用いても良い。

　ユーザ装置はサービスに影響を与える状態が一掃されたことを検出したとき、ベアラチャネル上の通信

中ＰＶＣを通常動作に回復する。サービス回復を検出する一つの方法はイベントがＮ３９２回連続してエ

ラーなしで起こることを検出することによる。

　この手順はインチャネル信号リンク（ＤＬＣＩ＝０）での問題を検出し、個々のＰＶＣでの問題を検出

しない。

　ユーザ装置が現在定義されていないＰＶＣに対し、ＰＶＣ状態情報要素を受信し新規ビットが０に設定

されたら、ユーザ装置はこれをエラーとして記録し、そのＰＶＣを動作可能ＰＶＣに加える。ユーザ装置

によって取られる他のアクションはインプリメントに依存する。

　ユーザ装置が現在使用しているＰＶＣのＰＶＣ状態情報要素が存在しないフル状態表示の「状態表示」

（STATUS）メッセージをユーザ装置が網から受信したら、ユーザ装置はＰＶＣのリストからそのＰＶＣ

を取り除く。

A.6　双方向網手順（オプション）

ＵＮＩの双方向手順はユーザと網にとってオプションである。これらの手順の使用はユーザと網の双方

で合意されるべきである。

双方向手順とは、ベアラチャネル上で対称な動作が行われることを意味する。そのベアラチャネルの両

端では付属資料Ａで定義されたユーザ側手順と網側手順の両方が動作している。

与えられたベアラチャネル毎に以下に示す二組のローカルインチャネル信号パラメータが管理される。

　・ユーザ側手順－Ｔ３９１、Ｎ３９１、Ｎ３９２、Ｎ３９３

　・網側手順－Ｔ３９２、Ｎ３９２、Ｎ３９３

　一組のパラメータは、網またはユーザ装置がポーリングメッセージ（「状態問合」（STATUS ENQ）メ

ッセージ）を送信するユーザ側手順を提供するときに使用される。もう一組のパラメータは、網またはユ

ーザ装置が各ポーリングメッセージへの応答（「状態表示」（STATUS）メッセージ）を送信する網側手

順を提供するときに使用される。

ベアラチャネルの両端はＴ３９１に基づく「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージの送信を開始する

ことが要求される。フル状態表示レポートはＮ３９１（デフォルト６）回のポーリングサイクル毎に要求

される。この周期ポーリング手順は節 A.4.1 と節 A.4.2 に記述する。

それが最初に活性化されたとき、ユーザ装置（または網）はそのベアラチャネルが動作中ではないとみ

なす。ユーザ装置（または網）はベアラチャネル上で以下のイベントの一つを検出したとき、そのベアラ

チャネルが動作中であるとみなす。
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　・Ｎ３９３回連続する正当なポーリングサイクル。

　・あるいは、一回の正当なポーリングサイクル。つまり、もし最初のポーリングサイクルでシーケンス

番号の正当な交換が成立したならば、そのベアラチャネルは動作中であるとみなす。もし最初のポーリ

ングサイクルがエラー状態ならば、ローカルインタフェースで正当なポーリングサイクルがＮ３９３回

連続するまでそのベアラチャネルは動作中ではないとみなす。

その後（一度動作中であると見なしたあと）、ユーザ・網インタフェースでサービスに影響を与える状

態（節 A.5 参照）を検出した場合そのベアラチャネルは動作中ではないと見なし、そしてサービスの復旧

を検出した場合それは動作中であるとみなす。

網は以下の基準すべてを満たす場合に限りローカルユーザにＰＶＣの動作可能を報告する（すなわち、

アクティブビット＝１）。

(1)ＰＶＣは網に設定されている。

(2)上に明示したように、網はベアラチャネルが動作中であるとみなす。

(3)ＰＶＣが網内で動作中である（すなわち、網内またはリモートのユーザ・網インタフェースにおいて

サービスに影響を与える状態がない）。

(4)双方向手順のサポートが要求されているとき、リモートのユーザがＰＶＣ状態情報要素のアクティブ

ビット＝１に設定することによりＰＶＣの動作可能を報告している。

これらの基準すべてを満たさないときには、ＰＶＣ状態情報要素のアクティブビットは０に設定される。

ユーザが送信したＰＶＣ状態情報要素のアクティブビット表示は、網からそのＰＶＣに関係するリモー

トユーザのほうへ伝えられる（上に示した四点と関連させて）。

ユーザが送信したフル状態表示メッセージのＰＶＣ状態情報要素の有無は、ベアラチャネル上にユーザ

のＤＬＣＩが存在するかしないかを示している。

ユーザが送信したフル状態表示レポートは、ベアラチャネル上にユーザ装置に設定されている個々のＰ

ＶＣごとに一つのＰＶＣ状態情報要素を含まなければならない。網はベアラチャネル上に網によって設定

されている個々のＰＶＣの動作可能状態を更新する。そして、フル状態表示レポートから以前に報告され

たＰＶＣが省略されたことで、そのＰＶＣはユーザ端末によってベアラチャネル上にもはや設定されてい

ないと解釈する。ユーザによるＰＶＣの設定の除去は、必ずしも網またはリモートユーザがその設定を除

去する原因にはならない。

網はユーザがフル状態表示レポートからＰＶＣ状態情報要素を削除したことを検出したとき、網によっ

てそのＰＶＣに関係するリモートユーザに動作不可能状態が伝えられる（すなわち、ＰＶＣ状態情報要素

のアクティブビット表示は０である）。

節 A.5.1 に記述する網動作エラー状態は網側手順に適用する。節 A.5.2 に記述するユーザ装置動作エラ

ーはユーザ側手順に適用する。
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A.7　システムパラメータ

　以下の表はこれらの手順で記述される構成パラメータに対する許容値を要約したものである。デフォル

ト値以外のパラメータ値は加入時のオプションである。

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３３　　システムパラメータ　（カウンタ）

                      (ITU-T Q.933)

ｶｳﾝﾀ 記　　　述 範　囲 ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 使 用 法 ユーザまたは網

N391 フル状態表示（すべてのＰＶ

Ｃの状態表示）ポーリングカ

ウンタ

1-255 ６ ポーリング周

期

ユーザと網

N392 エラースレッシュホルド 1-10 ３ エラー 両方

N393 監視イベントカウンタ 1-10 ４ イベント 両方

（注１）　Ｎ３９２はＮ３９３以下にすべきである。

（注２）　Ｎ３９３がＮ３９１よりずっと小さい値に設定される場合、ユーザ装置または網に通知されず

にリンクはエラー状態に遷移し、そして回復することがある。

（注３）　Ｎ３９１は通常ユーザ装置に適用される。オプションの双方向網手順が要求される場合、ユー

ザと網に適用される。（節 A.6 参照）

付表Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９３３　　システムパラメータ　（タイマ）

                        (ITU-T Q.933)

タイマ 記　　述 範　囲

（秒）

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

（秒）

開　　始 終　　了 満了時の動作

T391 リンク完全

性確認ポー

リングタイ

マ

5-30 10 「状態問合」

(STATUS ENQ)

を送信

「状態問合」

(STATUS ENQ)

を送信。

「状態表示」

(STATUS）未受

信の場合のエラ

ーを記録。

T392 ポーリング

確認タイマ

5-30 15 「状態表示」

(STATUS) を 送

信

「状態問合」

(STATUS ENQ)

を受信

N392 を１増加

し、エラーを記

録再スタート

（注１）　Ｔ３９２はＴ３９１より大きくすべきである。

（注２）　Ｔ３９１は通常ユーザに適用される。オプションの双方向網手順（節 A.6 参照）が要求されれ

ば、網とユーザ装置の両方に適用される。

（注３）　Ｔ３９２は通常網に適用される。オプションの双方向網手順（節 A.6 参照）が要求されれば、

網とユーザ装置の両方に適用される。

（注１)

（注３)

（注２)

（注２)

（注３) （注 1)
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付属資料Ｄ：付属資料Ａに対するプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）質問票∗

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に対する）

D.1　序論

　標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａへの適合性を宣言するプロトコル実装の提供者は、提供者と実装の双方

を充分識別できるだけの情報からなる、プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ：Protocol Implementation

Conformance Statement）質問票とそれに付随する情報を完成する。

　ＰＩＣＳとは、実装された能力とオプション、さらに省略された機能を規定する文書であり、関連する

要求条件についてのみ実装の適合性が試験されるようにする。

　このＰＩＣＳにはいくつかの使用法がある。最も重要な使用法は、この製品にどの適合性試験が適用可

能かを識別するための静的適合性の確認と試験項目の選択である。

　ＰＩＣＳ質問票は、質問形式の文書であり、通常は、実装やシステムが完成したときに、プロトコル規

定者や適合性試験規定者により作成され、ＰＩＣＳとなる。

　このＰＩＣＳ質問票は、網側とユーザ側双方の実装に適用する。

D.1.1　略語と特殊記号

　この付属資料は、ＩＳＯ／ＩＥＣ９６４６－１で定義される以下の用語を使用する。

Ｃ 条件付き

ＩＵＴ 試験対象の実装－隣接するユーザ／提供者の関係にある一つ以上のＯＳＩプロトコ

ル実装は、試験によって調査されるオープンシステムの一部である

Ｍ 必須

Ｎ／Ａ 適用外

Ｎｏ サポート外

Ｏ オプション

ｏ．＜ｎ＞ オプション、ただし同一番号＜ｎ＞で示されるグループのオプションを少なくとも

一つ、または一つのみをサポートすることが要求される

ＰＩＣＳ プロトコル実装適合性宣言は、ＯＳＩ実装またはシステムの提供者によってなされ

る宣言であり、当該ＯＳＩプロトコルに対してどの能力が実装されているかを記述

している

ＰＩＣＳ質問票 ＰＩＣＳ質問票は、質問形式の文書であり、ＯＳＩ実装やシステムが完成したとき

に、プロトコル規定者や適合性試験規定者により作成され、ＰＩＣＳとなる

ＳＣＲ 静的適合性確認（ＳＣＲ）は、ＩＵＴの静的適合性要求条件の範囲の確認であり、

ＰＩＣＳを関連するＯＳＩ国際標準またはＴＴＣ標準に記述される静的適合性要求

条件と比較することによりなされる

ＳＣＳ システム適合性宣言（ＳＣＳ）は、依頼者または製品提供者によって提供される文

書であり、どのＯＳＩ国際標準またはＴＴＣ標準が実装され、適合性が宣言された

のかを要約する

Ｓ／Ｅ 補足的／例外的な実装情報

                                                            
∗ＰＩＣＳ質問票に対する著作権の放棄：

      この付属資料の利用者は、資料中のＰＩＣＳ質問票を自由に模造・複写することができる。従って、

　　ＰＩＣＳが意図する目的のために利用し、さらに完成したＰＩＣＳを公表することができる。
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ｓｐ．＜ｎ＞ 状態属性－この項目の状態は、条件付きであり、属性リスト中の＜ｎ＞によって示

される表現に基づく

ＳＵＴ 試験対象のシステム－ＩＵＴが属するオープンシステム

Ｘ 使用禁止

Ｙｅｓ サポート

D.1.2　ＰＩＣＳ質問票完成のための指示

D.1.2.1　実装の識別

　ＩＵＴとそれが属するシステム（ＳＵＴ）の識別票は、関連するバージョン番号と構成オプションを可

能な限り詳細に提供するために記入する。

　製品提供者と依頼者が同一でない場合は、両者の情報を記入する。

　ＰＩＣＳで提供される関連情報の質問に回答できる人の名前を連絡先欄に記入する。

　ＰＩＣＳ／ＳＣＳ欄は、このＰＩＣＳとＳＣＳの関係を記述する。

D.1.2.2　適合性の全体的な宣言

　この欄の宣言に対する回答が“Ｙｅｓ”の場合は、オプション機能に対する試験項目の選択を容易にす

るために、それに続く全ての欄を完成させる。

　この欄の宣言に対する回答が“Ｎｏ”の場合は、それに続く全ての欄を完成させ、さらに全てのサポー

ト外の必須能力を識別し、各表のコメント欄に説明する。

D.1.2.3　ＰＩＣＳ質問票の記入

　ＰＩＣＳ質問票の主な部分は、固定形式の質問で、二つのセクションに分かれている。質問に対する回

答は、最も右の列に記入する。ある質問に“Ｙｅｓ”と回答することは、実装が標準ＪＴ－Ｑ９３３付属

資料Ａの参照する節で定義される送信と受信機能に対する全ての必須手順をサポートすることを示す。こ

のセクションの質問に“Ｎｏ”と回答することは、実装がプロトコルのその機能をサポートしないことを

示す。

提供者はまた、例外情報または補足情報に分類される付加情報を提供することができる。付加情報が存

在する場合、各付加情報は、相互に参照するためにＥ．＜ｉ＞またはＳ．＜ｉ＞のようにラベル付けされ

た項目で提供される。ここで、＜ｉ＞はその項目に対する明確な識別子である。例外項目は、適切な理論

的根拠を含む。補足情報は必須ではなく、ＰＩＣＳはそのような情報がなくても完成する。オプション情

報、補足情報または例外情報の存在は、試験の実行に影響を及ぼさず、静的適合性確認にも影響を及ぼさ

ない。



－ 77 － ＪＴ－Ｑ９３３

D.2　実装の識別票

ＩＵＴ識別票

ＩＵＴ名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＩＵＴバージョン：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＳＵＴ識別票

ＳＵＴ名：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ハードウェア構成：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

オペレーティングシステム：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

製品提供者

名前：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ファクシミリ番号：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

付加情報：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

依頼者

名前：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：
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ファクシミリ番号：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

付加情報：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＩＣＳ連絡先

名前：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住所：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ファクシミリ番号：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

付加情報：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＩＣＳ／システム適合性宣言：ＰＩＣＳとそのシステムのシステム適合性宣言との関係の提供：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

D.3　プロトコルの識別票

　このＰＩＣＳ質問票は、以下のＴＴＣ標準に適用する。

　　ＪＴ－Ｑ９３３　ＩＳＤＮフレームモードベアラサービス　レイヤ３仕様　付属資料Ａ

D.4　適合性の全体的な宣言

　このＰＩＣＳで記述される実装は、参照するＴＴＣ標準の全ての必須機能を満足する。

＿Ｙｅｓ

＿Ｎｏ

　　（注）“Ｎｏ”と回答することは、規定されたプロトコル標準に不適合であることを示す。サポート

　　　　　外の必須能力は、以下の表で識別され、実装がサポートしない理由は各表のコメント欄に記載

　　　　　される。
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D.5　フレームリレーＰＶＣ管理手順

D.5.1　ＩＵＴ構成特性

項　目 プロトコル機能 状　態 属　性 参　　照 サポート

C.1 ＩＵＴは、網側手順をサポートす

るか？

o.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

C.2 ＩＵＴは、ユーザ側手順をサポー

トするか？

o.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

o.<n>(s):

o.1　　　　少なくとも、これらの一つをサポートすることが要求される

コメント:

D.5.2　付属資料 A 手順

項　目 プロトコル機能 状　態 属  性 参　　照 サポート

AD.1 レイヤ３メッセージを運ぶフレー

ム

AD.1.1 ＳＵＴは、ポールビットが 0 の

Q.922ＵＩフレームを使用する付

属資料Ａメッセージを送受信する

か？

Ｍ 付属資料Ａ

の序文

Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.1.2 ＳＵＴは、ＤＬＣＩ0 のフレーム

を送受信するか？

Ｍ 付属資料Ａ

の序文

Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.1.3 ＳＵＴは、付属資料Ａメッセージ

を送信するとき、フレームのＦＥ

ＣＮ、ＢＥＣＮ及びＤＥビットを

0 に設定するか？

Ｍ 付属資料Ａ

の序文

Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.1.4 ＳＵＴは、ＵＩフレームを送信す

るとき、C/R ビットを 0 に設定す

るか？

Ｍ 付属資料Ａ

の序文

Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2 手順－ＩＵＴは、以下の付属資料

Ａ手順をサポートするか？

AD.2.1 網側手順

AD.2.1.1 周期ポーリング－ＩＵＴは、「状

態問合」メッセージに対し、「状

態表示」メッセージで応答する

Ｃ sp.1 A.4.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.1.2 リンク完全性確認－ＩＵＴは、

「状態問合」メッセージの受信及

び「状態表示」メッセージの送信

に基づきシーケンス番号を変更す

る

Ｃ sp.1 A.4.2,A.5.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿
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項　目 プロトコル機能 状　態 属　性 参　　照 サポート

AD.2.1.3 ＩＵＴは、ユーザに対してのＰＶ

Ｃ状態の新規ビットにより新規Ｐ

ＶＣを報告する

Ｃ sp.1 A.4.3 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.1.4 ＩＵＴは、ユーザに対してのＰＶ

Ｃ状態のアクティブビットにより

ＰＶＣの有効性を報告する

Ｃ sp.1 A.4.4 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.1.5 網動作エラー Ｃ sp.1 A.5.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.1.6 ＩＵＴは、「状態問合」／レポー

ト種別=リンク完全性確認のみに

対して「状態表示」／レポート種

別=フル状態表示で応答する

Ｃ sp.2 A.4.1 (4) Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.1.7 ＩＵＴは、「状態表示」／レポー

ト種別=単一ＰＶＣの非同期の状

態表示によりＰＶＣ情報を報告す

る

Ｃ sp.2 A.1.1,A.5.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2 ユーザ側手順

AD.2.2.1 周期ポーリング－ＩＵＴは、「状

態問合」メッセージでポーリング

を開始する

Ｃ sp.3 A.4.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.2 リンク完全性確認－ＩＵＴは、

「状態表示」メッセージの受信及

び「状態問合」メッセージの送信

に基づきシーケンス番号を変更す

る

Ｃ sp.3 A.4.2,A.5.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.3 ＩＵＴは、ＰＶＣ状態の新規ビッ

トにより新規ＰＶＣを認識する

Ｃ sp.3 A.4.3 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.4 ＩＵＴは、ＰＶＣ状態情報要素が

ないことによりＰＶＣの削除を認

識する

Ｃ sp.3 A.4.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.5 ＩＵＴは、ＰＶＣ状態のアクティ

ブビットによりＰＶＣの有効性情

報を受付ける

Ｃ sp.3 A.4.4 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.6 ユーザ装置動作エラー Ｃ sp.3 A.5.2 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.2.2.7 ＩＵＴは、「状態表示」／レポー

ト種別=単一ＰＶＣの非同期の状

態表示によりＰＶＣの有効性情報

を受付ける

Ｃ sp.4 A.5.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿
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項　目 プロトコル機能 状　態 属　性 参    照 サポート

AD.2.2.8 ＩＵＴは、「状態問合」／レポー

ト種別=リンク完全性確認のみに

対する応答において「状態表示」

／レポート種別=フル状態表示を

受付ける

Ｃ sp.4 A.４.1 (4) Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3 サポートするメッセージ及びシス

テムパラメータ

AD.3.1 網側

AD.3.1.1 ＩＵＴは「状態問合」メッセージ

を受付けるか？

Ｃ sp.1 A.1.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.1.2 ＩＵＴは「状態表示」メッセージ

を送信するか？

Ｃ sp.1 A.1.2 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD3.1.3 ＩＵＴはＮ３９２を実装するか？ Ｃ sp.1 A.7 付表Ａ-1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.1.4 ＩＵＴはＮ３９３を実装するか？ Ｃ sp.1 A.7 付表 A-1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.1.5 ＩＵＴはＴ３９２を実装するか？ Ｃ sp.1 A.7 付表Ａ-2 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2 ユーザ側

AD.3.2.1 ＩＵＴは「状態問合」メッセージ

を送信するか？

Ｃ sp.3 A.1.1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2.2 ＩＵＴは「状態表示」メッセージ

を受付けるか？

Ｃ sp.3 A.1.2 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2.3 ＩＵＴはＮ３９１を実装するか？ Ｃ sp.3 A.7 付表 A-1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2.4 ＩＵＴはＮ３９２を実装するか？ Ｃ sp.3 A.7 付表 A-1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2.5 ＩＵＴはＮ３９３を実装するか？ Ｃ sp.3 A.7 付表 A-1 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

AD.3.2.6 ＩＵＴはＴ３９１を実装するか？ Ｃ sp.3 A.7 付表 A-2 Yes:＿ No:＿

S/E:＿

属性

sp.1　　C.1＝Yes の場合は、状態＝Ｍ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.2　　C.1＝Yes の場合は、状態＝Ｏ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.3　　C.2＝Yes の場合は、状態＝Ｍ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.4　　C.2＝Yes の場合は、状態＝Ｏ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

コメント:



ＪＴ－Ｑ９３３ － 82 －

D.5.3　属性リスト

sp.1　　C.1＝Yes の場合は、状態＝Ｍ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.2　　C.1＝Yes の場合は、状態＝Ｏ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.3　　C.2＝Yes の場合は、状態＝Ｍ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

sp.4　　C.2＝Yes の場合は、状態＝Ｏ　その他の場合は、状態＝Ｎ／Ａ

D.5.4　ｏ．＜ｎ＞リスト

o.1　　少なくとも、これらの一つをサポートすることが要求される
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付属資料Ｅ：フレームリレー上でのマルチプロトコルエンカプセレーション

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に対する）

  本付属資料は、フレームリレーコネクション上のマルチプロトコル伝送のためのエンカプセレーション

方式と、フレームリレー網を介したＬＡＮ間接続等のネットワーク間接続トラヒックのためのエンカプセ

レーション方式を記述する。マルチプロトコルエンカプセレーションのサポートはオプションである。た

だしマルチプロトコルエンカプセレーションをサポートする場合は本付属資料が適用される。ネットワー

ク間接続においては、ブリッジング及びルーティングの各々に対応した方式を提供する。エンカプセレー

ションをサポートする端末装置は、どのバーチャルコネクションでどのエンカプセレーション方式が使用

されるかを認識する必要がある。エンカプセレーションの処理は、パーマネントバーチャルコネクション

（ＰＶＣ）ならば、あらかじめエンカプセレーションを使用することが明示的に設定されている場合、も

しくはスイッチトバーチャルコネクション（ＳＶＣ）ならば、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＴＲ９５７７エンカプセ

レーションであることを低位レイヤ整合性情報要素にコーディングした上で設定される場合のみに使用さ

れる。

E.1　概要

　フレームリレー網は、そのフレームリレー網に接続される装置間にバーチャルコネクションを提供する。

フレームリレーコネクションの用法には以下が含まれる。

・端末装置間のポイント・ポイントの直接接続。

・ブリッジもしくはルータを用いたネットワーク間接続。この場合ブリッジもしくはルータ群は相互がバ

　ーチャルサーキットにより完全に“メッシュ状”に接続されるか、もしくは部分的に接続されることに

　より一つのフレームリレーグループを形成する。

　バーチャルサーキットはフレームリレーインタフェースにおいてデータリンクコネクション識別子(Ｄ

ＬＣＩ)によって、唯一に識別される。ＤＬＣＩは各フレームリレーインタフェースごとに意味をもつ値

である。

　構成及び負荷のバランスを簡素化するために、単一のフレームリレーコネクションを複数のプロトコル

が共有可能であることが望ましい。フレームリレー網上を転送されるデータの基本的なヘッダフォーマッ

トは、受信側においてデータを処理するためのプロトコルスタックを適切に選択可能なように定義されな

くてはならない。フレームリレー網自体はこれらのフォーマットを理解する必要はない。この機能はＩＳ

Ｏ／ＩＥＣ　ＴＲ　９５７７で規定されているネットワークレイヤプロトコル識別子（ＮＬＰＩＤ）を用

いて実現することが可能である。

　本付属資料の処理はＳＶＣ及びＰＶＣの両方に適用されることをふまえて記述されている。

E.2　フレームフォーマット

　いかなるプロトコルにおいても、パケットはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２に規定されるフレームにエンカ

プセレーションされなくてはならない。また、フレームは受信側で受信パケットを適切に処理できるよう

に、フレームリレーのプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）に格納されて伝送されるプロトコルを識別す

るために必要な情報を含まなければならない。付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ９３３にフレームフォーマットを示

す。
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フレームリレーのユーザ情報フィールドの第１オクテット（フレームフォーマットの第４オクテット）は、

Ｑ．９２２の制御フィールドである。非確認形情報転送に対しては、Ｑ．９２２の制御フィールドにＵＩ

('00000011')の値が使用される。ＨＤＬＣ型の処理を行う確認形の情報転送（例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ

９２２）では情報(Ｉ)フレームと監視(Ｓ)フレームが使用されるが、データリンクレイヤでの伝達確認を

必要とするレイヤ３プロトコルをサポートする場合にはＩフレームが使用される。

パッドフィールドはフレームの後続部を２オクテット境界に揃えるために使用される。パッドフィールド

は０または１オクテットである。パッドフィールドを使用する場合の値は'00000000'に設定されなくては

ならない。

８　 　７　 　６ 　　５　　 ４　 　３　   ２　　 １
　　

フラグ
０ 　　１　 　１　 　１ 　　１　 　１ 　　１ 　　０

Ｑ.９２２制御（ＵＩまたはＩフレーム）

Ｑ.９２２アドレス（２オクテット）
　　　　　　　　（注）

パッド（オプション）
０ 　　０ 　　０　 　０　 　０　　 ０ 　　０ 　　０

ネットワークレイヤプロトコル識別子（ＮＬＰＩＤ）

データ

フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）
　　　　　（２オクテット）

フラグ
０　　 １　 　１　 　１　　 １　 　１　　 １ 　　０

オクテット

１

２
３

４

５

６

７

ｎ－２
ｎ－１

ｎ

（注）デフォルト：アドレス長は２オクテット（データリンクコネクション識別子１０ビットを含む）

　　　オプション：４オクテットに拡張可能（加入契約によりアドレス長が設定される場合）

　　　　　　　付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ９３３　　フレームリレーのフレームフォーマット

　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

E.2.1　番号の表記

　本付属資料においては付図Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ９３３を例とする表記を原則とする。ビットはオクテット

にグループ化される。各オクテットのビットは右から左に１から８と表記する。オクテットは上から下に

第１オクテットから第ｎオクテットと表記する。

E.2.2　ビット送出順序

　オクテットは第１オクテットから番号順に送出され、オクテット内のビットはビット１から順に送出さ

れる。

E.3　マルチプロトコルエンカプセレーション

　ネットワークレイヤプロトコル識別子（ＮＬＰＩＤ）フィールドはＩＳＯ及びＩＴＵ－Ｔによって管理

される。ＮＬＰＩＤにはＩＰ、ＣＬＮＰ（ＩＳＯ　８４７３）、ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．９３３、ＩＳＯ　８２
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０８、ＩＥＥＥサブネットワークアクセスプロトコル（ＳＮＡＰ）等の数多くのプロトコルに対応する値

が規定されている。ＮＬＰＩＤフィールドは、どのようなエンカプセレーションがなされているか、ある

いは、どのようなプロトコルが後続するかを受信側に通知する。このフィールドの値は、ＩＳＯ／ＩＥＣ

ＴＲ　９５７７で規定されている。ＮＬＰＩＤ値'00000000'は、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＴＲ　９５７７にて、

ヌルネットワークレイヤ、もしくは無効として規定されている。ＮＬＰＩＤ値 '00000000'はパッドフィー

ルドと区別することが出来ず、またエンカプセレーションにおいては特に意味を持たないので、フレーム

リレーのエンカプセレーションでは使用しない。

　付図Ｅ－２／ＪＴ－Ｑ９３３に、フレームリレー上のエンカプセレーションの構造の概要を示す。これ

により、エンドシステム、（ＬＡＮ間接続用等の）ブリッジ、ルータもしくはそれらの組み合わせによっ

てフレームリレー網上で使用される様々なプロトコルを識別することができる。

Ｑ.９２２制御

10000001 11001100 10000000

Ｑ．９３３ ＣＬＮＰ ＩＰ ＳＮＡＰ

レイヤ２ＩＤ

01010001 01001110

７７７６ Ｑ．９２２  他 ８０２．２

01001100

レイヤ３ＩＤ
ユーザﾞ定義
  01110000

ＤＴＥ間

ＯＵＩ

ＰＩＤ

ＬＡＮ間

Ｉフレーム

..０１.... ..１０....

ＩＳＯ８２０８
モジュロ８

ＩＳＯ８２０８
モジュロ１２８

....は２進数の値

ＵＩフレーム

00001000

８０２．３ ～ ８０２．６

　　　　　　　　付図Ｅ－２／ＪＴ－Ｑ９３３　マルチプロトコルエンカプセレーション

　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

　あるプロトコルが複数のマルチプロトコルエンカプセレーション方式でエンカプセレーションできる場

合には、以下の順で、最初にコーディングを特定できる方式を用いなければならない。

（１）直接ＮＬＰＩＤを指定する方式

ＴＲ　９５７７にＮＬＰＩＤ値が規定されているプロトコル

例．ＩＰ、ＣＬＮＰ（ＩＳＯ　８４７３）、ＩＳＯ　８２０８

（２）ＳＮＡＰエンカプセレーション方式

ＮＬＰＩＤにＳＮＡＰを指定し、その後にＳＮＡＰ値を指定する。

例．ＬＡＮブリッジング、あるいはＳＮＡＰ値を持つコネクションレス型プロトコル

（３）ＮＬＰＩＤの後に４オクテットを用いてレイヤ２とレイヤ３のプロトコルを 指定する方式

すなわちコネクション型プロトコル、もしくは他のプロトコルで上記二つの方式で

エンカプセレーションできないプロトコル
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E.4　フレームリレー網に直接接続される端末装置

　フレームリレー網に直接接続される端末装置（ＴＥ）間のフレームリレーコネクションは、ＰＶＣにお

ける加入契約、もしくはＳＶＣにおける呼制御手順によって確立される。ＳＶＣの場合は、呼確立時にユ

ーザ端末装置間で低位レイヤ整合性情報要素を使用して、データ転送プロトコルが何かを通知することが

可能である。ＰＶＣとＳＶＣのどちらにおいてもマルチプロトコルへの対応は可能である。

ＴＥ

ＴＥ

ＴＥ

ＴＥ

フレームリレー網

ＦＨ／ＲＦＨ

ＦＨ：フレームハンドラ
ＲＦＨ：リモートフレームハンドラ

フレームリレー
　　　　コネクション

↑

↓

　　　　　　付図Ｅ－３／ＪＴ－Ｑ９３３　フレームリレー網に直接接続される端末装置

　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

E.4.1　ＵＩフレームを使用したエンカプセレーション（レイヤ２）

E.4.1.1　フレームリレー上のＩＳＯ　ＣＬＮＰ（ＩＳＯ　８４７３）

　ＩＳＯ　ＣＬＮＰは、ＮＬＰＩＤが'10000001'と定義されている。従って、ＩＳＯ　ＣＬＮＰのエンカ

プセレーションではＮＬＰＩＤフィールドの直後にユニットデータＰＤＵが続く。この場合、ＮＬＰＩＤ

はデータパケットがＣＬＮＰであることを示すために、使用されているが、ＮＬＰＩＤはＣＬＮＰユニッ

トデータＰＤＵの一部でもあるので、ＮＬＰＩＤは以降のＣＬＮＰユニットデータＰＤＵと合わせて処理

されなくてはならない。付図Ｅ－４／ＪＴ－Ｑ９３３にＣＬＮＰのエンカプセレーションを示す。

８　 　７　 　６ 　　５　　 ４　 　３　 　２ 　　１

Ｑ.９２２制御

オクテット

４

５

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

０　　 ０　 　０　　 ０　 　０　 　０　 　１ 　　１

ＮＬＰＩＤ（ＣＬＮＰ）
１　　 ０ 　　０　 　０　 　０　 　０ 　　０   　１

ＣＬＮＰユニットデータＰＤＵの残り

ｎ－１
ｎＦＣＳ

１
２

３

　　付図Ｅ－４／ＪＴ－Ｑ９３３　ＣＬＮＰ（ＩＳＯ　８４７３）ユニットデータＰＤＵのエンカプセ

　　　　　(ITU-T Q.933)　　　　　レーション
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E.4.1.2　フレームリレー上のＩＰ

　ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）は、ＮＬＰＩＤが'11001100'と定義されている。フレー

ムリレー網上を転送されるＩＰデータグラムはマルチプロトコルエンカプセレーションに従う。ＩＰのエ

ンカプセレーションではＮＬＰＩＤフィールドの直後にＩＰデータグラムが続く。付図Ｅ－５／ＪＴ－Ｑ

９３３にＩＰのエンカプセレーションを示す。

             

８　 　７ 　　６　 　５　 　４ 　　３　 　２　　 １
　

Ｑ.９２２制御

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

０　　 ０ 　　０　　 ０　 　０ 　　０　 　１ 　　１

ＮＬＰＩＤ
１ 　　１　 　０ 　　０ 　　１ 　　１ 　　０　 　０

ＩＰデータグラム

ＦＣＳ

オクテット
１
２

４

５

ｎ－１
ｎ

３

　　　　　　付図Ｅ－５／ＪＴ－Ｑ９３３　ＩＰデータグラムのエンカプセレーション

　　　　　　　　　（ITU-T Q.933)

E.4.1.3　その他のプロトコル

　プロトコルの中にはＮＬＰＩＤが定義されていないものもある。マルチプロトコルエンカプセレーショ

ンをサポートしたフレームリレーコネクションに、そのようなプロトコルのパケットを転送する場合には、

ＮＬＰＩＤ値'00001000'（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３を表示する）を使用する。ＮＬＰＩＤの直後に続く

４オクテットに、レイヤ２およびレイヤ３の両方のプロトコル識別情報を格納する。これらのコーディン

グの方法は、ＪＴ－Ｑ９３３の低位レイヤ整合性情報要素の項で定義されており（節４．５．２１オクテ

ット６及び７のコーディング方法参照）、また、標準化されていないプロトコルに対処する方法も同項に

記述されている。
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８　 　７　 　６ 　　５　 　４　　 ３　　 ２　 　１　
　

Ｑ.９２２制御

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

０　　 ０ 　　０ 　　０　 　０ 　　０ 　　１　 　１

ＮＬＰＩＤ

ＦＣＳ

０　　 ０ 　　０　 　０　 　１ 　　０　 　０ 　　０

レイヤ２　プロトコルＩＤ
　　　オクテット１
　　　オクテット２

レイヤ３　プロトコルＩＤ
　　　オクテット１
　　　オクテット２

プロトコルデータ

オクテット
１
２

４

３

５

６

７

８

９

ｎ－１
ｎ

付図Ｅ－６／ＪＴ－Ｑ９３３　Ｑ．９３３ＮＬＰＩＤを用いるその他のプロトコルのフレームのフォ

　　　　(ITU-T Q.933)　　　　ーマット
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E.4.1.3.1　ユーザ定義のレイヤ３を使用するＩＳＯ　８８０２／２

            

８　　 ７ 　　６　 　５　　 ４　 　３　 　２　　 １　
　

Ｑ.９２２制御

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

０　 　０　 　０ 　　０　 　０   　０　 　１ 　　１

ＮＬＰＩＤ

ＦＣＳ

０　 　０　 　０ 　　０ 　　１　 　０ 　　０　 　０

レイヤ２　プロトコルＩＤ
　　　８８０２／２

０ 　　１　　 ０　 　０　 　１   　１　 　０ 　　０

（注　１）
１　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０

レイヤ３　プロトコルＩＤ
　　　　ユーザ定義

０　 　１　　 １ 　　１　 　０　 　０　 　０　 　０

（注　２）

ＤＳＡＰ

ＳＳＡＰ

　制　御
（注　３）

ＰＤＵの残り

オクテット
１
２

４

３

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－１
ｎ

（注１）パッディングのために使用

（注２）ユーザ定義のレイヤ３プロトコルを示す

（注３）ＩフォーマットとＳフォーマットの制御フィールドは２オクテット

（８８０２／２参照）

付図Ｅ－７／ＪＴ－Ｑ９３３　８０２．２(レイヤ２)及びユーザ定義（レイヤ３）プロトコルを用いる

　　　(ITU-T Q.933)　　　　　フレームのフォーマット

E.4.2　Ｉフレームを使用したエンカプセレーション（レイヤ２）

　ＪＴ－Ｑ９２２のＩフレームは、確認形データリンクレイヤを必要とするレイヤ３プロトコル（ＩＳＯ

８２０８等）を実装する場合に用いられる。Ｃ／Ｒビット（Ｑ．９２２アドレス）は、コマンドであるか

レスポンスであるかを表示するために使用される。本付属資料は一つのフレームリレーコネクションに単

一のプロトコルをエンカプセレーションして、ＤＴＥからＸ．２５パケット網へアクセスする場合は適用

されない。
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E.4.2.1　ＩＳＯ　８２０８モジュロ８

８　 　７　　 ６ 　　５　 　４　　 ３　　 ２　 　１

　 Ｑ.９２２アドレス

（２オクテット）

Ｑ.９２２制御 Ｉフレーム

８２０８パケット(モジュロ８）（注）

ＦＣＳ

オクテット

１

２

３

４

５

ｎ－１
ｎ

(注)８２０８パケットの最初のオクテットはＮＬＰＩＤでもあり、値は'..０１....'

　　　付図Ｅ－８／ＪＴ－Ｑ９３３　ＩＳＯ　８２０８モジュロ８のフレームのフォーマット

　　　　　　(ITU-T Q.933)

E.4.2.2　ＩＳＯ　８２０８モジュロ１２８

８　　７　　６　　５　　４　　３　　２　　１
　　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御　Ｉフレーム

８２０８パケット(モジュロ１２８）（注）

ＦＣＳ

オクテット
１
２

３
４

５

ｎ－１
ｎ

(注)８２０８パケットの最初のオクテットはＮＬＰＩＤでもあり値は'..１０....'

　　付図Ｅ－９／ＪＴ－Ｑ９３３　ＩＳＯ　８２０８モジュロ１２８のフレームのフォーマット

　　　　　　(ITU-T Q.933)
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E.5　ネットワーク間接続

　ネットワーク間接続（ＬＡＮ間接続等）はブリッジやルータを用いて実現される。フレームリレー網に

おけるマルチプロトコルエンカプセレーションは、ルーテッドパケットとブリッジドパケットの両方のタ

イプのデータパケットに対応する。これらのパケットは個別のフォーマットを持っているので、受信側の

装置がフレームの内容を正確に解釈できるようにするための識別情報を含む必要がある。この識別情報は

ＮＬＰＩＤ及びＳＮＡＰヘッダ中に格納される。

フレームリレー網
トークンリング トークンリング

ブリッジ／
　　　ルータ

ＦＨ／ＲＦＨ ＦＨ／ＲＦＨ

ＣＳＭＡ／ＣＤ ＣＳＭＡ／ＣＤ

フレームリレー
　コネクション

　　　　　　　　　　　　付図Ｅ－１０／ＪＴ－Ｑ９３３　ＬＡＮ間接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

　ＮＬＰＩＤを持たないプロトコルのためにも、プロトコル識別を可能とする機構を用意する必要がある。

このためにＳＮＡＰヘッダが後続することを示すために定義されたＮＬＰＩＤ値を用いる。

ＳＮＡＰヘッダの形は次のようになる。

ＯＵＩ（３オクテット）

プロトコル識別子（２オクテット）

　全てのブリッジ及びルータは、ＮＬＰＩＤエンカプセレーションのルーテッドパケットとＳＮＡＰヘッ

ダエンカプセレーションのルーテッドパケットの両方を受け付け、正確に解釈できなくてはならない。３

オクテットのＯＵＩ（Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎａｌｌｙ　Ｕｎｉｑｕｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）は後

続するプロトコル識別子（ＰＩＤ）の意味を規定する組織を示す。ＯＵＩ及びＰＩＤはその組み合わせで

個別のプロトコルを特定する。

E.5.1　ルーテッドパケット

　エンカプセレーションされるトラヒックの第一の形式はルーテッドパケットである。プロトコルの中に

はＮＬＰＩＤを割りあてられるものがあるが、ＮＬＰＩＤの数には限りがあるので、多くのプロトコルに

はそれらを規定するＮＬＰＩＤの値がない。フレームリレー網を介してそのようなパケットをルーティン

グする場合は、ＮＬＰＩＤ値'10000000'（ＳＮＡＰが後続することを示す）を用いて送信される。
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グする場合は、ＮＬＰＩＤ値'10000000'（ＳＮＡＰが後続することを示す）を用いて送信される。

８　 　７　 　６　 　５　 　４　　 ３ 　　２　 　１

　　
Ｑ.９２２アドレス

（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０ 　　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０　 　１　 　１

パッド
０　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０　 　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０   　０

ＯＵＩ

ＯＵＩ（続き）

ＯＵＩ（続き）

ＰＩＤ

ＰＩＤ（続き）

プロトコルデータ

ＦＣＳ

オクテット

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－１

ｎ

　　　　　付図Ｅ－１１／ＪＴ－Ｑ９３３　ルーテッドフレームのフォーマット

　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

　ＮＬＰＩＤが割りあてられているプロトコルでは付図Ｅ－１２／ＪＴ－Ｑ９３３のフォーマットを使用

することにより、４８ビットが省略される。

　　　　　　　  ８    ７    ６    ５    ４    ３    ２    １ 　　　オクテット

 Ｑ．９２２アドレス

（２オクテット）

Ｑ．９２２制御

 ０    ０    ０    ０    ０    ０    １    １

ＮＬＰＩＤ

プロトコルデータ

ＦＣＳ

　　付図Ｅ－１２／ＪＴ－Ｑ９３３　ルーテッドＮＬＰＩＤプロトコルのフォーマット

　　　　　(ITU-T Q.933)

　ＩＳＯプロトコルでは、ＮＬＰＩＤはプロトコルデータの最初のオクテットであると解釈される。この

場合ＮＬＰＩＤはプロトコルの識別情報であると同時にプロトコルデータの一部分（Ｅ．４．１．１参

照）である。ＩＰ等のＩＳＯ以外のプロトコルでもＮＬＰＩＤが定義されているが、このＮＬＰＩＤはプ

ロトコルそのものの一部分ではない。ＩＰデータグラムのエンカプセレーションは付図Ｅ－５／ＪＴ－Ｑ

９３３に示される。

１

２

３

４

５

ｎ－１

ｎ
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E.5.2　ブリッジドパケット

　エンカプセレーションされるトラヒックの第二の形式はブリッジドパケットである。ブリッジドパケッ

トはＳＮＡＰを示すＮＬＰＩＤ（'10000000')とそのブリッジドパケットのフォーマットを特定するＳＮＡ

Ｐヘッダを用いてエンカプセレーションされる。このエンカプセレーションで使用されるＯＵＩの値はＩ

ＥＥＥ　８０２．１委員会に割りあてられている'00000000-10000000-11000010'である。それらに後続する

２オクテット（ＰＩＤ）は、ＳＮＡＰヘッダの直後のＭＡＣヘッダの種別を示す。また、ＰＩＤはＭＡＣ

フレームのＦＣＳをブリッジドフレームの中に含むかどうかも表している。

ＩＥＥＥ　８０２．１では、フレームリレー上のマルチプロトコルエンカプセレーションでの使用のため

に以下の値を予約している。

　　　　　　付表Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ９３３　ＯＵＩ'00000000-10000000-11000010'に対するＰＩＤ値

　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)

ＭＡＣフレームの
          ＦＣＳ含む

ＭＡＣフレームの
        ＦＣＳ含まず 媒体

00000000-00000001

00000000-00000010

00000000-00000011

00000000-00000100

00000000-00000111

00000000-00001000

00000000-00001001

00000000-00001010

00000000-00001011

８０２．３

８０２．４

８０２．５

 ＦＤＤＩ

８０２．６

　付表Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ９３３で示されるＰＩＤの他に下記の３つのＰＩＤがＯＵＩ値 '00000000-

10000000-11000010'のために予約されている。

00000000-00001101 パケットフラグメント（E.5.3 参照）

00000000-00001110 ＩＥＥＥ　８０２．１（ｄ）またはＩＥＥＥ　８０２．１（ｇ）で規定さ

　　　　　　　　　　　　　　れるブリッジプロトコルデータユニット(ＢＰＤＵ)

00000000-00001111 ソースルーティングＢＰＤＵ

以上より、フレームリレー上をブリッジングされるパケットのフレームフォーマットは以降のいずれかと

なる。
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８　 　７　　 ６　 　５　 　４　　 ３　　 ２　 　１
　　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０ 　　０　 　０　 　０   　０   　１　 　１

パッド
０　 　０　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０ 　　０　 　０　　 ０　 　０　 　０ 　　０

ＯＵＩ
０　 　０ 　　０   　０　 　０　 　０　 　０ 　　０

１　　 ０ 　　０　 　０　 　０   　０ 　　０　 　０

１　 　１ 　　０　 　０　 　０ 　　０ 　　１ 　　０

ＰＩＤ
０　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０

０　 　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　０　 　１
　　　　　　　　　    または
０　 　０　 　０ 　　０ 　　０ 　　１　 　１　　 １

 送信先ＭＡＣアドレス及び
ＭＡＣフレームの残りの部分

　　　  ＭＡＣフレームのＦＣＳ
（ＰＩＤが00000000-00000001の場合）
　　　　　（４オクテット）

ＦＣＳ

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

付図Ｅ－１３／ＪＴ－Ｑ９３３　ブリッジド８０２．３フレームのフォーマット

　　　　(ITU-T Q.933)
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Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　　 １　 　１

パッド
０　 　０　 　０　 　０　　 ０　 　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０ 　　０ 　　０　 　０　　 ０　 　０　 　０

ＯＵＩ
０　 　０　 　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０　 　０

１　 　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０

１　　 １　　 ０　 　０　　 ０ 　　０ 　　１　 　０

ＰＩＤ
０　 　０　 　０　 　０ 　　０ 　　０ 　　０　　 ０

０　　 ０　 　０ 　　０　 　０　 　０　 　１　 　０
　　　　　　　　    　または
０　 　０ 　　０　 　０ 　　１　 　０ 　　０ 　　０

 送信先ＭＡＣアドレス及び
ＭＡＣフレームの残りの部分

　　　  ＭＡＣフレームのＦＣＳ
（ＰＩＤが00000000-00000010の場合）
　　　　　（４オクテット）

ＦＣＳ

パッド
０　 　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０

フレームコントロール

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

１２

１３

８ 　　７　 　６ 　　５　　 ４　 　３　 　２　 　１

　付図Ｅ－１４／ＪＴ－Ｑ９３３　ブリッジド８０２．４フレームのフォーマット

　　　　(ITU-T Q.933)
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８　 　７　 　６　 　５ 　 　４　 　３　 　２　 　１　　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０　　 ０ 　　０　 　０　　 ０　　 １　 　１

パッド
０ 　　０ 　　０　　 ０　 　０　 　０ 　　０　　 ０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０ 　　０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０

ＯＵＩ
０ 　　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０　 　０

１　 　０　　 ０　 　０　 　０　　 ０ 　　０　 　０

１　　 １ 　　０　 　０　 　０　 　０　 　１　 　０

ＰＩＤ
０　　 ０ 　　０ 　　０　　 ０　　 ０ 　　０ 　　０

０　 　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０ 　　１　 　１
　　　　　　　　　    または
０　 　０   　０　 　０　 　１ 　　０ 　　０　 　１

 送信先ＭＡＣアドレス及び
ＭＡＣフレームの残りの部分

　　　  ＭＡＣフレームのＦＣＳ
（ＰＩＤが00000000-00000011の場合）
　　　　　（４オクテット）

ＦＣＳ

パッド
０ 　　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０

フレームコントロール

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

１２

１３

　　付図Ｅ－１５／ＪＴ－Ｑ９３３　ブリッジド８０２．５フレームのフォーマット

　　　　　　　(ITU-T Q.933)
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８ 　　７　 　６　 　５　 　４　 　３　 　２　 　１　
　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０   　０ 　　０　 　０　 　０　　 １　 　１

パッド
０　 　０　 　０ 　　０　　 ０　 　０　 　０ 　　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０　 　０　 　０　 　０　　 ０　 　０　 　０

ＯＵＩ
０　 　０ 　　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０

１　　 ０ 　　０　 　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０

１　　 １ 　　０　 　０　 　０ 　　０　 　１ 　　０

ＰＩＤ
０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０

０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　１ 　　０ 　　０
　　　　　　　　　    または
０ 　　０　 　０　 　０　　 １ 　　０　 　１　 　０

 送信先ＭＡＣアドレス及び
ＭＡＣフレームの残りの部分

　　　  ＭＡＣフレームのＦＣＳ
（ＰＩＤが00000000-00000100の場合）
　　　　　（４オクテット）

ＦＣＳ

パッド
０　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０

フレームコントロール

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

１２

１３

　　付図Ｅ－１６／ＪＴ－Ｑ９３３　ブリッジドＦＤＤＩフレームのフォーマット

　　　　　　(ITU-T Q.933)
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８　 　７　 　６ 　　５　　 ４　 　３　 　２ 　　１
　　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０　 　１ 　　１

パッド
０　 　０　 　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０

ＯＵＩ
０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０   　０

１　 　０   　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０

１　　 １ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　１　 　０

ＰＩＤ
０ 　　０　 　０　　 ０　 　０ 　　０　 　０ 　　０

 送信先ＭＡＣアドレス及び
ＭＡＣフレームの残りの部分

ＦＣＳ

０　 　０ 　　０　 　０　 　１　　 ０　 　１ 　　１

予約

ＢＥｔａｇ

ＢＡｓｉｚｅ（続き）

ＢＡｓｉｚｅ

共通ＰＤＵトレーラ
　（４オクテット）

１４

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１１

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

１２

１３

１０

１５

（注）ブリッジド８０２．６ＰＤＵにおいて、ＰＩＤの値として選択肢が一つしかないのは、ＣＲＣ

  　３２があるかどうかがＭＡＣフレームヘッダの中のＣＩＢビットによって識別されるからである。

　　　付図Ｅ－１７／ＪＴ－Ｑ９３３　ブリッジド８０２．６フレームのフォーマット

　　　　　　　(ITU-T Q.933)
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  ブリッジド８０２．６フレームが、共通のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）ヘッダとトレーラを含

むのは、８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジにおいてパイプライン処理を可能とするためで

ある。共通ＰＤＵヘッダのＢＡｓｉｚｅフィールドはＰＤＵ長を格納する。このフィールドが存在しない

場合、８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジは全てのＰＤＵを受信し、長さを計算し、ＢＡｓ

ｉｚｅフィールドに長さを書き込むまでは、分割されたＰＤＵを転送し始める事ができない。このフィー

ルドが存在すれば８０２．６サブネットワークへ接続するブリッジは共通ＰＤＵヘッダのＢＡｓｉｚｅフ

ィールドから長さを獲得し、これに対応するセグメントに書き込むことにより、８０２．６サブネットワ

ークへそのセグメントを直ちに転送し始めることができる。従って、ブリッジはＰＤＵ全体を受信し終え

る前に８０２．６ＰＤＵを転送し始めること（パイプライン処理）が可能となる。

  エンカプセレーションされたフレームの共通ＰＤＵヘッダ及びトレーラは８０２．６サブネットワーク

へ送出される際に単純に複写されるべきではない。なぜならエンカプセレーションされたＢＥｔａｇの値

はそのブリッジが直前に送出したセグメントのＢＥｔａｇ値と衝突する恐れがあるからである。

８　 　７ 　　６　　 ５　   ４ 　　３　　 ２ 　　１
　　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０　 　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　１　 　１

パッド
０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０　 　０ 　　０

ＮＬＰＩＤ
１　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０

ＯＵＩ
０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０ 　　０

１　　 ０ 　　０　 　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０

１　　 １　 　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　１　　 ０

ＰＩＤ
０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０ 　　０   　０ 　　０

０　 　０ 　　０　 　０　 　１　 　１　 　１　 　０
  

３

オクテット
１
２

４

５

６

７

８

９

ｎ－２

ｎ－１
ｎ

１０

８０２．１（ｄ）または８０２．１（ｇ）
　　　　で規定されているＢＰＤＵ

ＦＣＳ

　　　　　付図Ｅ－１８／ＪＴ－Ｑ９３３　ＢＰＤＵフレームのフォーマット

　　　　　　　　　　(ITU-T Q.933)
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８　　 ７　　 ６　　 ５　　 ４　 　３　 　２　　１　
　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　　 ０ 　　０　 　０　　 ０　 　０　 　１　   １

パッド
０　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０　 　０　 　０　 　０ 　　０　 　０ 　　０

ＯＵＩ
０　 　０　 　０　 　０   　０ 　　０　 　０ 　　０

１　 　０ 　　０　 　０   　０ 　　０   　０ 　　０

１　 　１　 　０　 　０　 　０ 　　０   　１ 　　０

ＰＩＤ
０ 　　０ 　　０　 　０　 　０   　０ 　　０　 　０

０   　０　 　０ 　　０ 　　１ 　　１　 　１ 　　１

ＦＣＳ

ソースルーティングＢＰＤＵ

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

ｎ－１
ｎ

　付図Ｅ－１９／ＪＴ－Ｑ９３３　ソースルーティングＢＰＤＵフレームのフォーマット

　　　　　(ITU-T Q.933)

E.5.3　フラグメンテーション（分割）

　フラグメンテーションにより、使用するネットワークが対応する最大フレームサイズを超えるパケット

を交換することが可能となる。フレームリレーの場合少なくとも１６００オクテットの最大フレームサイ

ズ（ＩＥＥＥ８０２．３フレーム全体を運ぶのに十分な大きさ）をサポートすることが強く推奨されてい

るが、ネットワークによっては２６２オクテットといった小さな最大フレームサイズしか提供できない場

合もありうる。最大フレームサイズが小さいネットワークに対応するためにフラグメンテーションと再組

立機能を持つことは有益である。

　このフレームリレーフラグメンテーション処理が適用されるのは、フレームリレー網の境界（または端

末装置）である。

　フラグメンテーションされたパケットの基本的なフォーマットは、他のエンカプセレーションされたプ

ロトコルと同じである。違いとしては、フラグメンテーションされたパケットがエンカプセレーションヘ

ッダを持つということである。すなわちパケットは、まず前節までで定義されたように（アドレス及び制

御フィールドを除き）エンカプセレーションされ、それから大きなパケットは与えられたフレームリレー

網に適したフレームに分割され、フレームリレーフラグメンテーションフォーマットを使ってエンカプセ

レーションされる。この方法によりフラグメンテーションされたパケットを受信したステーションではそ

れらを再組立し、結果としてフラグメンテーションされなかったパケットと同じ処理をすることができる。

　フレームリレーのフラグメントではＯＵＩが '00000000-10000000-11000010'で、ＰＩＤが '00000000-

00001101'のＳＮＡＰフォーマットを使ってエンカプセレーションされる。従って、個々のフラグメンテー

ションされたパケットは付図Ｅ－２０／ＪＴ－Ｑ９３３に示すフォーマットとなる。
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　シーケンス番号フィールドは２オクテットの識別子で、新しいメッセージがフラグメンテーションされ

る毎に加算される。これによりフレームの消失を発見できる。また、これは初期化時にランダムにセット

される。

　予約フィールドは４ビット長からなり現在は定義されていない。これは０にセットされなくてはならな

い。

　ファイナルビット（付図Ｅ－６／ＪＴ－Ｑ９３３中「Ｆ」で示されている）は１ビットのフィールドで、

フラグメンテーションされた最後のパケットでは１にセットされ、その他すべてのパケットでは０にセッ

トされる。

８　 　７ 　　６　 　５ 　　４ 　　３ 　　２　 　１
　

Ｑ.９２２アドレス
（２オクテット）

Ｑ.９２２制御
０　 　０　 　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　１ 　　１

パッド
０　 　０ 　　０ 　　０ 　　０　 　０　 　０　 　０

ＮＬＰＩＤ
１　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０　 　０   　０

ＯＵＩ
０　　 ０　 　０　 　０　 　０　   ０　 　０ 　　０

１　　 ０　 　０　　 ０　 　０　 　０　 　０　 　０

１　 　１　 　０　 　０　 　０　   ０ 　　１ 　　０

ＰＩＤ
０　 　０　 　０　　 ０　 　０　   ０ 　　０ 　　０

０　　 ０　 　０　 　０ 　　１   　１ 　　０　 　1

ＦＣＳ

シーケンス番号

オクテット
１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１
１２

１３

１４

１５

ｎ－１
ｎ

Ｆ　　　　     　予約　　  　　     　オフセット

オフセット（続き）

フラグメンテーションされたデータ

　付図Ｅ－２０／ＪＴ－Ｑ９３３　フラグメンテーションされた個々のパケットのフォーマット

　　　　　(ITU-T Q.933)

　オフセットフィールドは１１ビットの論理オフセット値の値で、この値はフラグメンテーションされた

パケットのオフセットバイト数を３２で割った値を示す。フラグメンテーションされた最初のパケットの

オフセット値は０でなくてはならない。

　フラグメンテーションされたパケットは、オフセット値０のパケットから始まり、最後のパケットで終

るよう順番に送出されなくてはならない。フラグメンテーションされたこれらのパケットには、同一のデ
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ータリンクコネクションを使用する他のパケットや情報によって割り込みがなされてはならない。エンド

ステーションでは２ｋオクテットまでの再組立ができなくてはならず、８ｋオクテットまでの再組立をサ

ポートすることを推奨する。この再組立の処理の過程で、フラグメンテーションされたパケットが破壊さ

れていたりパケットが欠落していた場合は、メッセージ全体が廃棄される。この場合、再送処理は上位レ

イヤのプロトコルにすべて任される。

　このフラグメンテーションアルゴリズムは、あらゆる悪条件における信頼性のある処理を与えるもので

はない。例えばＩＰのフラグメンテーションにおいては、再組立エラーが発生したり、エラーを含むパケ

ットを送ってしまう可能性をわずかに含んでいる。上位レイヤでチェックサムの処理を実施する等すれば、

この危険を大幅に低減することができる。
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付録Ⅰ：データリンクレイヤプロトコルのウィンドウサイズ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に対する）

  本付録はデータリンクレイヤプロトコルのウィンドウサイズのパラメータを交渉するのに用いられる。

ウィンドウサイズの算出には以下の式を使用する。

　　　 ｋ＝２＋Ｔt d×Ｒu ／（４×Ｌd ）

　ただし、

　　　Ｌd＝　データフレームサイズのオクテット長

　　　Ｒu＝　スループット（bit/s)

　　　Ｔt d＝　エンド・エンドの中継遅延（秒）

　　　 ｋ＝　ウィンドウサイズ（アウトスタンディングＩフレームの最大数）

  ウィンドウサイズは以下のように交渉される。発信ユーザはエンド・エンド最大中継遅延Ｔt d と発信最

大フレームサイズ Ｌd をそれぞれ上記の式に代入し、ｋを算出する。

  「呼設定」(SETUP) メッセージはリンクレイヤプロトコルパラメータ、リンクレイヤコアパラメータ、

エンド・エンド中継遅延情報要素を含む必要がある。着信ユーザは累積エンド・エンド中継遅延Ｔt d と自

身の発信最大フレームサイズ Ｌd をそれぞれ上記の式に代入し、ｋを算出する。「応答」(CONN)メッセ

ージは、リンクレイヤコアパラメータとエンド・エンド中継遅延情報要素を含む必要がある。これにより

発信ユーザはこれらの情報要素の情報に基づきｋを修正することができる。発信ユーザは累積エンド・エ

ンド中継遅延Ｔt d と着信最大フレームサイズＬd をそれぞれ上記の式に代入し、ｋを算出する。
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付録Ⅱ：マルチポイントパーマネントバーチャルコネクション（ＰＶＣ）のための付加手順

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に対する）

  本付録は、フレームリレーマルチキャストＰＶＣ能力の関連として、マルチポイントＰＶＣの状態通知

に付属資料Ａを適用するための手順について記述する。

ＰＶＣに対するマルチポイント通信形態は、フレームリレーマルチキャストサービス仕様として、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｉ．２３３．１に示されている。以下は、このマルチキャスト通信形態に関する概要の記述で

あり、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６における同様の記述を参照するものである。マルチポイントコネクションは、

インタフェースにおいてポイント・ポイントコネクションと共存することができる。

Ⅱ.1  用語

アクティブグループ ：運用されているマルチキャストグループのサブセット。

リーフ ：マルチキャストフレームを受信する、単方向または両方向マルチキャストグル

ープのメンバ。

マルチキャストグループ：フレームリレーマルチキャスト通信形態に参加しているメンバのセット。

メンバ ：マルチキャストグループへの参加者。

マルチキャストＰＶＣ ：フレームリレーアクセスインタフェースにおいてマルチポイントＰＶＣに割り

当てられたＤＬＣＩ（Ｍｄｌｃｉ）により識別されるコネクション。

（ＤＬＣＩ値はローカルインタフェース上においてのみ意味を持つ。）

マルチキャストサーバ ：すべてのメンバに対しマルチキャストサービスを提供する論理エンティティ。

ルート ：マルチキャストフレームを送信する、単方向または両方向マルチキャストグル

ープのメンバ。

ステーション ：フレームリレーＤＴＥ。これは、フレームリレーネットワークサービスを利用

するユーザ側装置（ルータ，ホスト等）である。本付録において示すステーシ

ョンは、フレームリレー網側装置に属するものではない。

Ⅱ.2  マルチキャストＰＶＣ通信形態

マルチキャスト通信形態には３つのタイプがある。すべてのタイプは、一つの発信元と複数の着信先を

マッピングすることが必要である。しかし、それぞれのタイプにおいて複数の着信先の意味は異なり、サ

ービス提供者による解釈を要する。これらの通信形態を以下の節に示す。

Ⅱ.2.1 単方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

  単方向マルチキャスト通信形態は、ルートがマルチキャストグループにおけるすべてのリーフに対して

ポイント・ポイントフレームリレーコネクションを確立していることが必要である。ルートは、マルチキ

ャストサーバに対しても独立に単方向マルチキャストコネクションを持つ。

この通信形態により、ルートは、単方向マルチキャストＤＬＣＩ（Ｍｄｌｃｉ）で識別される単方向マ

ルチキャストコネクションを経由してマルチキャストフレームを送信する。マルチキャストサーバは、Ｍ

ｄｌｃｉからのフレームを受け入れ、アクティブマルチキャストグループの各リーフメンバへフレームを

送信する。この方式で転送されたフレームは、ルートとリーフの間に設定された個々のポイント・ポイン

トコネクション上を転送されたかのように着信先へ到着する。ここで、受信フレームのＤＬＣＩ（アドレ

ス）はメッセージの発信元を表し、Ｍｄｌｃｉ（マルチキャストアドレス）は保持されない。

例として、付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ９３３に一つのフレームリレーインタフェースを持つルーﾄとしてのス

テーションＡを示す（ステーションＡは、ここに示していない他のインタフェースを持つかもしれない）。
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マルチキャストグループは、論理的にｂ，ｃおよびｄのＰＶＣグループと見なされる。単方向マルチキャ

スト通信形態サーバは、ステーションＡからＭｄｌｃｉのフレームを受け入れ、アクティブマルチキャス

トグループによって示される各々の着信先へ転送する。これらのフレームは、網を通過する際に他のフレ

ームと同様に扱われ、ステーションＡからの個々のＰＶＣにおいて転送されたかのように着信先ステーシ

ョンへ到着する。ステーションＢはコネクションｔにおいて、ステーションＣはコネクションｕにおいて、

そしてステーションＤはコネクションｖにおいてフレームを受信する。

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｑ９３３　単方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

                       （ITU-T Q.933）

定義として、Ｍｄｌｃｉは単方向ＤＬＣＩである。すなわち、Ｍｄｌｃｉ上においてフレームが網から

ルートへ送信されることはない。Ｍｄｌｃｉ上を転送されたフレームは、ＤＬＣＩ“ｂ”によりステーシ

ョン A から送信されたフレームと同等にステーション B へ到着する。単方向マルチキャストグループメ

ンバからステーション A へのフレームは、ＤＬＣＩ“ｔ～ｖ”上で転送され、それぞれＤＬＣＩ“ｂ～

ｄ”上に到着する（注）。

  ステーションＡは、 ＤＬＣＩ“ｂ～ｄ”のいずれかでマルチキャストグループの一つのメンバとフレ

ーム交換を行うこともできる。

（注）ルートが複数のリーフに対してマルチキャスト情報を送信するＤＬＣＩとは異なるＤＬＣＩでリー

フがルートに情報を返す能力は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６における単方向マルチキャスト通信形態の

定義を拡張したものである。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．６は、複数のリーフがルートに対し情報を返すこ

とを可能としていない。

Ⅱ.2.2  両方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

両方向マルチキャスト通信形態（付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｑ９３３参照）は、全二重の転送を提供する。一

つの方向に対してデータユニットはマルチキャストであり、対する他方向は１対地となる。両方向マルチ

キャストコネクションにおける１参加者は、ルートとして定義される。それは、マルチキャスティングの

ためにマルチキャストサーバへデータユニットを送信する。残りの参加者はリーフとして定義される。以

下が、両方向マルチキャスト通信形態に対する適用規定である。

・ルートからの送信データユニットは、アクティブマルチキャストグループにおけるすべてのリーフに

B
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D

A

　b
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　u
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　マルチキャスト
　　サーバ

Mdlci
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対して転送される。

・リーフからの送信データユニットは、アクティブマルチキャストグループのルートに対し転送される。

しかし、他のリーフに対しては転送されない。

付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｑ９３３　両方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

                       （ITU-T Q.933）

  ステーションＡはルートであり、ステーションＢ，ＣおよびＤはマルチキャストグループのリーフメン

バである。各々の参加者（ルートとリーフの両方）は、両方向コネクションを持つ。マルチキャスト通信

形態は、Ｍｄｌｃｉ“ａ”においてステーションＡからのフレームを受け入れ、アクティブマルチキャス

トグループの各リーフメンバに対してそれを転送する。

リーフは、同一のＤＬＣＩを経由し、ルートに対してデータを返送する。例えば、ステーションＣは、

ＤＬＣＩ“ｃ”によりステーション A へのフレームを送信する。そしてそれは、ステーション A のＭｄ

ｌｃｉ“ａ”において到着する。

Ⅱ.2.3  ｎ方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

  ３番目のマルチキャスト通信形態は、ｎ方向マルチキャストである。この体系におけるすべての転送は

全二重およびマルチキャストである。マルチキャストグループのすべてのメンバは、転送において同等で

ある。ｎ方向マルチキャストコネクションにおけるすべてのデータ転送は、アクティブマルチキャストグ

ループの他のメンバすべてに対する送信となる。

　例として、付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｑ９３３にｎ方向マルチキャスト交換における４つのステーションの参

加について示す。ｎ方向マルチキャスト通信形態は、ＭｄｌｃｉにおいてステーションＡからのフレーム

を受け入れ、アクティブマルチキャストグループの各メンバ（ステーションＢ，ＣおよびＤ）に対してそ

れを転送する。着信先ステーションへフレームが到達した時のＤＬＣＩは、ステーションがマルチキャス

トグループを示すために使用するものでありマルチキャストコネクションを表している。
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付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｑ９３３　ｎ方向マルチキャストＰＶＣ通信形態

                       （ITU-T Q.933）

Ⅱ.3  ＰＶＣ状態情報要素のアクティブビット設定に対する手順

マルチキャストフレームリレーＰＶＣの状態監視に対して付属資料Ａの手順を使用する場合、ＰＶＣ状

態情報要素のアクティブビットは以下のように解釈する。

Ⅱ.3.1  単方向マルチキャスト通信形態

　ＭｄｌｃｉにおけるＰＶＣ状態情報要素のアクティブビットは、マルチキャストＰＶＣにおいて少なく

とも一つの着信先がアクティブである場合に１が設定される。マルチキャスト通信形態のリーフでは、ア

クティブビットは、ポイント・ポイントコネクションおよびマルチキャストコネクションの両方がアクテ

ィブである場合に１が設定される。

Ⅱ.3.2  両方向マルチキャスト通信形態

ルートのＭｄｌｃｉにおけるＰＶＣ状態情報要素のアクティブビットは、マルチキャストＰＶＣにおい

て少なくとも一つの着信先がアクティブである場合に１が設定される。リーフのＭｄｌｃｉにおけるＰＶ

Ｃ状態情報要素のアクティブビットは、ルートに対するＰＶＣがアクティブである場合に１が設定される。

Ⅱ.3.3  ｎ方向マルチキャスト通信形態

マルチキャストグループのメンバのＭｄｌｃｉにおけるＰＶＣ状態情報要素のアクティブビットは、マ

ルチキャストＰＶＣにおいてグループの他のメンバの少なくとも一つがアクティブである場合に１が設定

される。

マルチキャスト

サーバ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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用　語　一　覧

　　　　【Ａ】

　　　　　  access rate アクセス速度

　　　　　  active 動作可能，通信中

　　　　　  active bit アクティブビット

　　　　　  active group アクティブグループ

　　　　　  addressing/Numbering plan identification 番号計画識別

　　　　　  administrative procedure 管理手順

　　　　　  automatic negotiation 自動交渉

　　　　【Ｂ】

　　　　　  Backward Explicit Congestion 逆方向明示的輻輳通知

　　　　     Notification (BECN)

　　　　　  bearer service ベアラサービス

　　　　【Ｃ】

　　　　　  call offering procedure 呼提供手順

　　　　    called user 着信ユーザ

　　　　    calling user 発信ユーザ

　　　　　  cause 理由表示

　　　　　  channel チャネル

　　　　    clearing 切断復旧

　　　　　  connected number 接続先番号

　　　　　  connected subaddress 接続先サブアドレス

　　　　　  committed burst size 認定バーストサイズ

　　　　　  configuration 通信形態

　　　　　  Cumulative Transit Delay (CTD) 累積中継遅延

　　　　【Ｄ】

　　　　　　Data Link Connection Identifier データリンクコネクション識別子

　　　　     (DLCI)

　　　　　  demand 交換型

　　　　　　Destination Service Access Point 送信先サービスアクセスポイント

　　　　　　 (DSAP)

　　　　　  detect   検出

　　　　【Ｅ】

　　　　　  end-to-end transit delay エンド・エンド中継遅延

　　　　    establishing 設定

　　　　　  exception condition 例外状態，異常状態

　　　　　  excess burst size 超過バーストサイズ

　　　　    exclusive DLCI with no acceptable 変更不可ＤＬＣＩ

　　　　     alternative

　　　　【Ｆ】

　　　　　  Forward Explicit Congestion 順方向明示的輻輳通知

　　　　     Notification (FECN)

　　　　　  Frame Handler (FH) フレームハンドラ
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　　　　　  Frame Mode Bearer Service (FMBS) フレームモードベアラサービス

　　　　    frame mode connection フレームモードコネクション

　　　　    Frame Mode Information Field フレームモード情報フィールド

　　　　     (FMIF)

　　　　　  frame Relaying フレームリレー

　　　　　  frame Switching フレームスイッチ

　　　　　  full status フル状態表示

　　　　　  full status report フル状態表示レポート

　　　　【Ｈ】

　　　　    handler ハンドラ

　　　　【Ｉ】

　　　　　  inactive 動作不可能

　　　　    incoming 着呼

　　　　    incoming magnitude 着呼指数

　　　　    incoming multiplier 着呼仮数

　　　　　  Information Element (IE) 情報要素

　　　　【Ｌ】

　　　　　  leaf リーフ

　　　　　  link integrity verification リンク完全性確認

 　　　　   link layer core parameters リンクレイヤコアパラメータ

　　　　【Ｍ】

　　　　    maximum FMIF size 最大ＦＭＩＦサイズ

　　　　    measurement interval 測定間隔

　　　　　  member メンバ

　　　　    minimum acceptable throughput 最小許容スループット

　　　　　  multicast マルチキャスト

　　　　　  multicast group マルチキャストグループ

　　　　    multiple frame マルチフレーム，多重フレーム

　　　　【Ｎ】

　　　　　  negotiation 交渉

　　　　　  new bit 新規ビット

　　　　    n-way n 方向

　　　　【Ｏ】

　　　　　  one-way 単方向

　　　　    OSI network service ＯＳＩネットワークサービス

　　　　    outgoing 発呼

　　　　    outgoing magnitude 発呼指数

　　　　    outgoing multiplier 発呼仮数

　　　　【Ｐ】

　　　　　  peer 同位，相手

　　　　　  peer to peer 同位間

　　　　    permanent frame mode connection 固定フレームモードコネクション

　　　　　  Permanent Virtual Connection パーマネントバーチャルコネクション
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　　　　　　 (PVC)

　　　　　  point-point ポイント・ポイント

　　　　　  profoma 質問票

　　　　　　PVC status ＰＶＣ状態

　　　　【Ｑ】

　　　　　　Quality Of Service (QOS) サービス品質

　　　　【Ｒ】

　　　　    releasing 解放

　　　　　　Remote Frame Handler (RFH) リモートフレームハンドラ

　　　　　　remote frame handling リモートフレームハンドリング

　　　　    remote user リモートユーザ

　　　　　　report type レポート種別

　　　　　　reserve リザーブ

　　　　    root ルート

　　　　【Ｓ】

　　　　　  semi-permanent 半固定

　　　　　  sequence number シーケンス番号

　　　　　  Service Access Point (SAP) サービスアクセスポイント

　　　　    signaling シグナリング，信号

　　　　　  single PVC asynchronous status 単一 PVC の非同期の状態表示

　　　　　  Source Service Access Point 送信元サービスアクセスポイント

　　　　　　 (SSAP)

　　　　    standard default maximum length 標準の最大デフォルト長

　　　　　  station ステーション

　　　　　  symmetrical 対称な

　　　　【Ｔ】

　　　　　  test 試験

　　　　　  throughput スループット

　　　　    transit 中継

　　　　    transit delay 中継遅延

　　　　　  two-way　 両方向

　　　　【Ｕ】

　　　　　  unknown 不定

　　　　【Ｖ】

　　　　　  virtual circuit service バーチャルサーキットサービス

　　　　【Ｘ】

　　　　    X.213 priority Ｘ．２１３プライオリティ
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前川  英二 日本電信電話（株）

加藤  周平 沖電気工業（株）

飛田  康夫 三菱電機（株）

竹之内  雅生 国際電信電話（株）

保村  英幸 日本電信電話（株）

関谷  邦彦 （株）東芝

太田  正孝 （株）日立製作所

杉山  秀紀 日本アイ・ビー・エム（株）

富久田  孝雄 日本電気（株）

三浦  章 日本電信電話（株）

舟田　和司 国際電信電話（株）

竹内  宏則 松下通信工業（株）

三宅  功 日本電信電話（株）

加藤  聰彦 国際電信電話（株）

川勝  正美 沖電気工業（株）

原  博之 日本電信電話（株）



　　第二部門委員会　第三専門委員会

　　　　

専門委員長 太田  正孝 （株）日立製作所

副専門委員長 富久田  孝雄 日本電気（株）

副専門委員長 杉山  秀紀 日本アイ・ビー・エム（株）

杉村　和彦 国際電信電話（株）

橋本  正則 第二電電（株）

杉崎  広正 日本高速通信（株）

栗林  洋志 日本テレコム（株）

阿部  清和 日本電信電話（株）

特別専門委員 宮原  利行 日本電信電話（株）

松本  佳宏 大阪メディアポート（株）

西沢  政樹 アンリツ（株）

尾崎  裕二 沖電気工業（株）

浅井  和義 神田通信工業（株）

山下  正敏 住友電気工業（株）

田村  慶章 （株）東芝

梅村  泰広 東洋通信機（株）

染谷　一成 日本電気（株）

浜田  孝 日本無線（株）

山浦  史雄 日本ユニシス（株）

宮脇  勝志 （株）日立製作所

稲見  任 富士通（株）

山道  秀俊 松下通信工業（株）

菊地  信夫 三菱電機（株）

稲田  隆一 ｾｲｺｰﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ（株）

中  武三男 （財）電気通信端末機器審査協会

事務局 中村　剛万

　　　ＪＴ－Ｑ９３３　検討グループ　（ＳＷＧ２）

　　　　
サブリーダー 角守  友幸 日本電信電話（株）

橋本  正則 第二電電（株）

杉崎  広正 日本高速通信（株）

特別専門委員 松田  文子 日本テレコム（株）

特別専門委員 亀田   秀治 日本電信電話（株）

松本  佳宏 大阪メディアポート（株）

特別専門委員 羽根渕  孝之 沖電気工業（株）

特別専門委員 櫻井  暁 日本電気（株）

浜田  孝 日本無線（株）

特別専門委員 早川  雅男 （株）日立製作所

特別専門委員 高橋  英一郎 富士通（株）

特別専門委員 山口  広 松下通信工業（株）

菊地  信夫 三菱電機（株）

特別専門委員 菖蒲  俊文 （株）リコー


	　　



